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序

この謂査報告肉は、佐灯県教行委貝会が水沢源開発公団の委托を

受けて、昭和s6年度から実施している筑後川下流用水事業に伴う埋

蔵文化財発掘調査の記録の一部です。

今回の報告は、平成元年度に発掘閥査を行った佐賀市久保泉町に

所在する本村遺跡に関するものです。

潤査の結染、古代から中litの屋敷跡が明らかになり、椀．皿や土

鋭などの当時の窮らしぶりを生々しく伝える多数の遺物が出士しま

した。

調究の成果は本v~に詳しいところですが、その内容が学術文化に

寄与し、また県民の皆様が郷士の歴史と文化財を愛し、守っていく

ための抒科として広く活用していただければ幸甚に存じます。

発刊にあたり、地元の皆様を初めとする関係各位から賜った深い

ご理解と多大なご協力に対し、心から節く御礼申し上げます。

平成 3年3月

佐伐県教育委貝会

教咋 志岐常文



例 言

I.'f,;¥1flよ筑後川下流用水事業に伴う捏蔵文化財の項liiJ綱査のうち、平成元年度に発掘漏立を

行っ ,~佐賀市久保泉町所在の木村追跡の綱査報告杏である。

2. 発掘瀾査は、水資源開発公団の委託を受けて佐賀県教'(./委U会が実緒した。

3. 発掘溝査にあたっては、佐賀市教脊委日会、佐賀市土地改良諜、久保泉土地改良区、並び

に地元各位の協力を得た。

4. 本行の執鉦と編集は下記の分担で行った。

!・D・W・IV-1-3: 徳永 H紹. IV一4: 宮武正登執叩

瀾集 本編：徳永 tH化付編；宮武 正登

5. 発掘瀾査作染は佐買県教'(.(庁文化課で行い、報告1't作成作菜は同文化財謀で行った。

遺惰実瀾： 上漏光子・谷澤 に・徳水貞紹•島谷智子・野田典子・宮地 正子・三好文子

遺揖写真撮影：谷澤仁・徳永貞紹

遺筋空中写兵搬影： 面空中存真企画

這物整理： llJ中ハルミ・中島文須：：：

這物実測：上讚光子・末吉由紀子・光心逸子・山口災佐子・古Ul雅子・徳永貞紹

整図 ：野山 OO恵子・三好文子・末古由紀子

遺物写其扱影：山田親

7兵現像焼付： 古賀 栄 子

6. 兌規潤査及ぴ報告守作成に関 して、下記の方々から指導・助酋をいただいた。

足立顧司・天本洋一•井澤洋一•石井進 •江浦 洋・大園性二郎・大僑楳ニ・荻計緊春・

佐藤浩ii]・谷口俊治・西田舷·紙本久和・前田達男 ・森田稔•山本信夫・ 吉田 寛

7. 遺溝は 3桁の一連番・けを付け、 SB:掘立柱建物、 SA:褐列、 SE:井戸、

SK:」：坑、 sp: :t. 坑墓、 SR:方形周溝、 SX:その他、の略号を用いて標記した。

小大については遺物の出土したものについて 4桁の一連番号を付け、 Pの略サを用いて表

示した．遺構番号は各讃査区名を百の位に付け、例えば2区の遺構1.tS□200のよう

に表現した。I.!!し1区については遺構番号がJOOを越えたため 0を補助的に用いた。

8. i舅定値の表示に用いた単位は、遺構がm、遺物がC11である、り

SO: 消、

9. 11位は国土座標第D系の座標北(G.N.)で．磁北はこれより西儡約 がである。

10. 遺物痴罰図のうち．断面塗 りiltLは須恵侶・中世の国産焼締附器 （常沿焼・傭前焼）、断

面網伏せは瓦牲、特而網伏せは黒色土苔を示す。
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I. 調査 の概 要

1. 関査の経過

筑後Ill下流用水m業 （佐賀東部導水路 ・大託IDJ幹線水路）に伴う埋蔵文化財潟査は昭和56年

度に始まり ．平成2年度でJO年目を迎えた。関係市町村は佐買市、佐買郡郭窃町、神埼郡神埼

町 ・三田川町・千代田町、 三菱基郡北茂安町 ・ーヒ峰町の Jil,6町に及ぶ。このうち発揺園査を

行った地区については、埜理作業が済んだものについて、順次、綱査報告害の刊行を進めてい

るところである。

平成元年度は、佐沢市本村遺跡の発掘潤査と三養基郡北茂安町北茂安中郎地区、佐灯市久保

泉東部地区の確認調売を行った。

平成2年度は、 三養碁郡上峰町上峰地区．佐買郡諸官町為重地区、神埼郡千代田町脱の町地

区の確詔関査を行い、このうち原の町地区については中世後期から近世の遺跡の存在が明らか

になり、原の町西遺跡として周知化を行った。協議の結果、当該地区のエ期が差し迫っており餃

計変更が不可能なこと、工事にかかる遺跡の面積が狭いこと等から年9虻内に発掘調査を実施す

ることになった。

今回の報告は．平成元年度詞資の本村遺跡に関するものである。

2. 調査組織

鵡査主体

佐双県教行委JI会

（発掘綱査：平成元年度）

総括 志岐常文 佐償県教脊長

事務局

局 及 武藤 佐 久二 文化謀艮

次 長 高島忠平 文化謀参事

岩崎輝明 文化課長補佐

森 酵一朗 文化課長補佐

庶務会計 稲 1:f 安徳 文化謀庶務係長

鶴田明美 文化謀主事

直塚情純 文化課主事
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本山恵悟 文化謀主平

鵡査日

閾査主任 藤 n 他 一 文化課文化財調査第二係長

調査 n 徳水貞紹 文化課文化財保躁主串

谷澤 仁 文化諜嘱託

（報告守作成：平成2年度）

総括 志岐常文 佐汀県教ffY:

事務 局

局 長 窃島忠、平 文化財課長

次 長 巾牟田 ti 祐 又化財既長補佐

酉村貞幸 文化財謀長補佐

lを務会計 永松和久 文化謀庶務企圃係反

濱野 ill T・ 文化謀主査

小林直洋 文化諜主査

松瀬 弘 文化諜主りt

綱査員

綱査主任 高瀬屯郎 文化財謀講査係艮

潤介目 徳水貞紹 文化財課文化財保涯主事

宮武正登 文化財課文化財保設主半

仰 内庫光 文化財牒嘱託

旧査協力

水資源開発公団筑後JII下流用水建股所

佐買県只林部佐賀市教行委貝会 ・七地改良課久保泉」：地改良区 地元各1(l

3. 発 掘調 査の概要

筑後川ト・流用水llf槃佐償東部導水路の路線のうら佐代市域で最初に遥定されに工事区は、神

埼町に接する久保呆東部地区で、県道小城 ・北伐安線以北の延長1.200mの区間であった。施

工年度は平成元年度であったが．地元講幣の関係でliol年度の内に確認調査が行えなかった。し

かし工事区域内の2栖所の店畑部分については県常lilll場整傭事栗に先立つ確認訊登で中世遺粉

の存在が認められていたので．水路により 削平されるJ.034alについて発掘調査を行うことに

した。

及刈り後の平成元年 6月8日から掘削慣を用いて高畑部分の表：I: 剥ぎを行い、引 き続き残り
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の水田部の確認躙査を実施した。 その結果、南側の窃畑から県道小城・北茂安線までの範囲で

遺跡の広がりが確認されたため、．新たに752ntを加えたl,786nfを癸掘隕査の対象とし. 8月29

日に現場での作業を終了した。

同時期に県営繕場整信事業に伴って佐賀市教行委員会による潤査が行われたため、双方の調

査担当者で協該のうえ、地区名・遺構番号を一連と した。 筑後川下流用水事栗に関わる部分に

ついては、天溝宮llHIIIの畑地部分を 1区、北側の畑地部分を 2区とし、 1区南鵠の水田部は7

区とした。 I・2区については佐賀市教育委只会の調査区と交錯しており、現場で適宜打ち合

わせを行いながら作業を追めたが、担当者の一人が一時的に別ボ業の置査に駆り出されたこと

しあって遺構番号や逮物の取り上げに若干の混乱があり、また土培の観我と註記については各々

の担当者が別々に行ったため向一の土屠が異なる名称で記録されるなど．反省すべき点を残し

た。 3- 6 区は佐賀市教行委員会の単独甑査区、 7 区は佐買県教育委員会の単~調査区である。

調査の結果、古墳時代 • 平安時代後期～室町時代 ・ 江戸時代の 3時期の遺情・遺物を検出し

た。 1 区の主体は平安時代後期から涵町時代の屈敷跡で、揺立柱建物19棟・橋列 3 列•井戸39

基 ，土坑45基以上・ 土坑峯2基ゃ畑の痕跡と考えられる,jヽ滋群 2箇所、更にこれらを囲む一辺

40~60mの 2 つの方形区匪湛を検出した。また、古墳時代前期の竪穴住居 2棟 • 井戸 1 基•土

坑7基があり 、当該期の小規模な集裕の存在が確認された。 2区も 1区と1叫j様な屋敦跡と考え

られ、掘立柱建物 2 棟• 井戸6茶・土坑11基 ・土坑墓 1基・I凶袖i溝を検出Lた。 7区は 1・2

区に比して遺構の分布が根であり集落(/)絃辺邪にあたると考えられる．江戸時代の掘立柱建物

l 棟• 土坑IO基・溝を検出した。

佐賀市教育委員会による謂査の成果については既に報告行が刊行されている（佐賀市教育委

員会 1990 r本村遺跡ー I・2区の溝査ー」佐付市文化財謂査報告害第29集、佐沢市教育委

貝会 1990 「JD.本村遺筋の記録」 ntll酋遺跡 •本村遠跡 ・ 阿窃遺跡 ・ 牟田寄遺跡 ・ 村徳永

遺跡 ・古村遺跡J佐打市文化財調究報告苔第28集 pp.13-・22)。本鉗告では｀これと重複す

る部分があるものの、県教行委R会甜査区が 1区の尽敷跡の中央部を縦断する形で餃定されて

いることから、遺跡の内容を明館にするために総括して提示する。但し、古墳時代の遺構につ

いては全て佐賀市教育委員会の調査区に含まれ、詳細な報告もなされているので今回は特に触

れない。

なお説明の便宜上、迫物に関する記述の内．中国産膏磁・ 白磁と土師お鏑及び滑石製石鍋に

ついては下記の文献による分類を1f1いた。

①中国産育磁・白磁 ：横田賢次郎 ・森田勉 1978 「大宰府出土の輸入中国陶磁器につい

て一型式分類と編年を中心として一Jr九州歴史資料館研究溢集J4 pp. l ~26 九州歴史

資料館

②土師吾鍋：徳水貞紹 1990 「肥前における中世後期の在地土料」 「中近世土料の甚礎
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研究VIJ pp.93~ 108 中世土舒研究会

麟石製石鍋：森田勉 l983 「滑石製容若ー特に:i:i鍋を中心として一」 「佛教藝術J148 

号 pp.135~148 毎日新聞社

このうち、①文献の青磁分類については、その後一部修正され、新たに龍泉窯系1V類のほ

定と 0類の撤廃が提示されており、本報告でも修正案にしたがって1V類の名称を用いた。

G液田 賢次郎・森本 朝子・山本 信夫 1989 「新安沈船と大宰府・博多の貿易陶磁召一

森田 勉氏の研究成果によせて一」 「貿易紺磁研究」 No9 pp.13-45 日本貿易掏磁研究会
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II. 遺跡 の位置と環境

1. 地理的環境

.... '"涵^ し● いず. ,.,,, ... ......  

本村遺跡は、佐賀県佐賀市久保 町大字下和泉字本村 ・一本松 ・ニ本松 ・ぶ怯に所在する。

今回の躙査地点の地籍は大字下和泉字二本松二J26J番地外 (I区・？区）、字二本松ー1307番

地外 (2区）である。

佐賀県の県都である佐賀市は、県の東r悧1部に位置している。市域は佐賀平野中央部を縦断す

る形でふ韮山系から箔崩紺沿摩まで南北に広がり、北は佐費郡笑h町・籍r~郡令蘊村、 西は佐

償郡這転.,j、知全罪lllf、南は佐賀郡没寡i町 ・同郡茄蘭町、東は神J奇郡紺如 ・同郡

キん自町 ・佐賀郡籍藷町と統釦IIを隔てて福岡県哭研市に各々楼している。

地形的には、脊坂山系の山間 ・山覧部とそこから布明海に向かって南流するiffllfll・宦$111・
·•. L 中地江川等の河川によって形成された複合g状地や中位段丘にあたる北部域、起伏の殆どない

平坦な沖積地であるTN部域、の大きく 2地域に区分される。地質的には、北部域l:t脊振山地の

花尚岩を基盤として、その原化土壌や火山性土埃が堆積しており、南綿域は潮汐作用の若しい

有明淮と脊振山系から流れ出る請河川によって形成されたいわゆる「有明粘土層Jの厄い堆積に

特徴づけられる。北部域と内部域の境界はおおよそ標店約Smの等窃線に相当するが、これは

また水利的にも大きな変化点をな している。 南部域は堀あるいはクリーク等と呼ばれる沿柔網

が発遠し、これらが集落を中心に縦横に巡る独特の素観を見せている。

このように自然条件が大きく異なる南北二つの地壌は、当然ながらその人文的展開にも差異

が認められる。本村遺跡は北邪域のなかでも南部域との境に近い複合扇状地の末端付近に位置

しており ．両地域の地理的条件に影響される場所である。

2. 歴史的環境

佐賀市北部の山讀部ー帝は遺跡の密集地として知られている。 ここでは佐賀市久保呆lllf・..... 
金立町の遺跡について時代を追って慨観する。

,,. ば•
旧石料時代では断片的な資料しかなく．佐賀市では西原遺跡のナイ フ形石沿、誠協E遺跡の

台形石沿 .:細石刃が知られているのみであるが、今後良好な遺踪の発見も期待される。

縄文時代には山驚部を中心に遺跡の数が増加し、遺構や遺物包含扇が遺存しない場合でも遺
, ..  , ...... いた(

物そのものの出土はどの丘陵でも認められる。丸山遺跡は早期～晩期、金立開拓遺跡は早期～
,,_.,. 

前期 ・後期～晩期、大門遺跡は前期 ・後期～晩期、策諄合遺跡は中期～後期の資料を各々出土

している。遺構の検出例は少ないが、後期の竪穴住居が金立開拓遺跡で2棟検出されている他、
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後期～晩期の土岱埋設遺構が大門遺跡・尖甘酋遺跡・金立開拓遺跡・西原遺跡・丸Ill遺跡 ・屈

~i遺跡で検出されており、土沿棺塞と推定されている。また笑深鼠未遺跡ではいわゆる陥穴が
調査されている。これらの磁跡はLlJ駕部に集中しているが、最近の確認渭査によって金立町l♦i

”しんヽら

部の襟高約4mの低平な水田部で新たに発見された束名遺踪では、これまで無遠物層として扱

われることの多かった粘土A'!中に早期の塞ノ神B式上森が包含されているという 卵味深い出実

三：言巴王臼五：喜字！期；；；；

• :;,,~ ~_;:.'、~~~f
紗
企

亀

6

.,, 

？斤I寸 II I「/,・呵itが

図 1 本Hi身跡位m図 (J
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1. *Hil謁
？． 尾鱗ttlllil籍
3. i!i讀遺跡

'・ 纏附遺馳訂

s. 丸山遺躊

6. 金立開拓ii勤

？．大,,遺蒻 （大tlii!iil籍）

8. HD遺跡

9. 六本量木遣静

10. 紐 丙遺躊
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南宿遺跡．後期後半の琵琶J応遺跡等がある。このうら村徳永遺跡では竪穴住居20棟以上と掲立

柱廷物90棟以上が検出されており．金立・久保泉地区のなかでも拠点的な集裕と考えられる．

弥生時代墓地は突帝文土器期から前期の支石墓群からなる丸山遺跡、植王闊遺踪、前期末から
りがしらふ

中期前半の大梨土苔棺墓からなる金立開拓遺跡、中期の寮干布遺跡、大門遺跡．中期から後期

の六本黒木遺跡が主なものである。..:の他、 本村遺跡北方のはノ＊遺跡では銅文鋳型が出土し

ている。

古墳時代の集落遺跡は琵琶原遺跡、 西原遺跡、久ぢ遺跡、苦け遺跡、泉三本栗遺跡等があり 、

概して前期の躙査例が多い。本村遺跡とその東に接する神埼町応8莉自遺跡でも前期の小規模

な単位の集落が溝査されている。墓地の立地は山慧部に集中 しており、古墳時代の各時期を通

じて造墓や追葬が行われている。これらの墓地はその附層に応じて大きく 3つに群別でさる。

すなわち浪半籟古墳・甘行梵古墳・酋馘古墳．酋禎古墳・Kn*品古頃 ・屈笙訊古墳等の前方後

円墳や大型円墳、藤附遺跡群・金立開拓遺跡・鈴熊遺跡・ 黙土原遺跡 ・丸山還跡等の小型円墳

や小型方墳、金立開拓遺跡・藤附遺跡群・西原遺跡の土坑墓・石蓋土坑墓•石棺寡等である。

この他、藉負羅窯跡 ・竺菜籟未窯踪等の須恵笞生産遺跡や朝鮮式山城の幕慎閻神籠石が所在し

ており ．この地域が古墳時代において佐賀平野の中心地の一つであったことを窺わせている。

奈良時代には大和町に国府 ・ 国分寺・国分尼寺が設置され肥前国の政治・社会・経済• 国家

宗教の中心地として発展するが、金立 ・久保泉地区はこれに隣接する地域でありながら前代に

比して哀退が署しい。 「肥前国風士記」佐嘉郡の条には「佐嘉郡、撼陸所」とあり、 「和名類

緊抄Jには城崎、巨瀬、小i店、山田、深溝、防所の郷名が拳げられているが、金立 ・久保泉地

区がこれらの郷のいずれに含まれていたのかは不明であふ 奈良時代の遺跡としては、矢甘還

"' . も跡、原ノ町遺跡．村徳永遺跡などで集落遺跡が調査されている。このうち大8遺跡は奈良時代

の掘立柱達物群で構成される遺跡で、竪穴住居を伴わないことから一般の班山良民層の集落遺

跡とは異なるようであるが、達物の構造や配霞はいわゆる官街的遺跡と比較する と明らかに見

劣りL、出土遺物も須恵器の比率がやや窃いものの特に目立つものはなく、その性格について

は今後の検討を要する。

平安時代の国府の位信は明らかにされておらず、 「和名煩緊抄Jに「小城、乎岐国府」とあ

る件は誤記と見倣されているが、小城郡の範囲が時代によ って変化していた可能性 も含めて、
か● ＊・f今

候補地を広い範囲から取り上げて検討する必要があろう。平安時代の集落遺踪としては上和泉

遺跡と古村遺跡が講査されている。いずれも111i片的な調査で集落構造は不明であるが、古村遺

跡からは緑釉掏舒が出土している。泉三本栗遺跡SPOOi土坑墓は平安時代後簡に比定され．

多数の土師若・黒色土若A類の供膳具の他、紡錘・毛抜き等の鉄製品｀越州窯系青磁椀會銅鏡

片が副葬されていた。同様な銅錢片の副葬は大和llf~、他#B遺跡で 2 例知 ら れており金立 ・ 久
保呆地区との関連が窺える。平安時代後期は新たな集落の出現をみる時期であり 、本村遺跡も

-8-
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この段階から屋敷地と して営まれるようになっている。この涅敷地を含むー帝がどのような支

配体制に組み込まれていたかの検討は本書の後章に詳しいのでここでは触れないが、鎌倉時代

に至って名主などの有力農民層や在地煩主層が群拠した状況を描くことができる。

平安時代末期以降の肥前東部はこうした大小の在地領主の成長とjliJ汰の過社を経て、祓国末

期 の龍造寺陸信による統一へと至る。佐賀郡北部域の有力領主としては笛未氏や於保氏が裕げ

•·• r • 
られ、 それぞれ佐賀市高木瀬町と大和町大ギ紺宝に居館跡が遺存している。金立 ・久保泉地区

では中世遺跡の綱査が古代以前の遺跡に比してまだ進んでおらず、遺跡からその実態に迫るに

は資料が不足している。本遺跡の他には村徳永遺跡で平安時代後期から室町時代の歴敷地の一

部が調査されている程度である。木村遺跡は名主などの有力晨民吊によって遺された屋敷地と

考えられ、ほぼその全体像を把掘でさる貴重な例となった。
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III . 調査の 内 容

I. 遺跡の概要

本村遺跡は r佐買県遺跡地図（佐城地区）」では弥生時代 ・古墳時代 ・中世の遺物散布地と

されており、その範囲として東は神埼町大字尾崎との境まで、北は横落水路まで、西は本村集

落まで、南は県迫／卜城 ・北茂安線までのffj北約 Ikm、東西約400mの広大な面積が示されてい

る。更に四方は各々別の遺跡に接しており、北は弥生時代遺物散布地の新村遺跡、西は弥生時

代・古墳時代・中世遺物散布地の北宿遺跡、南は中世遺物散布地の野中遺跡、東は弥生時代～

中世遺物散布地の須原遺跡．弥生時代～中世集落跡の尾崎利田遺跡にほぽ問断な く連萩してい

る。このうち発掘調査が行われたのは格崎利田遺跡のみで （佐賀県教竹委H会 19so r届崎利

田遺跡」佐賀県文化財講査籟告書第55集）、他は主に跨査による所見に拠っていた。

発掘調査と周辺の確認講査の結果、遺跡の時期は古墳時代前期と平安時代後期から区町時代

の2時期の集洛を主体とし、遺構の遺存l:t水田中に島状に点在する高畑に1えば限られるこ とが

明らかになった。遺情検出面は黄褐色や褐色の砂質土でその,..部は黄褐色ないし育灰色の粘土

層である。遺構の塊土は黒色土・黒褐色土・暗褐色土を基本とし、僅かに検出された江戸時代

の遺構はこれよりやや明るい褐色士で、その繊j/1)は比較的容易であった。遺構検出面の上には

江戸時代の遺物を僅かに含む褐色土が0.7~1.Iml!)厚さで堆積しており 上部の0.2~0.3mが

耕作土である以外は分層できなかった。 高畑を離れると遺構検出面となる貿褐色～褐色砂質土

は存在せず、その下Mにあたる貨褐色ないし青灰色粘土層の直上に水mJ:li土と耕作土が乗ると

いう状況であった。各々の高畑は地元で屋敷跡と して伝えら れており、 1区は「ウ ーヤシキ

（大屋敷か？）」、 2区は「カミヤシキ（上屋敷か？）」と呼ばれている。また後述するよう

に、 1区では方影1こ巡る清1こよって区直iされた屋敷地の舷紆的な姿1こ現在の高畑の区昏がほぼ

対応していた。以上のことから本村遺跡では現在の高畑に盛土が行われた江戸時代のある峙期

まで、器町時代に放棄されたか廃絶した屋敷地が人々によって意識されており、その結果、屋

敷地の遺構が高畑として残るに至ったものと考えられる。 問題は高畑周辺の水田部に遺跡が存

在していたかどうかであるが、遺構検出面となる貿褐色～褐色砂質土が本来的に高畑部のみに

広がっていたとすると地形的にはかなり不自然である。少なくとも古墳時代の集落は現在の高

畑因辺にも広がっていて．その後の開田に際して削平されたとするのが素疸な解釈であろう。

調査の結果、 1区では古墳時代の集落と平安時代後期から室町時代の撹敷地.2区では平安

時代後期から器町時代の屋敷地、 7区では江戸時代の集落縁辺部の遺構群を検出した。

佐賀市教育委貝会の単独潟査区である 3-6区もJ• 2区と岡時期の平安時代後期から産町

時代の遺構・遺物が検出されている。また、 1977・1978年度に佐賀県教甘委貝会が綱査を行っ
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図4 本村遺跡騎査町位置図 (J
: 300o) 
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た尾鯰.f11m遠跡は先述のように本遺跡と指呼の距離にあり、遺跡の内容も1:1ぽ同じで、阿者l:t

一連の遺務と考えられる。

2. 1区の遺構と遺物

1区では古墳時代の竪穴住居2棟、井戸 l基、 土坑 7基、 7安時代後期から室町時代の掘立

柱姓物19棟、褐列3列、井戸39基、土坑45基以上、土坑墓2基、畑状遺構2箇所、方形周溝I

基、溝12条、江戸時代の沿4条、と小穴多数を検出した。

(1)方形区面溝

1区では幅1-Zm{J)溝によって画される区域が2OOi祈認められた。北側の区園を方形区酉

I. Tfl側の区圏を方形区画Dとし、各々を画する溝を方形区直溝I・Uと総称する。ほぼ方形

基詞のこれらの区圏溝は互いの一辺を約Smの間隔で拍えて接しており．方位角をほぼfnJじく

して南北に並んでいる。両者は重楼Lておらず、直接の新18関係は認められない。内部には揖！

立柱廷物・ 柵列• 井戸・土坑・溝・ 士坑墓や畑tJ)痕跡と考え られる小溝群・ 多数の小穴が存在

し、平安時代後期から座町時代の屋敷地であると考えられる。但し、これらの遺構の中には方

形区画溝と重複するものがあるが、それらは全て区画濤より古い関係にあることや、方形区國

溝内出士の遠物の上限より明らかに古い時期の遺構があることから、大さく言えば溝に囲まれ

ていない屈敷地から溝に囲まれた屋敷地への変遷という図式が認められる。また綱査区内では

陸偽や土塁等の構造は疎認できなかった。

方形区画溝I(図6・7)

方形区画溝 r は区画溝SDIOI• S0102・S0103・5D025から成る。方形区画の束辺とrt!

辺東半部がS0101、i!!i辺と南辺西半部がSDJOZ、市辺中央部の枝状部がSDJ03、北辺がS

0025という構成である。西北部は調査区外のため正確な全体像は不明であるが、南北長約50

m. 窯西長約40mのほぼ方形の区面である。溝の底面は北憫 (SD025)と束側 (S0101束辺）

が低く｀丙側 (SD102・S D103)と南憫 (SD101南辺）が窃い。SD JOI・SD 102・S DI 

03は交錆しているが、埋土の観烈からは新旧関係は研認できず、同時並存の可能性が高い。

SDIOJは上面幅.l.2-3.3m、深さ0.45-0.78mで、断面形は船底形ないし逆台形を示す。潔

の傾斜は内側が緩やかで外側が急である。埋土は自然堆積で、内側から土が流れ込んだ状況が

観察される0 遺物は土師沿椀・杯・小皿 ・鍋U類・鍋ID類・支詞・樗鉢．捏鉢・茶釜、黒色土

器A類蒻黒色土器B類椀、瓦袢椀 ・ほ鉢．捏鉢・火鉢・甕白磁椀IV類・椀v類・椀IX類・

lllllX類、龍泉窯系青磁婉I-2類・椀I-4類・椀1-5類｀同安窯系斉磁皿、褐釉隕器壺 ．

捏鉢、常滑焼甕、備前焼揺鉢、須烹怜捏鉢・売・播鉢、滑石製石鍋、滑石製品が出上Lた。

S 0102は上面幅0.9-2.lm、深さO.J3-0.30mで、断面形は船底形を示す。かなり削平を受
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1雌褐色紗質土
2.褐色紗費t
3.!W褐色紗質土
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L•G.Zm 

I. 睛褐色紗l'l.1
2.6W灰渇色砂費士
3. 暗褐色紗賃土
•.Ill! 灰色帖贅土

1.11111111色紗嘔士
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5貿灰色砂R上

三 い2ニ
図7 方形区固溝I土層図 (l: 40) 
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けており、特に酉傾において苔しい。遺物は土邸沿杯・小皿・鍋川類・償鉢．捏鉢、瓦諾蒻

白磁椀、龍泉窯系冑磁椀I-4類．常滑焼亮．須思群甕が出土した。

S 0103は上面紺0.3~0.7m.深さ0.03~0.17mで非常に浅い．遺物は土師沿杯 ・小皿 ・鍋m

類、瓦器椀、開泉窯系育磁椀 I-5b c類がいずれも,)ヽ 片で出土した。

S D025は.r.ilii幅2.7~3.lm、深さ0.55~0.67mで、断面形は逆台形を示す。 SDJOIに連な

るものと考えるがやや方向が扱れており、あるいはSDIOlとSD025の間の未講査区に控艇等

の構造が存在する可能性も考えられる。埋土は自然堆積であるがやや乱れがあり｀若干の流水

も考えられる。 SD!Olと同様に傾斜は内側が緩く、外側が急である。遺物は土師召錢m類 ・

支脚、瓦沿椀、白磁椀w類・皿IX類、褐釉悶荘壺、東播系須恵岱捏鉢．滑石製し鍋が出土した。

S D101出土遣物 （図8~11)

土師器 (1~17} 1~4は小皿 5~9は杯である。l~4は口径8.1~9.2cm. 諾窃I.I

~I.Scm、底径6.2~8.4cmで、いずれも底部糸切りである。5~7は口径12.9~13. 6L"Tll、特高

2.7~3.4cm、底径9.l~I0.4cmで、底部糸切りである。 8は復元口径15.2cm、特高2.6cm、復

元底径10.9cmで、底部糸切りである。 9は1,£部ヘラ切りの杯で況入の可能性が強い。復元口

径16.0cm、若高2.6cm、復元底径6.1cmである。 10-121よ蝸ll類である。 IOliO a煩、 121!0

b類、 11は縄文と押圧文が施文されており、過渡的な形態かと思われる。 13は断面隅丸方形の

支脚である。14~17は鍋ma類。

瓦笞 (18~22) JS· 191よ椀である• 18はやや厚手で、口縁部には重ね焼きによる帝状開斑

が見られる。19は料甦が渾く、ヘラミガキはT軍に施され、口樟部は歪である。 201サ雷鉢で、

慣目は 5条l単位であるが、使用による摩耗が箸しく底部近くに僅かに残るのみである。底部

外面には板状圧痕を留める。復元底径12.6cmである• 21は復元口径19.7cmの甕で、外iliiは正

格クタキ、内面は庶耗のため不明瞭であるがナデである。 22は火鉢の口緑部破片で、小片の

ため浅鉢形か深鉢形か不明である。口緑下に貼付突帝を巡らせ、その下に菊花か樟花の印刻文

を施している。滉入の可能性がある．

須恵舒 (23~3I) 23~26は売で、23-25は外面平行タタキ、内而ハケメ、 26は外面正格子

タクキ、内面は摩耗のため不甲瞭であるがハケメである。 25が硬質である以外はいずれも焼成

が悪い。ね・囚は瓦質に近く、 26は軟質で赤く焼けている。 27~30は東播系の捏体で、 27・30

は神出窯産、 28・291:1魚住窯産と思われる。 27は復元口径30.なm、28は復元n径27.5cmであ

る。31は産地不明の福鉢で焼成はやや思い．外ilii底部に板状圧痕を留める。

常滑焼 (32} 大亮の口緑部で端部を欠く。

億前焼 {33) 憤鉢の底部で、復元底径15.0cmである。 8条 1単位の揖日を持つが、使用

のため著しく摩耗している。焼成は良好であるが、色閤は脊灰色を呈している。

褐釉附器（訊~37) 34 -361:t壺、 371:t鉢である。 3'11~復元U径9.5cmで、口柑部は宝縁状
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をなす。35・36は同一飼体の壺で、焼成は非常に悪い。36は復元底径7.1Cmである• 37は内

面が使用のため著しく摩托してお り、捏鉢として使用されたものであろう。

青磁 (38~43) いずれも龍呆窯系の背磁椀である。38・39は T-2類で.38は復元底径6.0

cm. 39は復元底径6.4cmである。 40・4lliI -5 a類で、 41は復元底径5.6cmである0 42・43 

はT-5 b類で、 42は復元口径16.6cm、お高6.7cm、復元底径5.2cm、43は底径5.Jcmである。

白磁 (44~49) 44 · 45は椀IV召i•e. 44は復元底径7.1cm、45は底径7.4cmで内底部に目跡

らしさ5箇所の窪みがある。46は椀V類で、 1忍径5.7cmであるo47・48は椀IX類で、 47は復元

口径16.5cmである。 4911Jlll(X類で、底径5.8cmである。

滑石製石鍋 (50~51) 50は復元口径26.3cm(f)口粘部で、 B-3群ないし C-1群と考え

戸

ー
;s 

。
10 .. 

。
20al 

S7 

58 

図IZ SDJ02出土遺物実測図 (52-56は I: 3、57・58はJ: 4) 
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られる。51は煤の付着が顕表な底部で．復元底径25.0cmである。

S 0102出土遺物（図12)

土師倍 (52,53) 52は底部糸切りの小皿で、復元口径8.7cm、召話2.1cm、底径6.3cmであ

る。 5311鍋Illa類の口樟部である．

須患笞 (55・56) 551~ やや軟質の甍の口緑部で、復元口径27.1cmである。謂整はヨコナ

デで、図示でさなかったが外面の類部に近い部分に正格子クタキをナデ消した痕跡が観察され

る。56は硬質の売の胴部で．外面ククキ．内面ハケメである。 SD104出土の破片と同一個体

と考えられる。いずれも務地は不詳。

常滑焼 (57・58) 常滑焼の大亮で、 571が日部、 58は胴部の破片である。いずれも SD104 

出土の破片と接合した．部位も近いが色潤はかなり異なっており、別個体としておく。

背磁 (54) 龍泉窯系椀 l-4類の底部で、復元底径6.5cmである。

S 0025出土遺物（図13)

土師悩 (59) 断面が縞丸方形の支脚である。

瓦器 (60・61) いずれも椀の底部で、石台は斯面三角形を示す。

須恵器 (62) 東播系神出窯産の捏外で、 内面は使用のため庶耗が著 しい。

褐釉約格 (63) 大製の壺の口緑部である．

白磁 (64・65) 64は椀IV類.65はJllllX類である。

滑石製石鍋 (66) A-2群の口緑部である。
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図13 S0025出土遺物実測図 (1: 3) 
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方形区画溝D(図14・15)

力形ix:両溝llIiiヌ両沼SD104・S D112・S D117・S D118から成る。方影区檜］の北辺がS

D104、南辺がs0112、西辺がSDll7.東辺が$D118という情成である。屈曲部分がいずれ

も潤査区外にあるため正確な全体像は不1Jjであるが、南北尺約50-60m、東西尺が北辺で約60

m、南辺で約30mの台形状を成すものと推定される。底面は芯干の高低差はあるものの一定の

方向性はなく ．北辺 (S0104) ・束辺 ($0118)・ 西辺 (SDll7)のいずれも顕若な追い

はない。但L南辺 (SD!12)の底面のみは明らかに束から西に向かって低くなっている

S 0104は上面福J.2-2.3m.深さ0.37~0.?0mで、断面形は逆台形を示す。傾斜は方形区面

沿1と同様に外側が急で内側が緩やかである。遺物は土面憐椀 ．杯・小皿 ・編n類・縞m類・

支脚 ・償鉢．捏鉢・茶釜、黒色土舒B類椀、瓦格婉．捏鉢 ・茶釜、白磁椀n頬．椀IV類，皿IX

類、龍呆窯系資磁椀1-2類・ 椀 I-4頬．椀1-5 a頬．椀l-5 b類・椀1-5 C類・椀

m類 ・釘文帯蓮弁文椀、同安黙系背磁椀、褐釉陶沿滋、常沿焼史・捏外、束播系須患沿捏鉢．

甕.lfi恵器甕．滑石製石鍋が出土した。

S 0112は上面輯J.4~2.6m.深さ0.25~0.63mで．断面は緩やかな台形を示す。傾斜は外僻

の上部がやや急で、隅.I:の堆積は内側から流れ込んだような状況を示している。遺物は土師怪

杯・小llll• 鍋n類．鍋m類・憤鉢、瓦料椀．鉢、龍泉窯系脊磁椀T類、常滑焼烹、東播系須恵

若捏鉢が出土した。

S D117は上面幅0.7~. , さ0.18-0.59mで．断面形は緩やかな逆台形である。傾斜は

外1111がやや急で．内闊が緩やかである。遺物li:I・.暉蒜杯 ・小皿 ・鍋m類．瓦粒椀 ・l雷鉢.I臼磁

壺.H泉窯系胃磁椀 ・皿．常滑焼甕が出土Lた。

SDll8は卜面幅l.l~l.6m、深さ0.30~0.53mで断ilii形は逆台形を示す。傾斜はやはり外側

が急で内側が緩やかである。遺物は土師特杯，,J、DI!・ 銹m類、瓦器椀 ．捏鉢、白磁椀、常沿焼

炎、東楢系須恵沿捏井、須恵笞壺が出土 した。

S 0104出土遺物 （図16~21)

土師器 (67-85) 67-69は底部糸切りの小皿で．復元口径8.6~8.9cm、沿店l.2-l.6cm、

復元底怪6.8~7釦 mで、 69の復元伯はやや不硝実である。70・71は鍋aa類、 72~76は鍋nb 

類、 77~82は鍋ma類、 83は鍋mb類である．糾は小片のため確実ではないが茶釜の鍔部と考

えられる。85は5条 1単位の襦目を持つ摺鉢で、復元口径28.4cmである。

瓦料 (86) 861土捏鉢の底部としたが、償鉢の可能性もある。

須恵u(87~101) 87~93は東播系の捏鉢、 94は束播系の亮で、いずれも魚住窯産と考え

られる• 871: 復元口径27.6cm、88は復元口径26.9cm.92は底径8.8cm、931よ底裕10.8cmであ

る。95-101は在地系かと思われる殺地不明の亮である。95はやや軟質で、復元口径30.2cmで

ある。外面iF.格子タクキ、頸部ナデ梢しで、内而は舒面剥落のため不明瞭であるがナデと思わ
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れる。96~100はSD L02出土の56と併せてl司 ••個体である。 硬質で外面iE格子タタキ｀内面ハ

ケメである。 101は別個体の底部破片である。 硬門で、調登は外而正格子タタキ後ナデi~f I... 

内面ハケメである。

常滑焼 (102~105) 常沿焼の大甕で. 102は口緑部、 105は底部、 103・ 104は押印文をもつ

日部破片である• 105は内面に自然釉がかかり、復元底径16.8cmである。

沿石製石繕 (106・107) いずれも B群である。 106は復元口径26.6cmでB-1群か。107は

ミ
9S 

” 

O• ,9 .. 

図18 SD!04出土遺物実測図 3 (I : 3) 
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復元口径22.ScmでB-2詐か。

白磁 (108-113) 108-110は椀IV類で、108は復元口径16.2cm、110は復元底径7.3cmであ

ふ 111~113は皿IX類で、 Illは復元口径10.7cm、岱窃2.9cm、復元底往5.9cm、

径11.4cm.113は復元口径10.4cm.谷;i:;;1.9cm.復元底径7.6cmである。

112は復元n

冑祖 (114-142) 114は1司安窯系椀で、復元口径17.0cm.器窃7.1cm.底径5.3cmである。

115~119は内面に劃花文を施す龍泉窯系椀 I-4類で,115は復元口径16.7cm、117は底径6.0c

m、1181む底径5.釦m、 1 19は底径6.3cmである• 120~1231よ龍只窯系椀 r-2類で、 120は復元

底径5.2cm、121は9紺径5.7cm、122は底径6.1cm、12:lは1汲径5.8cmである。 124~1361よ縞亮弁

文をもつ龍呆窯系椀 1-Sbc頷で、 124は復元口径16.3cm、特高6.3cm、版径5.5cm、125は

復元口径16.2cm、沿高G.4cm、復元底径5.7cm、126は復元n径17.4cm、127は復元口径16.4cm、

131は底径5.lcm. 132は復元底径4.9cm.133は底径5.2~m、 134は底径5.2cm 、 135は底径5.2cm、

J祁は復元底径5.4cmである。127はSEl34出土の破片と、 136はSD101出士の破片と各々接

合した。137~139は無鏑運弁文の龍泉窯系椀 f-5 a類で、 137は復元口径15.2crn、138は復

元口径15.5cm、139は底径5.8cmである。 137は2次的な火熱を被っている。 140は柏m類と考

えられる胴部破片である。 141は首文帝蓮弁文椀で、釉が厚く文様が不絆明なため推測を交え

てやや復元的に図示した。内面にも花文が施されているが、 これについては図化でさなかった。

142は龍泉窯系と思われる椀であるが．やや特異な資料である。瞑い不透明な釉が右台内の途
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いる。底径5.9cmである。 140-142はいずれも 1点づつの資料であり．特に141・142は砒入の

疑いが残るが、あるいは区画溝の下限を示唆するものであるかも しれない。

S D112出土遺物 （図22)

土師岱 (145・147) 』45は鍋ma腐i、147は断面屈丸方形の支脚である。

須恵沿 (146)

められる。

146は東播系魚住窯産の捏鉢である．焼成はやや悪く、重ね焼きの痕跡が懃

滑石製石鍋 (143・144) いずれも B群である。 143は復元口径30.0cmで鍔部の上位に穿孔

があり．割れ面は萬加工のミガキが施されている。 144は復元口径30.6cmで．内面はケズリ痕

を顕著に留め、石質はやや租質である。

S 0117出土遺物 （図23)

土師沿 (148) 148は鍋ma類で．復元口径30.6cmである。

常滑焼 (152)

青磁 (149・150)

152は常滑焼の大甕で｀復元口径41.8cmである。

いずれも龍泉窯系である。 149は椀 T類で、底径6.5cm、150はJIIlで、復

元底径3.4cmである。

白磁 (151) 151は壺の胴部破片で、最大胴部径17.なmである•- 水注の可能性もある。

~ 
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図ね SDJJ7IH土逍物尖測図 (148~151はI: 3、152は I: 4} 
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:プ図2" SD118出土遺物実測図 (I: 3) 

S D118出土遺物 （図24)

瓦器 (153・154) 153は椀で、口縁部が僅かに短く外反する。1541よ捏鉢で．紙耗が吝しく

鴻笠などは不明であるが揉鉢の可能性もある。

。
!Oco 

須恵若 (155・ 156) 1551よ凍播系魚住窯産の捏鉢で、焼成はやや悪い。156は壺のIi!部で、

外面には薄く自然釉がかか り、 外底にl•I心IIJのタクキが認められる。このよう な外li.E部の講梵

痕IJ周辺地燎を含めて 9 世紀代の壺1こ特徴的に見られることから、視入の·•r能性が強い。なお、

生産烹の 1つは熊本県北部で確認されている（熊本県教育委月会 1980 「荒屈古燕跡群」

「牛産遺跡碁本製査報告...,.n J熊本県文化財満査柑告第48菜 pp.48~78). 
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(2) 掘立柱健物・ 欄列

J区では隅査区全体に,1ヽ 穴多数が分布していたが、現地での検討の結果、 19棟の掲立柱追物

と槽列 2列を確認し、笠理段階での検討によって更に 1列の構列を確認した。それらは全体に

散在するのではなく、いくつかの群に分けることができる。これらの全てが方形区両に伴う訳

ではないが、説明の便宜上、方形区画Iの範囲にあるものを 1群．方形区阿nの範囲にあるも

のを 0群とし、 I群のうち北蘭の掘立柱建物 1棟 (SB024)をTa詳、 ltl側の撮立柱廷物 2

棟 {SB150・S B151)をTb群. D群のうち北東側の掲立柱廷物 3棟 (SB155・S 8156・ 

S B052)をDa群．北西1ll1の掘立柱建物 3棟 (SB152・S B153・S B154)と橋列 2列 (S

A050・S A05J)をflb詳、 1印東側の据立柱逹物4棟 (SB158・S 8159・S B020・S B040) 

を0C群、南西側の掲立柱達物 2棟 (SB157・S B021)と柵ダIJI列 (SA055)をDd群．

南側の揺立柱述物 3棟 (SB022・S B023・S B049)をDe群. Dc・Dd・De群の中間

に位置する掘立柱建物 1棟 (SB041)をDf群．とする。以下、この群別に従って説明して

いくが、 柱穴は官街的遺跡の佳物にみるような整然とした配列は示しておらず、実際には平面

形の歪んだ廷物も多かったと思われる。但し、各建物の関係を理州しやすくするため、棟方向

I 7 : 
I 
ヽ

---、~—..,/,
r--.-J 

◎ c 

゜
,.. I., 0 p/J 

/), r 
ー-¥,' l / ~r. 

＇ 
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図25 SB024実渭図 (I: 60) 
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の比定にあたっては熊理の生じない範囲で尺軸と短軸が直交する形に復元Lた。また柱間は心々

距隧を採り、図中に計渕値と起点を示した。建物それぞれの柱穴は、北側を上と Lて繕物の北

西角を起点に PA、

I a群

S 8024 (図25)

PB、PC、.......…の要慎でアル7ァペット順に名称を付した。

方形区圃 Iの北端部に位置する建物である。1t)辺にはこれ以外に掘立柱遠物は存在せず、

樟のみであるが、西側の未餌査区に紐物群がある可能性は煉い。方形区圏Iの北辺に相当する

S DOおに接する。北側が削平を受けているため全体の規模は明らかでないが、梁行 2間 (4,J

4ml、桁行3間以上 (3.40m以上）のltl北棟と思われる。梁行柱間は2.02~2.!Zm、桁行柱間

は1.14~1以 mである。柱穴掲方は径0.2~0.4mのほぼ円形で、 2段掲りをなすものも ある．

t軸は南北棟としてNl6°<fWである。追物は出土しなかった。

Tb群

S 8150 (図26)

方形区画 I の1♦1側部に位置する建物である • SB』SJと2棟で J詳をなす。梁行 2間 (3.48 
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m)、桁行 3間 (5.34m)の東西棟で、梁行柱間J.64-l.訊m、桁行柱間l.71-J.9Jmである。

柱穴掲方は径0.2-0.3mのほぼ円形を呈している。主軸はN73°3(1Eで、床面積はJ8.6ufを漏

る。南東角がSB151の北西角と重複するが、柱穴の直接的な新18関係は認められない。 遺物

は出土しなかった。

S BISI (図27)

方形区画 Iの南1l11部に位置する達物である。梁行2間 (3.94m)、桁行3間 (5.28m) の東

西棟で、梁行柱間l.92~2.02m、桁行柱間I.邸-l.86mである。柱穴掘方は径0.2-0.4mのはほ

円形を呈している。主輪はNn• <f Eで、床面積1:120.Smを測る。西北角がSBl50の東南角

と重複する。遺物は出土しなかった。
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図29 S8156実測図 (l: 60) 

方形区幽nの北東部に位置する建物である。染行 2間 (4.糾m)、桁行3llll (8.02m)の東

西棟で、梁行柱間2.12~2.52m、桁行-t:El!ll2.56~ 2.somである。柱穴掲力は径0.3~0.Smのはば

円形を呈している． 主軸は Ns1• o・Eで床面積は37.2nlを渭る。SB052・S 8156・S R 164 

と重社する。SRl糾より新しいが、 SB052・S B156との面接的な新旧隣係は不明である。

遺物は土師沿杯・小llil.・ 鍋U頬胴部片、沿石製石鍋が出土した。

S B155出土遺物 （図30)

土師路 (157) 底部糸切りの1/、Jillで、復元口径9.3cm、料高1.1cm、復元底径7.2cmである．

PH出土。

沿石製石鍋 (158) B群の口ll部で、石材はやや料質である。POUi土。

S B156 (図29)

方形区iliillの北東部に位置する廷物である。梁行 lllll、桁行 21111 (3.64 rn) 1/)衷西棟で、梁

行柱間2.40m、桁行柱問l.76~1.88mである。柱穴掘方は径0.2-0.3mのはほr1形を呈してい

ふ 主紬はN77"3<1 Eで床面積li8.7nlを割る。SB155と煎根するが、直接的な新旧関係はな

い。遣物は瓦岱椀底部片が出土した。
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S B156出土遺物 （図30)

瓦器 (159)

S B052 (図31)

椀の1/.E部で．復元底径7.4cmである。 PA出土．

方形区町の北東部に位置する追物である。梁行 II臥桁行2間 (3.S6m)の東西棟で、梁

行柱問2.26m、桁行往間1.76-1節 mである。柱穴掘方は径0.2mのはほl'l形を呈する。主軸は

N73'rt£ で床面積は8.0rrlを測る. SB 155 1 ! 
吟 ti 甘

と爪複するが、匝接的な新IA関係はない。

遺物は出土しなかった．

Db群

S 8152 (図32)

方形区oon 11)北西に位置する建物である。

災行 l問、桁行 2間の東西棟で、北辺がやや

fi,tしており、梁行Z.35m・2.58m、桁行3.62

m・3.63m (桁行柱間1.78~1糾 m)である。

柱穴掘方は0.3~0.5mとやや大さく．はぽ円

形を呈する。主軸はN81'。'E-r床面積は8.9

dを測る．遺物は土的岱杯ないし小皿 ・鍋小

片、瓦岱捏鉢が出土した。

S B152出土遺物 （図35) 叫◎
瓦沿 (!60~162) 160は椀の口縁部で、

内外面にヘラミガキをおす。161・ 162は捏鉢

で 162は片口を持つ。いずれも PD出土．

S B154 (図33)

方形区i!iiaの北西に位置する建物である。

梁行2間 (4.20ml、桁行4間 (8.30m)で、

梁行柱間2.08~2.IZm、桁行柱間 1.70-2.70

mである。柱穴掘方は径0.3~0.5mのほぼ円

形を呈する。主輸はN77"3'1 Eで床面梢1134.

，dを測る。 SK004・S KOOSと重複するが、

新旧関係は不明である。遺物は:I:師器小皿 ・

杯、瓦器椀・土師器鍋小）すが出土した。
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S B154出士遺物 （図35)

土閾沿 (163~165) いずれも底部糸切り
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図35 S8152・S8154・SA050・SBI芯出土迅物実測図 (I: 3) 

の小IJJlで、 ,_,径8.8cm、笞高l.7-l.8cm、底径7.2-7.釦mである• 16:lはPC、1臼1よPD、16

5はPMからそれぞれ出土した．

瓦科 (166) 椀の17樟部で、内面ヘラミガキ、外面はJff;.耗のため不明煎であるがヨコナデ

か。PD出土。

S 8153 (図36)

方形区両Dの北西に位戦する建物である．梁行 2IIIJ (3.63m)、Iii行 3llll (5.52m)で、梁

行柱間l.76~1.87m、桁行柱間l.40-2.22mである。柱穴湿方は径0.3~0.Sml1lはIllて！形を呈す

る。主輪は N74• ff Eで1和而禎は20.0nlを測る.SE 193と政複するが、新l日閲係は不明であ

る。北側に接する SA050はこの建物の主袖に合致しており、同時期の逍構とサえられる。迅

物は東播系須恵苔捏外が 1閾体出土した。

S8153出土遺物 （図お）

須恵鉗 (169) 束播系の/¥.鉢で．魚仕窯所と息われる。底径8.7cmである。P-E出土．

S A050 (図36)

S B153の北辺に並行する京内方や）の槽列である。4Ill}分の柵列で、京側の 1間は北に開く 。

柱間はl.76~1.98mである。柱穴掘方は径0.2~0.SmではI?円形を呈している。主軸は N 74•
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o・ 萩 SB153に伴う沿情と考えられる．遺物は完形の土師料杯と土師若絹 ID類の小片が出土

した．

S A050出土遺物 （図35)

土師路 (167・168) 167は底部糸切りの,jヽ皿である。完形品で．口径9.2cm.沿茄2.2cm.

底径5.7cmである。PC出 I:。l68は為m類の底部破片で、内外面に細かいハケメを施す。

出土．
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SAOSI (図34)

S B154東辺のIり側延長上に位置する南北方向の柵列である。4問分の横列で、柱間は1.82

-2.39m である。柱穴掘方は径0.2~0.3mのほば円形を呈する。主軸はN10• 35 Wで、 S£194・

S£195・S£197・S£198の井戸群の東側を遮るように走I). S B154に伴う可能性が強い。

潰物は出土しなかった。

0 C群

S8158 (図37)

方形区囮 Ilの附束部に位置する迂物である。梁行21111(3.74m)、桁行3間 (5.67m)の南

北棟で、渠行柱間l.82-J.92m、桁行柱問L.82~2.00mである。柱穴視方は径0.3~0.4mのほぼ

円形を呈する。主軸はNが 311Wで床面積は21.2alを測る。北側に SB020が、西側に SB040 

が、南側に SB159がそれぞれ接しているが．箕複はしていない。遺物は出土Lなかった。

S 8159 (図38)

方形区画Iの南京部に位置する建物である。梁行2間 (3.14m)• 桁行 2間 (4.44m)の南

北棟で、梁行柱間l.44~1.70m、桁行柱間2.22mである。柱穴揺方は径0.2~0.3mのほぼ円形
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図38 S8159実測図 (l: 60) 
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を呈する。主軸はN17'(f Wで床面積は13.9nfを測る。北側にSBl58が接しており、東市を

$D118が走っている。遺物は出土しなかった。

S B020 (図39)

方形区酌0IT)Jll東部に位置する建物である。梁行2間 (3.34ml、桁行 3間 (6.26mlで、

梁行柱間l.63~1.71m、桁行柱問J.98~2.24mである。柱穴掘方は径0.3-0.4mのほぼ円形を呈

する。主軸liNll"3CfWで床面積l:t20.9nfを測る。土師格杯ないし小皿の小片が出土した。
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図40 SB040実測図 (I: 60) 

S 8040 (図40)

方形区画 0の市東部に位置する廷物である．戻行 1間、桁行21!11(4.41m)の南北樟で、梁

行柱間3.30m、桁行柱間l.95~2.46mである。柱穴掲方は径0.2-0.3mのほぼ円形を呈する。

主軸はNが<fw・r床面積は14.6nlを湖る。北束に SB020が、東にS8158が接している。遺

物は出十:Lなかった。

TI d群

S B157 (図41)

方形区酉J]の市西部に位匠する建物である。東側が削平を受けているため全体の規模は明ら

かでないが、梁行2問 (3.68m)、桁行 3問以上 (4.28m以上）の東西棟になると思われる．

梁行柱間l.76~1.92m、桁行柱間l.90~2.25mである。柱穴掲方は径0.2~0.3mのほば円形を呈

する。主輪はN1s・3<1i,-r. 宵北棟とみると Nl9゚泌 Wである.S E008より新しい。遺物は

龍泉窯系育磁椀 T-2類片、 土面器椀片．瓦岱椀片が出土した。

SB 157出土遺物（図42)

瓦諾 (170・171)

育磁 (J72)

いずれも椀の底部で、 170はPG、171はPOから出土した。

傾泉窯系椀r-2類の底部近くの破片である。PD出上．

ー れ一
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図42 SB157出土遺物実測図 (I: 3) 

S B021 (図43)

方形区画nの南西部に位置する廷物である。北辺とTl!辺が主輪からやや西に仮れており、梁

行 IJBJ, llHr2 間 (4.44m·4.56ml の rll北棟で、梁行柱問3.17m • 3.18m、桁行柱間2.12~2.

32mである。柱穴掲方は0.2-0.3mのほぱ円形を呈する。 S.8157の南西方に主軸をほぼ直交

して位はしている。主軸はNIが (fWで床面積1114.2rrlを測る．遺物は出土しなかった。

S A055 (図44)

S 8157の西辺延仕上でS8021の棗1111に平行して走る褐列である。現地での確認はでさてい

なかったが．その後の検討で明らかになったものである。3JIil分の褐列で、柱間は1.64-1.84 

mである。柱穴掘方は径0.3-0.4mのはl!fll形を呈する．主紬はNM03CfWで、方向と位置関
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図44 SA055実祖9図 (1: 60) 

係からSB157・S B021と一連の構造物と考えられる。遺物は出土しなかった。

ll e群

S B049 (図45)

方形区画0の南部に位置する建物で、本遺跡中で最も規模が大きい。現地での帽訟段階では

梁行 1間、桁行2間のIり北棟と捉えていたが、その後の検討で梁行2間 (4.54ml • 桁行4間

(8.50m〉の東西棟であるこ とが判明した。梁行柱lll)2.10-2.44 m、桁行柱間l.77-2.54mであ

る。柱穴掘方は径0.2-0.6mのほぼ円形を呈する。主軸はNao・IiEで床面積は38.6rrlを測る。
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遺物は出土しなかった。

S B022 (図46)

方形区画aのT+f部に位醗する追物である。染行 1間、桁行 2間 (3.37mlの東西棟で、梁行

柱flll2.60m.桁行柱間J.43m~l.94mである。柱穴揺方は径0.2-0.3mのほぼ円形を呈する．主

輪はN81O'Eで床面積は8.Srdを測る．遺物は出土しなかった。

S 8023 (図47)

方形区画 0の附部に位置する建物である。梁行 l間、桁行 2間 (3.18mlの京西棟で、梁行

柱間1.42m、桁行柱lllli.46-L72mである。柱穴掘方は径0.2-0.3mのはぼ円形を呈する。主

柏はN83'rfEl渭嘩i積は4.Sniを測る。遺物は出土しなかった。

D f群

S B041 (図48)

方形区OOrti半部のほぼ中央に位置するm物である。簗行 111ll、桁行 2llll (3.84rn・4.18m) 

の南北棟でm辺がやや扱れる。梁行柱間2.40m・2.41m、桁行柱間l.82~2.26mである。柱穴

掘方は径0.2-0.3mのは1:円形を呈する。主輪はN4. •rr~、他の紐物と比較して著 しく扱

れている。床面積は9.7niを祖る。迫物は出土しなかった．
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(3)井戸

1 区では~2基の井戸が検出された。このうら古墳時代のS El77と時期不詳のS£030・S£0

31 を除く 39基を、位置・形態•他遺構との重複関係・出土遺物・埋土の状況等によって、平安時代か

ら室町時代のものと判断した。全て紫掘りの井戸で．井戸枠を持つものはない．調査時には径

約 lm以上で平面形が円形基調．断面形が深いか二段掘り状の土坑で、湧水するものを井戸と

していた¢しかし、湧水については降町量などの条件にも左右されることから、漏査区内での湧

水屑がほぱ同じであるという仮定に基づき、 上記の形懇の土坑で底面の標高が5.8m以下のも

のを井戸として報告する。但し、澗査区内にあっても微妙な地形の起伏によって湧水点の深さ

が異なる ことも当然考えられ、紫掘り井戸の認定に関しては今後の検討課題とすぺさであろう。

井戸は 1-4基の巣位で分布しており、掘立柱建物の群別に準じて方形区画I周辺のものを 1

群．方形区圃U周辺のものを D群とし．各々 Ia絆 (SEl20・S EIZI・S El訟 ・S£123)、

Tb群 (SE124・SE 144) • T c群 (SEl28・S£131)、td群 (SEl27・S E135)、

I e詳 (S£136・SE137)、 If群 (SE139・S E 140) 、 IT • 群 (SE184)、Ub詳

(SEJ34・S£174・SE190)、nc群 (S£192・SE193)、nd群 (S8194・S£195・ 

S£197・S£198)、ne群 〈S£006・S£007)、Df詳 (SE008)、Og群 (SEl89)、

ll h群 (SEOOI・S£003)、ui群 (SEOOZ)• U i群 (S£019)、Uk群 (S£009)、

IT£ 群 (SEOJO. s EOJJ) . nm群 (SEOl2・S£014・S EOIS・S E016)とする。

T a群

SE 120 (図49)

長径0.92m、短径0.72m、深さ0.74mで、底面の標高l:t5.7Jmである。平面形は不堕楕円形で、

底面がやや広く、壁は迫り出 し気味に立ら上がる。遺物は土師袢椀・小皿・杯、黒色土笞A類

椀．瓦岱椀が出土した。

SE 1勾出土遺物 （図印）

瓦料 (173-175) いずれも碗で、内外面ヘ ラミガキを施す。174は高台内にさらに11i状の怪

帝が巡り 二謡高台状をなす．

土師器 (176) 底部糸切りで．口絵下に鍔状の突帯が巡る。料植Ii不明であるが、その形状

からすると石鍋か羽釜の模造品か。

SE 121 (図49)

長径1.21m.短径1.03m.深さ 1.13mで．底面の標店は5.45mである。平面形は不整楕fl1形で．

底面はやや起伏があり、壁は東爛がやや迫り出 L.西1)1111よ緩く 立ち上がる。遺物は土師柑椀 ・

小皿・杯 ・鍋 I類 ・鍋m類、開色土苔A類椀、 凩色土骰B類椀、瓦料椀 ・小皿、東播系須恵岱

模倣の瓦静捏鉢、束措系須恵特捏鉢・甕、白磁椀IV類、皿仄類、龍泉窯系青磁椀 I-Sb類、

褐釉陶料壺が出土した。 出土這物には不追絞の新旧二柑が認め られるこ とから、古い時期の井
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図SO SE120出土遺物実潤図 (I: 3) 

戸に別の遺構が黛複Lている可能性が催い。

SE 121出土遺物 （図51)

土師岩 (177-182) 177-179は小皿、 180は杯でいずれも底節糸切りである。181は椀で、

外面口樟部から体部上半は回転ヘラミガキを施す。高台は低く 断面がやや丸みを帝びた逆台形

を示す。182は鍋Illa類である。

瓦器 (183-1部） 183・ 1841: 椀、 185は小皿である。 1851;1底部へ9切り で、全体の形態Iょ

土師料小皿に近い。 186は束播系須恵笞を撲倣 したと思われる捏鉢である。外面黒灰色、内面

← ~ ― ;"c 

~ ＝ ~ 179 ~ 

コ璽

瓢 1J ， 

182 

184 

O・ I知 □□ 三〗,.
図51 SEl21出土遺物実測図 (I: 3) 
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灰白色で重ね焼きの痕跡と考えられる．

褐釉掬科 (187) 口樟部が直行する熊類の壺で、復元口径12.沈mである。

SE122 (図49)

長径1.20m、短往0.84m、深さ0.78mで、底面の標窃は5.80m である-~面形は不整楕円形で

隈はやや緩く 立ち上がる。遺物は土師器小皿 ・杯．瓦器椀．白磁椀llill'i,届l安窯系青磁椀、渚

石裂石錆が出土した。

s e 122出土遺物（図52)

滑石製石鍬 (188) A-2群で、把千を除いた復元口径27.4cmである。

土節料 (189) 完形の底部糸切りの杯で、口径15.7cm、牡高3.5cm、底径11.4cmである。

瓦科 (190) 完形の椀で、体部上位に稜を持ち、 体部下半は丸みが強い。

白磁 (191) 椀II類で．内底部は釉を環状にかさ取っている。口径15.3cm.器高5.7cm.

底径6.6cmである。

SE 123 (図49)

R径0.9Sm、短径0.73m、深さ 1.04mで、 1汲面の襟高I:tS.52mである。平而形は不整楕円形で、

aは垂直に近く立ち上がる。這物は土師料,J、llll・杯・支胸、黒色土若A類椀、瓦若椀・小皿、

白磁椀lV類、沿,1;j製b・鍋が出土した。

SE 123出土遺物 （図53)

土師器 (192) 底部ヘ ラ切りの小皿で、口径8.5cm、器席l.Ocm、底径6.8cmである。

瓦岩 (193・ 194) 193は底部糸切りの小llD、1941:t椀である。194は体部が丸みを帝び、ヘ

188 

190 

o
t
 

',°"" 
図52 SEJ22出土遺物突測図 (I: 3) 
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図53 SE123出士遺物実濶図 (1: 3) 

ラミガキはT寧1こ総される。

0 IOm 

白磁 (195・ 196) いずれも椀JV類であるが、浜地・釉調に微妙な遠いがあり、ここでは別

個体としておく。 196は底径7.2cmである。

I b群

SE 124 (図49)

長径1.27m、短径0.88m、深さ0.94mで、底面の標話は5.61mである。平面形は不整楕Pl形で、

壁は東側がやや緩やかに立ち上がる。遺物は土師召椀・小皿・杯、黒色土召A頬椀、黒色土苔

B類椀、瓦苔祝・ 小皿、白磁椀N類が出土した。

SE 124出土遺物 （図54)

土師店 (197) 底部ヘラ切りの杯で．復元底径9.Gcmである．

瓦器 (198・199) 198は小皿、 199は椀で、いずれも底部ヘラ切りである。199は器高が低

＜｀体部が大きく間＜若形である。

SE 144 (図49)

長径2.02m、短径1.63m、深さ1.14mで、底面の憬高は5.45mである。平面形は不整円形で、

断面形は緩い二段掘りの漏斗形を示す。遺物は土師紐J、fill・杯、黒色土器A類椀、瓦沿椀、東

播系須恵笞捏鉢、白磁椀1X類、岡安窯系青磁碗．褐釉困器茶入が出土した。

SE 144出土遺物 （図55)

土師岱 (200~204) 全て底部糸切りである。200・201は小fi11で、復元口径8.8~9.0cm、岩

高J.5~1.7cm、復元底径6.4~7.4cmである• 202-2041:t杯で、 U径12.5cm、料高3.4~3.9cm、

底径7.5~9.0cmである。

褐釉陶岩 (205) 茶入の日部と思われ、笞壁は非常に藩く、外面に褐色の釉が藩くかかる。

197 

て逗匡萎之，8 0 ” 図54 SE124出土遺物実測図 (l: 3) 
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図55 SE144出土遺物実測図 (1: 3) 

[ C群

SE 128 (図56)

長径1.39m、短径1.34mで、i勇水のため完民でさなかった。平面形は円形で．壁が垂直に近

く立ら上がる二段掘り である。遺物は土師沿,1ヽllll・ 杯 ・鍋ll類・ 支詞．瓦料椀、東播系須思器

205 

捏鉢、滑石製石鍋が出土した。

SE 128出土遺物 （図57)

滑石製石鍋 (206) B群で、復元口径38.4cmである。B-3群か。

瓦得 (207)

須烹苔 (208)

高台の低い禎で、体部外面は回転ヘラミガキ潤整である。

東播系の捏鉢で、魚住窯産と思われる。

SE 131 (図56)

西半分が讀査区外のため詳細は明らかでないが、径2.!0mのやや不整な円形と思われる。ニ

段掘りで、深さ0.85m以上であるが湧水のため完掘でき なかった。壁1よ垂直に近く立ら上がる。

遺物は土師岩小nn• 杯・鍋n類、黒色土特A類椀、瓦料椀、東播系須恵岱鵞 白磁椀u類、紺泉

L 

A
 _j 

SE131 

一

~ 

...J 

L•6.2m 

一。
~

2m 

図56 SEJ28・SE131実測図 (J: 40) 
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図57 SE!28・SE131出土退物実禰9図 (I: 3) 

窯系青磁椀 I-2類 ・T-5 a類｀阿安惣系青磁椀・1!11、褐釉淘特壺が出土した。

SE 131出土遺物（図57)

白磁 (209) 椀11類の口籍祁破片である。

褐釉淘若 (210) 壺の底部で、復元底径6.0cmである。

Id群

SE 127 (図59)

尺径1.45m、短径1.20m.深さ1.24mで、底面の標高は5.31mである。平而形は不整楕円形で．

壁は僅かに開さながら立ち上がる．遺物は瓦苔椀片が出土 したのみである。

SE 135 

長径1.84m、短径1.20m、深さ1.14mで、底面の標高は5.29mである。平面形は不整楕円形を

示す。S0101と歎復するが、新旧関係は確認でさなかった。造物は土師岱鍋田類の口緑邸破片が

出：l:Lたのみである。

I e群

SE 136 (図58)

長径3.68m、短径2.63mの木遺跡でも っと も規桟の大きな井戸である。湧水のため光掲でき

なかった。平ilii形は不整楕円形で、断面は上部が大きく開く 一．段視 りである。SEJ37と重複し

ており、本井戸の方が古い。遺物は白磁皿1X頚が出土した。

SE137(図59)

長径0.98m、短径0.92m、深さI.OOmで、底面の揉高はS.SSmである。平面形はやや不整な円

形で、壁は垂直に近く 立ち上がる．遺物は出土しなかった。SE136と重複してお り．本井戸の

はうが新しい。

ー おー
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I f群

SE 139 (図60)

SE136実測図 (I: 40) 

長径1.40m、知径1.30m、深さ0.88mで、底而の襟Jlljは5.47mである。平而形は不整円形で、

西側の壁が垂直で東1ll1の璧が緩やかな二段掘りである。遺物は土師吾鍋I類、瓦料椀、龍呆窯

系冑磁椀I-4類が出土した。

SE 140 (図60)

長径0.87m、短径0.86皿深さ 1.00mで、底面の標石は5.糾mである。平面形はやや不整な

円形で、壁は垂直に近く 立ち上がる。遺物は出士しなかった。
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図60 SE139・SE140実測図 (l: 40) 

n a群

SE 184 (図61)

長径1.54m、短径1.42mで、湧水のため完褐でさなかった。平面形は;;i,整円形で、断面形は

二段掘りをなすものと思われる。遺物は土師沿小Jl!l・ 杯、白磁椀片．滑石製品が出土した。

SE 184出土遺物 （図62)

土師器 (2JJ~214) 211・212は底邪糸切りの,1、IIl1で、口径9.1~9.Bcm、笞高l.l~ 1.4cm、

底径7.0-7.4cm、213は底部ヘラ切りの小皿で、復元U径9.5cm、笞高J.3cm、底径6.3cmであ

る。214は底部ヘラ切りの杯で、復元口径l6.0cm、若高4.3cm、復元底径9.5cmである。
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図62 SE! 訊出土遺物災複IJlllJ(I : 3) 

沿石製品 (215) 厚い円盤状の滑石製品で、周緑郡を面取り加工し．一面には2問所の窪み

を穿っている。

Db群

SE 134・SE 174 (図61)

並列する 2基の井戸で、綱査時の所見では新旧関係は不明であった。いずれも下部は璧が垂直

で、湧水のため完掲できなかっ た。 上部の平面形は長径2.SOm、短径2.J8mの不整楕円形を呈

し、SEJ34は長径l.J8m、短径0.9Smの格円形、 SEJ74は長径0.92m、短径0.83mの不整Pl形

である。遺物は SEJ34から土師丑椀．杯 ・小皿 ・鍋D類 ・鍋m頷 ・捏鉢．瓦若椀 ．捏鉢．束

播系須恵器捏鉢．常滑焼甕、龍泉窯系責磁椀 1-Sbc類・杯IV類 ・稜花皿、同安窯系青磁皿、

滑石製石鍋が. S El74から土師料椀 ．杯.,,、IJII.・ 鍋m類、常滑焼甍、龍泉窯系青磁椀 I-5 

b C類｀褐釉陶器（天目）椀、滑石製石鍋が出土した。

SE 134出土遺物 （図63)

土暉丹 (2J6・218・219) 2161土鍋ma類で、復元口径31.4cmである。 218は底部糸切 りの

小皿で、復元口径9.2cm、註il'l;I.4em、復元底径7.むmである。 219は底部糸切りの杯で．口緑

部を欠く。復元底径9.0<:mである．

瓦桜 (217) 口緑部がややJ'!f,みのある捏鉢で、復元口径32.4cmである．

須恵器 (220・221) いずれもJI!播系焦住窯産の捏鉢で、 221は底径9.9cmでS0104出土の

破片と接合Lた。

青磁 (222~228) 222~2251:l龍泉窯系椀 I-Sbc類である。認2は復元口径16.6cmで、 S

D104出土の破片と接合した。 2231:t復元口径16.9cm、224は復元口径15.6cm、225は復元口径16.

0<:mである。泣51:t龍泉窯系杯IV類で、復元底径7.5cmである。 227は同安窯系の皿で、復元口径10.

4cmである。22811視入の可能性がある熊泉窯系の稜花皿で、復元口径11.2cmである。

滑石製石鍋 (229) 復元口径21.4cmの小型の石鍋で．葦膏な作りからC群の可能性がある。

SE 174出土遺物 （図64)

土師器 (230) 鍋m•類で、復元口径33.1cmである。
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褐釉陶岱（ねl) 中国童の天目椀で、復元口径11.7cmである。褐色の釉が外面体邪下半まで

かかる。

SE 190 (図61)

長径1.02m、短径0.96m、深さ1.08mで、底面の標店は5.36mである。平面形は円形で、壁は

僅かに開き気味に立ち上がる。遺物は土師楼杯 ・小皿・鍋田類． 瓦器椀が出土した。

Uc群

SE 192 (図61)

長径l.以m、短径1.18m、深さ0.82mで、底面の標高はs.邸mである。平面形は不整f'l形で、

壁は西側が蚕直に近く立ち上がり東側は級やかである。 遺物は土師岩椀、黒色土料A頬椀が出

土した。

SE 193 (図61)

長径1.06m、短径I.Olm、深さ 1.02mで、底面の標石は5.55mである。平面形は円形で、壁は

垂直に近く立ち上がる。 遺物は土師岩小皿 ・杯・鍋n類・鍋田類、瓦諾椀、東播系須恵沿捏鉢

が出土した。

Dd群

SE 1叫（図65)

長径I.Um、短径1.29m、深さ1.39mで、底面の標高は5.04mである。平面形は楕円形で、壁

は緩やかに関いて立ち上がる。遺物は常滑焼甕．捏鉢が出土した。

SE 1叫出土遺物 （図お）

常滑焼 (232・233) 232は大甕で、 復元口径40.4cmである。 233は慧高台の捏鉢で.S 010 

- CCCこ •一

ゆ

図64
。

1畑
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図65 SE194・SE195・SE197・SE19鴎頃I図 (l: 40) 

4出土の破片と接合した。底部から体祁下半は板ナデ閾整で、内面は自然釉がかかる。口緑部

は片口部が僅かに残るのみで、やや不確実であるが、復元口径33.8cm、昏高13.2cm、復元底径16.

7cmである。
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SE 195 (図65)

．、

232 

l!)ca 

長径J.4Zm、短径1.34m、深さ 1.21mで、底面の標布は5.25mである．平面形は不鞍円形で．

断面形は二段掘りで上部の壁1む居直に近く立ち上がる • SK 196と．韮複しており．より新Lい。

遠物は·1·.r.i!i器1/ヽI]! • 杯 ・鍋rr類．瓦岱椀｀白磁椀が出土した。

SE 197 (図65)

艮径J.88m、短径J.60m、深さ1.62mで、底面の標在は4.86mである。平面形IH糾円形で．斬

面形1.t:_:段掘りで上部の登は垂直に近く 立ら上がるe 遺物は土帥溢,]、Jill・杯・鍋II類，瓦葬椀．

白磁皿¥II類が出土した。

SE 198 (図65)

長径0.96m、短径0.94m.深さ0.97mで、底面のほ忘は5.53mである。平ilii形は円形で、壁は

l:部に向かって開さながら立ち上がふ遺物は出土しなかった．

De群

S E006 (図67)

J~ 径J.02m、短径I.Olm、深さ0.91mで、底iliiの標高は5.46mである。平面形はやや不幣な円

形で、断面形は二段掘りで、 上部の壁は垂直に立ら上がる。迫物は土師粒小皿 ・杯．瓦器椀．

須恵沿史、1司安窯系背磁llllが出七した。

S E006出土遺物 （図68)

k師器 (234・235) 234は底部ヘラ切りの小皿で、U径10.0cm、料tli0.9cm、底径7.6cmで

ある。235は底部ヘラ切りの九底杯で、 l-1径15.3cm、器高4.0omである。

行磁 (2~6) Iii)安窯系の皿で、復元口径JJ.Ocm、器高2.3cm、復元底径5.4cmである。
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S E007 (図67)

長径1.20m.恨径1.00m.深さ 1.15mで．底面の標店は5.07mである。平j]jj形は楕円形で、断

面形は底面近くで段をなし壁は垂直に立ち上がる。底部付近から瓦岱椀を主体とする多量の

遺物が出土 した。湧水のため出土状況の詳紐は不明であるが．いずれも完形に近い個体で．一

括投棄されたものであろう。出土遺物は土師料椀・杯 ・小llll• 禍T類・支脚、媒色土料B類椀。

瓦沿椀・小皿、白磁椀IV類、滑h製石鍋である。

S E007出土遺物 （図69・70)

土師諾 (237-246) 237-240は底部糸切りの小皿で、 n径8.8-9.沈m、料高1.2ー1.8cm、

底径6.7-7.3cmである。241は底部糸切りの杯で、口径15.2cm、辟病3.むm、底径10.0cmである。

242は底部糸切りの丸底杯で．復元口径16.2cm.器i¥'.13.3cmである。2431よ底部ヘラ切りの丸底

杯で、復元U径J6.5cm、好高4.2cmである。2441よ椀で、復元口径16.Sc皿器r.l;6.lcm.底径6.8c

$0:008 

L • 6,2m 

S碑 7

L 

A

4
 

L-6.Zm 

I
 

＇ ＇ l—= Lw6.0m 

。
m 

図67 SE006・SE007・SE008実測図 (I: 40) 

-?S-



mである。内面口椋部から外面体邸は同転ヘラミガキを施し、内而体部のヘラ ミガキは山形に施

される。また外ilii体部下半にはヘラミガキ前の固転ヘラケズリが認められる。245は鉛 I類で、

~ 三
23< 

~ 
＂^ 

10... 

図68 SE006出土遺物実測図 (1: 3} 
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~ 
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。
IOo, 

図69 SE007出土迅物実測図 I(I : 3) 
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図70 SF,007出土遺物実測図2 (I : 3) 
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復元口径29.8cmの小型のものである。口緑部は強いヨコナデ、体部は内外面板ナデである。 2

46は断面隅丸方形の支脚である。

滑石製石鍋（以7) A群と思われる石鍋である。破片で出土し、 2箇所の穿孔があるこ と

から再利用品と考えられる。

瓦料 (248~262) いずれも完形に近い状慇で出土した。以8~250は小皿で．口径9.7-11.

5cm、特釦.9~2.lcm、底径7.8~9.4cmである。251~262は椀で。口径16.2~17.2cm.器1:!iS.6~6.

6cm、底径7.5-8.0cmである。ヘラミ11キは内外面にT寧に施され、外面口縁部から休部中位は

回転ヘラ ミガキが多い。内面のヘラミガキは口樟部からIi.(部まで一方向で施されるものと底部

と体部 ・ロ縁部で方向の異なるものとがある。

11 f群

S EOOB (図67)

長径l.60m、短径1.40mで、湧水のため完掘できなかった。平面形は不整楕円形で上面の北

側から西側にかけて壁の傾斜が綬やかである他はややきつく 立ち上がる。SB15Ul柱穴と宣

複関係にあり、これより古い。這物は土師召小皿・杯・ 鍋D類、白磁椀IV類が出土したり

a g群

SE 189 (図71)

長径1.14m、短径0.94m.深さ1.14mで、底面の標高は5.Smである。平面形は不整楕円形で．

壁はややきつく 立ち上がる。遺物は土師倍,1ヽffll・ 杯、瓦岩椀・小IIl1、白磁杭IV類、褐釉悶桜壺

が出土した。

SE 189出土遺物 （図72)

瓦牡 (263) 完形の椀で、口径17.2cm、笞高6.0<:m、裔台径7.8cmである。重ね焼き痕の帝

状黒斑が認められる。

Uh群

S EOOl (図71)

長径1.56m、短径1.20mで、湧水のため完掘できなかった。平llif形は楕P:I形、詣面形は二段掘

りで上部の壁はやや迫り出 し気味に立ち上がる．遺物は土師苦小皿・杯・鍋n類、瓦侶婉、東

措系須恵苔捏鉢、籠泉窯系甘磁椀I-4類、同安勲系脊磁椀・皿が出土した。

S EOOl出土遺物 （図72)

土師お (264) 底部糸切りの杯で、復元口径14.6cm、料高2.3cm、復元底径11.なmである。

育磁 (265・2茄） 265は龍只燕系椀 J-4類で．復元口径16.0<:mである。266はfuJ安窮系椀

で、復元口径16.3cmである。

S E003 (図71)

~反径2.24m、短径2.!0mで湧水のため完揖できなかった。 平面形は不竪な円形で断面は二段
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図71 S8189・SEOOl・SE003・SE002実測図 (J: 40) 
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ィ
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掘りである。遺物は土閾器小JIil.・杯 ・鍋ll#i.熟色土器A類蒻瓦器椀．京播系須忠器捏鉢．

白磁椀〇類・椀1V類・皿VI類、龍泉窯系芹磁椀 !-2類 ・椀 I-4類、阿安窯系斉磁皿、滑石

製石鍋．滑石製品が出土した。

S E003出土遺物 （図72)

土師料 (267) 底部糸切りの小llllで、底径7.0omである。

瓦料 (268) 椀の底部で、裔台l:i低く断面三角形を呈する。復元底径6.0cmである．
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図72 SE189・SEOOl・SE003・SE002出土遺物実渭図(I: 3) 

青磁 (269・270) 269は同安窯系皿で復元口径10.0cm、注高2.2cm、復元底径5.0cmである。

270は龍泉窯系椀I-4類で、復元口径17.2cm、推定笞高8.0cm、底径6.4cmである。

a ; 群

S E002 (図71}

長径1.18m、短径1.08m.深さ0.80mで．底面の標高は5.72mであら平面形は隅九方形に近い

不整円形で夏は底面から緩やかに開き、 上位で折れて急に立ち上がる。 遺物は土糾i料,j、Jill、

黒色土粒B類椀．瓦岩椀．滑石製石鍋が出土した．

-80ー



S E002出土遺物 （図72)

土師~(271) 底部ヘラ切りの完形の小皿で．口径9.5cm.器il:'il.Ocm.底径7.2cmである。

瓦詐 (272・273) いずれも完形に近い底部ヘラ切りの椀で｀口径16.0~J6.2cm、岱高5.7~

5.8cm、底径6.6~7.lcmである．

0 j群

S E019 (図乃）

長径1.24m、短径1.17m、深さ1.26mで、底面の標高は5.30mである。平面形はやや不整な円

形で鷹はやや怠に立ち上がる。遺物は土師若椀・小皿・ 杯、馬色土器A類椀、島色土器B類

椀、瓦器椀．滑石製品が出土した。

Dk群

S E009 (図73)

長径l.44m、短径J.29m、森さ 1.34mで、底面の標高は5.22mである。平ilii形は円形で、底面

はやや段をなし、壁は垂直に立ち上がる．遺物は土師岱小皿 ・杯・鍋n類、瓦路婉．束播系須

恵沿捏鉢、能泉窯系青磁椀Iーい闊同安烹系汗磁皿．滑石製石鍋が出土した。

S E009出土遺物 （図74)

須烹器 {274) 東播系の捏鉢で、復元底径10.0cmである。魚住窯産と思われる。

瓦器 (275) ヘラミガキの施されない椀で、復元口径J7.0cm、若高6.3cm、底径6.5cmであ

る．

flt群

S E010 (図73)

長径1.36m、短径1.25,n.深さJ.06mで、底面の標石は5.32mである。平面形は楕円形で、壁

は緩やかに立ち上がる。 遺物は土師器椀 ・小皿 ・杯・憎鉾、熱色土舒A類椀、屈色土特B類椀、

瓦器椀、須恵料甍、白磁椀1V類が出土した。

S EOlO出土遺物 （図75)

土師甜 (276~278) 276は底部糸切りの完形の杯で、口径14.7cm、岱窃3.4cm.底径8.9cm

である。 277・278は椀で、277は体部が僅かに内愕しながら直線的に開き、278は器石が低く口緑

邸が大きく開く沿形である。

白磁 (279) 椀IV類で．復元口径15.8cmである。王縁は小さめで体部は直線的に開＜．

S E011 (図73)

長径1.30m、短径1.12m、深さ0.86mで、底面の標嵩は5.42mである。平面形は楕円形．断面形

は二段揺りで壁は僅かに関さながら立ち上がる。遺物は土師沿椀・小皿・杯、瓦沿椀、束播系

須恵昔甕が出土した。
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図73 SF.009・S以）19・SEOIO・SEOII実潤図 (I: 40) 

nm群

S EOl2 (図76)

・尺径1.08m、短径0.87m、深さ0.95mで、底面の標高は5.58mである。平面形は不整楕円形

で、壁は垂直に立ち上がる。遺物は土師料杯 ・小皿・鉢、 黒色土料A頬椀、 黒色土笞B類椀、

須恵諾甍が出土した。
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図74 SEXl09出土遺物実測図 (I: 3) 
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S E012出土遺物 （図77)

須恵召 (280) 甕の口樟部で、口樟部ヨ コナデ、外面は正格子タタキ、内iliiは同心円形の当

て具痕を留める。口緑部がやや摩耗していることもあ り視入の可能性が独い。復元口径15.2c

mである。

S E014 (図76)

長径0.98m、短径0.96m.深さ0.68mで．底面のば高は5.59mである。平面形は円形で．上部を

大きく削平されている。竪はやや綬やかにyち上がる。遺物は土師諾細片が出土したのみであ

る．

S E015 (図76)

径0.88m、深さ0.60mで、底而の標高は5.52mである．平面形は円形で上部を大きく削平され

ている。 壁はやや緩 く立ら上がる。 遺物は土師器小皿 ・杯、瓦器椀が出土した。

S E015出土遺物（図77)

瓦器 (281) 完形の椀で、口径14.恥m.器'Kli5.4cm.底径7.1cmである。体部は丸みが強く．

T寒なヘラミガキが施されている。内面は重ね焼きのためか灰白色を呈する。
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図77 S欧 12・SEOI5出土遺物実測図 (I : 3) 

S E016 (図76)

径0.90m、深さ0.76mで、底面の標布は5.62mである。平面形は円形で上部を削平されている。

壁1:tやや緩く立ち上がり、 SE014・S EOJ5と形態・規梃が類似している。遺物は土師器椀．

小皿・ 杯・鍋 i類、黒色土硲A類椀が出土した。
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(4) 土 坑

1区では大小多数の土坑が検出された。 這物が出土した52基のうち SK149・SK 161・SK l 

62・S K163・S K173・S K178・S K029の7基は古墳時代の土坑と考えられる。これを除いた4

5墓が平安時代後期から立町時代の遺物を出土した土坑であるが、その他に埋土の状況や他遺溝

との鴬校関係等から当該期と判斯されるものが若干ある。以下．一括性の強い遺物群を出土し

たものを中心に親告する。

SK 141 (図78)

長径1.06m以上、短径0.90m 、深さO.Slm で、平両形は隅丸の台形状である 。 lt~iliiは緩やかに

窪み、埋土は西側から流入したような状況を示す。S0126と煎根し、調査時にはSK141が新

しいものと判断していたが、出土遺物の様相は明らかに SD126の方が新しく、混入の形跡も

認められないのでSK14lが古いものとして報告する。内部からは多数の土師祥 ・瓦桜供搭共

がIIはし．いわゆる土器溜めと考えられる。

SK 141出土遺物 （図79)

282~297は底部糸切 りの小皿で、U径8.6~J0Acm、翡高l.l~ J. 7cm、

底径S.7-8.0cm、298は底部糸切りの杯で、後元口径15.Jcm、器高3.1cm、復元底径10.lcmであ

土師器 (282~301)

ふ 299・3001れ底部糸切りの丸底杯で、 n径16.0-16.lcm、器高3.5~4.0cmであふ301は椀・で．

内外面にヘラミガキを施す．

瓦~ (302-307) 302-304は小llJlである。302はヘラミガキを雑さず形態・ 隣塾i:l:土師岱小

皿と全く 阿ーである。還元焔焼成であることから瓦怪としたが、法量の点からも土閾器とした

方が適当かもしれない• 303は1汲部糸切りで、体郎内

外面の他、底部外而にも一部ヘラミガキを施す• 304 

は小皿ないし小型の丸底杯である。器面摩耗のため、

潤整は不明瞭であるが、部分的にヘラミガキが残る。

305-307は椀で．器面摩耗のため不明瞭な部分もあ

るが内外面ヘラミガキ調整である。

n磁 (308・309)

地・釉躙が微妙に異なり、ここでは別個体と してお

く。瑯は復元口径15.なm、309は底径7.2cmである。

いずれも椀W類であるが、索

S K0l8 (図80)

径0.83m、深さ0.38mで．平面形は円形である。西

側を近世の溝S0105が切る。底面よ りやや浮いた

位置で土師格杯 j個体と瓦器椀4個体が出土した．

S KOl8出土遺物 （図81)

L
11 6.2m
 

A
 

戸·~点

。

I. 鳥褐色土（鰻状の闊仄色tAJll:tl:.炭が況じる）

z. 晴灰児色土（塊状の貿褐色粘質士が涎じる）

3. 晶色上はが況じる）

2m 

図78 SK141実測図 (I: 40) 
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土師料 (310) 底部ヘラ切りの丸底杯で、口径15.2cm、器高3.Jcmである。

瓦沿 (311-314) いずれも椀である。内外面ヘラミガキ調整で、特に311は外面に整然とし

た回転ヘラミガキを施す。313は直線的に開く岱形で他とやや異なる．

SK 185 (図82)

長径1.35m、短径1.28m,深さ0.71mで．平面形は不整な円形である。墜は底面からきつく

立ち上がり、中程から大きく開く 。 形態からみると井戸の可能性もあるが-~掘しても湧水は

なく、/((而の標高l:t5.87mと先述の条件を潰たさないので、ここでは土坑として戟告する．上部

から土師器杯・小皿と瓦料椀がま とまって出土した。

SK 185出土遺物 （図83)

土師沿 (315~321) 315~320は底部糸切りの小JI11で、口径8.6~9.Scm、岱高I.O~l.3cm、

底径6.8-7.7cmである。321は底部糸切りの杯で．復元口径17.2cm.硲窃12.3cm、復元底径12.3

cmである。

瓦ff(322 -328) 椀で、322~3261よ浅い岩形、327・32811深い器形である。322~324は休部

下半1こ糸切り 隧しの痕跡を留める．

白磁 (329) 椀IV類の底部で、復元底径7.2cmである。

S K013 (図85)

長径0.92m.紺径0.90m.深さ0.54mで．平面形1よ円形である。壁はやや開さ気味に立ち上が

り、底面は平坦である。遺物は土師器椀 ・小皿．黒色土器A類椀．黒色土沿B糾椀が出土した。

S K013出土遺物 （図糾）

土師沿 (330-333) 330は底部ヘラ切りの完形の

杯で、口繰部はやや歪である。 n径11.0cm、料嵩2.3c

m. 底径8.1cmである。331は小椀の口繰部で、おそら

く高台を持つ器形であろう。内面はヘラミガキ ．外面

はT寧なミカ・キである。口緑部内面が楼をなす• 332・ 

333は椀の底部である。

黒色土料A類 (335) 椀の底部で、復元底径9.4cm

である．

黒色土岱B類 (334) 大型の椀で、内面と外面上半

はヘラミガキ．外面下半11回転ヘラケズ '}である。外

面休部下半から底部は黒色処理が及んでいない。

SK 133 (図85)

往0.90m、深さ0.50mで、平面形は円形である。壁Ii

~~ 
。

Im 

やや開いて立ち上がり、底繭は平坦である0 遺物は完 図80 SK018実測図 (I: 20) 
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形の土師若,Jヽ皿が 1点出土した。

SK 133出土遺物 （図86)

土師岩 (336) 底部糸切りの完形の小皿で、口径8.6cm、諾高1.2cm、底径6.2cmである．

SK 129 (図85)

長径0.90m.短径0.79m.深さ0.62mで．平面形は不整楕円形である。遼はきつく立ち上がる。

遺物は土師岱杯・小皿 ・把手付さ鍋 ．鉢． 黒色土器A類椀、忠色土舒B類椀が出土した。

SI(1匁出土遺物 （図86)

土師諾 (337) 把手付き鍋の口縁部である。把手は中空で指オサエ、口樟部はヨコナデ、

内面はヘラケズ＇）である 0 体部外iliiの把手との接合部には錯綜する沈線が刻まれており、粘土

の接著を良くする意図があった ものと考えられる。

S K034 (図85)
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図83 SKJ85出土遺物実渕図 (I: 3) 
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艮径1.16m、短径0.51m、深さ0.68mで、平面形は不整な艮楕円形である。壁は開さながら立

ち上がる。遺物は土師沿椀．杯・小皿、黒色土沿A類椀、黒色土il¥B類椀．瓦若椀、褐釉阻器

壺．束播系須恵粒史が出土した。

S K034出土遺物（図86}

須忠諾 (339) 東播示魚住燕産の売服部で、外面は平行クタキ、内而は強いナデである。

S K047 (図85)

長径J.80m以上、短径J.66m、深さ0.26mで、平面形は楕円形である。SK046に切られる。

浅く底面は平坦である。迅物は瓦笞捏鈴が 1個体のみ出土した。

S K047出土遺物 （図86)

瓦桜 (338) 約1/2個体の捏鉢で．復元口径28.8cm.桜窃JO.Sc皿復元底径10.3cmである。

内面は細かいハケメ、外面はユピオサエ亀外面底部付近は袷止ヘラ ケズ'/である。

S K026 (図85)

貶径2.82m、短径2.48m、深さ0.19mを設！る＂平面形は不整な隅丸方形で、一部は潤査区外で

ある．浅<Ji.~i!iiは平坦で、北側に円形の突出部があるが. ,1ヽ穴の蕉祖かも Lれない。遺物は士

師若杯・小皿・鍋 U煩、瓦料椀・捏鉢、白磁Jilli)(類．褐釉阻器窃．寛播系須恵路捏絆、滑石製

石鍋が出土した。

S KOお出土遺物 （図87)

瓦!i(340・341) 34゚ は底綿糸切りの小珊で、復元口径8.8cm、苔潟1.6cm、Ii(径6.8cmであ

る．閾梵は内底のみ ミガキで、,_,籍部から体部はヨコナデである。34JI士捏鉢の口樟部で、償林

の可能性もある。内面に細かいハケメを施す。

須恵岱 (342・343) いずれも東播系1!.•.住窯産と思われる捏鉢である。

白磁 (344~346) 全てlllllX類で 3個体出土した。344は復元口径10.むm.器高2.9cm、底径5.

如n. 3451よ復元口径10.8cm.~印~2.3cm、復元底径5.7cm 、 346は復元口径12.0c,nである。

て~ \•• 戸）•• こ::332 

、-~桑-~3

-~ 望s

。
I匹

図84 SK013出土遺物実測図 (l: 3) 
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(5)溝

S 0160 

方形区酉nの北東部に東西方向に走る溝である。幅0.6~I.Im、深さ0.43~0.62mで断而形

は逆台形を示す。左右の靖は高畑の段によ ってl'fi)平を受けているが、底面は明確に立ら上がり

この溝が調査区内で完結していることを示している。全長23.lmを測る。揺立柱述物 lla群

(S8155・58156・S8052)と井戸llh群 (SEOOI・S E003)の隋OOに位置している。古

墳時代の竪穴住居 (SHl80)・ 土坑 (SKJ62)を切っている。遺物は土師沿杯 ・小皿 ・鍋 I

類． 媒色土器B類椀、瓦諾椀・小椀 ・小皿、白磁椀N類・椀V類 ・皿w類．束播系須恵器捏鉢

が出土し、特に瓦器椀の偽体数が目立った。

S 0 1 60出土遺物 （図89• 90) 

瓦若 (347-366) 347-364は椀で、口径15.0~17.なm、若高5.3~6.3cm、1辰径6.2~7.9cmで

ある.352は底邸のほぼ中央に焼成後の穿1Lがある。362は高台内にX字状の線刻が施される。365

は小皿,366はやや歪な小椀で平面形が意図的に長円形になるよう成形したものであろう 。いず

れもT寒なヘラミガキが給されている。

土師格 (367~370・373~375) 祁7~370は底部ヘラ切りの小皿で 口`径8.4~9.3cm贄路?:;O.

8-L.Ocm、底径6.7~7.8cmである。373-375は漏 r頬で、同一個体の可能性も あるが、口様形懇・

胎土・色謂の微妙な違いから、 ここでは別個体としておく。375は復元17径45.8cm、推定料高19,qc

0¥の大型品で、口緑部はヨコナデ、外面体部はナデ、外面底部は横方向のヘラケズリに近い汝い

板ナデで、内面は料面が荒れており不明瞭である。

白磁 (371・372) 371は椀W類で、復元口径17.7cm、岩高7.4cm、底径7.6cmである。372は椀

v類で、復元Ii£径6.8cmである。

S 0109 

方形区画Uの南憫に東西方向に走る溝である。帽0.3~0.Sm、深さ0.06~0.Jlmと浅い。西

OOJは先細りに収束し、束側は謂査区外に延ぴる。謂査区内での延長10.3mである。掘立柱達物

ll e群q)S 8049とS8022との間に位償L.北閲には約I.Sm程の間隔をおいて規模 ・形慈の

類似するSD108が並走する。遺物は土師器杯 ・小皿、瓦岱椀、 白磁椀W類 ・皿IX類、隠泉窯

系青磁椀I-5 b c類が出土した。
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図88 S0160土層図 (I: 40、観察位匠は図15を参照）
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S 0109出土遺物（図91)

土節料 (376-378) 376はほぼた形の底祁糸切りの1Iヽ皿で、口径8.2cm、昏j(ljl.Scm、J氏径6.7

cmである。377• 378は底部糸切りの杯で、復元口径12.3~13.8cm、若高3.0-:t6cm,復元底径8.0

-10.Zcmである。

青磁 (379) 龍泉烹系椀 I-Sbc類の口緑部である。

S 0110 

方形区国 0の南側に東西方向に走る溝である。幅0.3-0.Smと細いが、深さは0.25-0.38m

で断面形は逆台形を示す。提立柱珪物ne群のSB022とSB023の間を走る。齋11111よ調査l区外

に延び、西側IょSK028を切って収束する• 関査区内での延記3.lmである。遺物は土師器杯 ・

小皿・鍋n類、瓦沿椀・小皿とほぼ完形の同安窯系青磁椀が出土した。

S 0110出土遺物 （図91)

土酒若 (380・ 祁I) 38011底部糸切りの小皿で．復元口径10.0cm、沿illi!.Zcm,11!元底径7.Se

mである。3811よ鍋Db類の口縁部である。

青磁 (382) 同安窯系の椀で、ほぽ完形で出土した。焼成不良で発色が悪く．一凡白磁のよ う

な色調を呈する。口径16.6cm、若高6.8cm、瓜径6.0cmである。

S 0111 

方形区面llの宵1111に位置する溝である。SOHOとSDIJ2の間を束の調査区外から西に走り、

弧状に曲がりながら北西に延ぴて SK028と重穫している。 SK028との新旧関係は雑訟できな

かった。幅0.3~2.3m、深さ0.08~0.26mの不整形な溝である。瀾査区内での延Gl6.7mであ

る。遺物は土晒岱杯，1J、IDl・ 錢 I頬、褐釉淘器四耳壺、沿石製石鍋が出土した。

S0111出土遺物 （図91)

褐釉悶路 （祁3) 平底の凶耳壺で、同部には波状の沈線文を施す。底径10.5cmで、口樟部を

欠く 。

S 0113 

方形区園Dffi辺である SD112の南に接する東西方向の消である。幅0.4-0.Gm.深さ0.18-

0.2Jmと浅い。西側は調査区外に廷ぴ、東側は SD112と重複するが新1日関係は祐認できなかっ

た。 調査区内での延艮14.?mを測る。遺物は土師各杯 ・小on. 鍋n類・鍋m類、 焦色土牲A類

椀、瓦お椀、 白磁椀、龍泉窯系脊磁椀I-5bc煩、沿石製石鍋が出土した．

S0113出土遺物 （図91)

士函群 (384-絡6) 384は鍋llb釘i.385・386は鍋ma類である。

青磁 (387) 龍泉窯系椀 T-5bc類の口縁部である。

沿石製石渦 (388) 小片のため不確実であるが、 A-2群と思われる口緑部である。
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S 0114 

方形区000のrti西部に位置する南北方向の溝である。幅0.4-l.2m、深さ0.10~0.24m.全

長II.Smである。遺物は北端部で土師笞鍋ma類がほぼ完形で出土した他、土師器杯 ・小皿と

馬色土irn類椀・瓦岱椀がいずれも1/ヽ片で出土した。

S 0114出土遺物 （図92)

土師器 (389) ほぼ完形の銭罰 a類で、口径31.7cm、料高14.4cmの小製品である。

S0116 

方形区固0の西端部に位置する溝で調査区外から市東方向に延び、鋭角に折れて南西方向に

走り闘査区外へ萩いている。幅0.4-1.lm、深さ0.15~0.28mである。関査区内での延長8.7m

を測る。遺物は土師沿椀・杯・小皿・鍋瓜類、瓦粒椀・小皿が出土した。あるいは方形区iiI 

のS0103のような区面溝の一部である可能性もある。

S0116出土遺物 （図92)

土師群 (390~392) 390・39 lは鍋ma類で、390は復元口径33.3cm、39!は復元口径43.7cm

である。392は底部糸切りの杯で、復元口径15.なm、吾高3.5<:m、復元底径9.4cmである。

SD 119 

方形区画11の中央部やや西寄りに位置する束西方向の滑である。束沿は掘立柱佳物SB020 

の北西角に楼し．西側は窃畑の段落ちによって削平されている。幅0.4~0.Sm、深さ0.17~0.3

4mである。遺物は土師器杯・小皿・鍋Db類、黒色土笞B類椀、瓦器椀、須恵沿甕が出土し

た。

S D119出土遺物 （図92}

瓦器 (393) 口緑部の歪な椀で．高台は断面三角形である。口縁部に煤状の炭化物が俊かに

付着する。

土師器 (394) 鍋nb類の口縁部である。
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(6)土坑墓

平面形が隅丸~方形ないし反楕円形を基綱と し紙而が平坦な土坑のうら、副葬品と考えられ

る遺存状態の遺物を有するものを土坑墓とした。この条件に適う遺構lil区では SP170とS

P 171の2例である。

S P170 (図93)

方形区直 Iの束端部中央やや

市寄りに位置 Lている。平面形

は闊丸長方形で、長径1.19m、

短径0.60m、深さ0.08mを測り、

上面は削平が堵しい。底面はほ

ぼ平坦で、壁は東fll1と南側がや

や緩く ．北園と西開は急に立ち

上がる。主軸方位はN4.Eであ

ふ北11'1の中央部に龍只窯系膏磁

椀 I-Sa類 1個と土師特小皿

4個が別葬されていた。

川

r'g
m

~ 

L 

r
 

し

一。
I•• 

図93

暉 _J 

s:::?- 乙三三1. • 6.3m 

SPl70実測図 (I: 20) 

SP 170出土遺物 （図94)

土8i!illi(395-398) いずれもほほ完形の底部糸切りの1/、IIllで、口径8.3~8.9cm、笞協J.J~J.

4cm、底径7.2~7.4cmである。

青磁 (399) 完形の龍泉窯系椀 J-Sa類で、U径16.8cm、特高7.低m、底径6.2cmである。

工 函

。

戸
蕊

I畑

図94 SPl70出土遺物実測図 (J: 3) 
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SP 171 (図95)

方形区両 rの南束角外側に位置

しており 、北側は SD101に切ら

れている。平面形は開丸長方形で、

長径1.l5m以上、短径0.94m.深

さ0.17mを汎1る。底面はIiは平坦

で．壁は急に立ち上がる。 主軸方

位はN20・wである。埋：I:.は褐色土

で、 SD101を掘り下げた段階で北

西端部に完形と思われる脊磁椀が

顔を出しているのを帷認していた

が．残念なことにI~ り下げを行う

までの間に何者かによって持ち去

られて Lまった。現場での観察は

外面が露出していただけであった

r
 

L 

ヽ

_J L
1
 6.;rn 

」 亙

。
Im 

ので不確実ではあるが、その際の 図95 SP171実測図 (I: 20) 

所見では外面無文の能泉窯系宵磁椀 l類であり．おそらく I-1~4類のいずれかとして大過

ないであろう。おおよその/JI土位置を図示しておく。

(7)その他の遺構と遺物

S R164 (図96)

方形区圏nの北東部に位置する。平面形が隅丸方形の周溝で、外法で10.6~10.9m、内法で8.7

~9.0mを測る。iおの籍0.8-t.2m、深さはo.02-o.22mと浅く、埋土は暗褐色土である。周溝

内に掘立柱遠物SB156と土坑SKl49・S Kl65が位置しているがfti接的な新旧関係はない。

酉辺でSBISSの柱穴と限柑しており .SR 164よりSBISSが新Lい。遺物は底部ヘラ切りの

土師岱杯 ・小皿、黒色土粒A類椀｀り1色土器B類椀、鉄製角釘の他、白磁椀w類と束播系須恵

舒捏鉢の口舷部小破片が 1点ずつ出土したが、白磁，須恵若片については混入と考える。

SRI糾出土遺物 （図97)

土師苔 (400ー404) 400-403は底部ヘラ切りの,fヽ 皿で、口径9.4~11.2cm、おiQil.4-l.8c

m、底径6.3-9.0cmである。 404は椀の底邸で、 復元底径7.0cmである。

黒色土沿A類 (405~407)

黒色土器B類 (408・409)

いずれも碗の底部で．荻径6.8-8.5<:mである。

408は口緑部が短く外反する身の浅い椀である。内外面とも丁

四なヘラミガキを施し、外面休部下半の 1次鋭藍は回転ヘラケズ＇）である。4091:t椀の底部で、

高台内にX字状の線刻がある。
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須恵器 (410)

SRl64実瀾図 (I: 100) 

東憎系神出窯産の捏鉢で、口樟ffl1の小破片である。

白磁 (4ll) 椀1V類の口様部,Jヽ破I中である。

鉄爵 (412・413) いずれも角釘と思われる。

P 1001 (図98)

方形区画 Uの西側中央部、 S£006・S£007に接して位麿する。平面形は閑丸方形で．長径

0.67m、短径0.62m.深さ0.07mの小穴で別の 3つの小穴に切られている。埋土は暗褐色土

で、平坦な底面よりやや上から土師粒椀5憫体以上と土師骰小皿3偶体以上が埋霞されたよう

な状況で出し十．した。遺構の上部はかなり削平を受けており詳細は不明であるが、いずれし完形

ないしそれに近い状懇で埋置されていたものと考えられる。
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P 1001出土遺物 （図99)

土師料 (414~421) 414-416は底部ヘラ

切りの小皿で、口径9.0~9.6cm、甘高1.1~1.2

cm. 底径6.6~7.4cmである。 417~421は椀で、

いずれも外面回転ヘラミガキ、内面ヘラミガ

キで、口径15.4~17.0cm.

底径6.8~7.0cmである。

岱窃5.5~6.2em、

S X053 (図100)

方形区國1I北西部の SB153・S AOSOに接

して位置する。長さ1.7~5Am、幅0.21~0.40

m. 深さ0.01~0.llmの並列する9条の1+1北方

向の小溝と、これらを繋ぐ形で直交する長さ2.

刊
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二 m

Im 

図98 PIOO! 実測図 (I: 20} 

84m 、 ~lil0 . 16-0.46m 、深さO.OJ~0.04mの東西方向の小濤から構成される遺楕である。 幾つ

かの小穴と璽複するがどちらも＂序褐色の浬土で罐実な新旧関係は明らかにできなかった。遺物

は出土しなかったが、埋土の状況から中世の遺構と判断される。確実な根拠がある訳ではない

が、その形状から畑の痕跡と考える。

S X054 (図101)

方形区薔aの東南邸に位置する。長さ0.8-4.6m、幅0.12~0.56m、深さ0.02~0.0Smの並列

する東西方向のJ4条の小溝と これらを繋ぐ形で直交する尺さ12.4m、t:.io.zs-o.s101、深さ0.0
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8~0.llmのIIJ北方向の小溝から構成される遺構で、その形状1:tS X053に類似する。古墳時代

の竪穴住居であるSHl81を切っており、別の小溝に切られている。 SX054からは遺物が出土

しなかったが、これを切る小滋とともに浬土は暗褐色土で、中世の遺揖であろう。 SX0531司

楳に畑の痕祖と考える。
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P1030出土遺物 （図102)

P 1030は方形区圃n北西部のSBl52の胄に接する長径0.30m.短径0.28m.深さ0.49mの小

穴で.t師器銹が 1個体出土した。

土師岱 (424) はぼ完形の鍋 lla類で、口径45.2cm.柑忘17.9cmの大型品である。

PlOSO出土遺物 （図102)

P IOSOli方形区画Iの北辺を成す S0025のTl!に接する長径0.17m、短径0.16m、深さ0.18m

の小穴で、滑し製品が 1点出土した。

滑石製品 (423) 石鍋再加工の滑石製品で、平ilii形は円の一端を切り落としたような形状

で．一面には紐状の突出がある。

422 

I 

=-—>--~ 423 

。
JOco 

。 424 

図102 PL030・P1050・遺構検出面出土遺物実測図 (422・423は1: 3、424は I: 4) 
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遺9肩検出面出土遺物 （図I02)

須恵器 (422) 遺構に伴わずに出土した東播系の捏鉢で、復元口径25.8cmである。魚住窯

産であろ う。

縄文印代の遺物 （図103)

縄文土若 (425) s n 104に況入 していた縄文」：器片で、今回の調査で唯一の出土例である

が、近辺に縄文時代遺跡の存在が予想される。内而の潤整はナデ、外面は沈線文で,1ヽ破片のた

め文様構成は不明である。笞畑式系土料と考え られるが、滑石の滉入は認められない。

江戸時代の遺物 （図103)

肥前困諾 (426・427) いずれも肥前隋沿 （店i1¥焼）で、窃畑の成立時期を示唆する資料で

ある。426はSD104に混人していた復元口径31.1cmの鉄釉の甕で．口絵部上面は釉をぬ ぐい

とっている。形懇や焼成が武雄市西!II登町甕屋B窯跡群の製品に類似する （佐買県教育委貝会

19ss r1甕 屋窯跡B」「九州横断自動車追関係埋蔵文化財発掘謁査概報第10集」 pp.34-41)。

17世紀後半-18世紀前半。 4271:tSD1181こ滉入 していた灰釉溝樟皿で、復元底径5.0cmである。

内版と畳付に砂目が認められる。17世紀前半．

｀亡、ミ .,

▽
M

、426 

゜
IOca 

図J03 縄文時代・ 江戸時代遣物実測図 (I: 3) 
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3.2区の遺構と遺物

2区は存i北方向の導水路と束酋方r,,1の圃場水路が十文字に直交する形の掏:Ji.区で、 iti北水路

部が佐賀県教貸委只会の綱査区、 東西水路部が佐賀市教付委n会の調企区である。平安時代後

期から室町時代の掲立往達物2棟． 井戸6基、土坑JI基、土坑落 1基、溝10条と小穴多数を検

出した。このうら南北水路部にかかるものは掘立柱遠物2棟、土坑:G荼．溝8条と,1ヽ穴である。

(l)区画溝

2区では屈敷地を区囲するものとぢえられる溝が 3条検出された。全て束西方向の溝で、 1

区のような方形区酉i糞の •部であるのかどうか判lfliでさなかったが. S 0201は2区の窃畑の

北端部を、SD206はil'1i畑の市端郎を区切るような位(rtにあり．またSD205を境にして遺構分

布の密度に明確な違いが訟められることなど｀いずれも区両性の強い溝であると考え られる．

また. S 0207は調査区内で完結する短い湛であるが、SD沿5と1えば直交する方向で南北に走っ

ており 、これより 西には遺構の分布が粗であることから、屋敷内部を区画する沿の可能性が強

＜．この項で説剛する。

二彎三戸
s
 

Sf)沿S

s $1)邸
＂ゞ

lク m?,O,n

l. 灰貨Ill色土

z. 噌褐と土 (!I¥褐色I&上と
it貨〇色砂贄土が撓状に

視じる）
3. 没貨橙色枯買J:
,. 躇褐灰色粘質土

5 褐灰色帖買J:
6. 輯褐灰色紗'11:t
7. 灰褐色佑冑土

8. llilll色帖質土 fit賞位色

紗沢:t力‘塊状に多くiはじ
る）

9. Ill欣色帖質土

10. I託灰色1&1!.l.
11. ei掲灰色帖質七

12. 旧灰色Mll:1.
13. ,3灰色,~土

。
Zm 

図J0-1 S0201・S0205・S0206土柑図 (l: 40、観察位匠は図10を参照）
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図105 2区遺構配洪図 (J: 300} 
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S 0201 

2 区の北端部に位置する東西方向の溝で、潤査区内での延-~4.3m、幅l.l -l.4m、深さ0.43

-0.87mを潤る。南側は底面から一且立ち上がり、上部で開いて浅い裕ら込み状となっている．

遺物は土師器杯 ・小皿 ・鍋ma類．瓦粒椀 ・Ill!鉢、掲釉陶沿水注が出土した。

S 0201出土遺物 （図106)

土師怪 (428) 渦ma類である。南飼部分から出土 した。

瓦料 (429・430) 429は椀で、m側部分から出土した。430は揺鉢で、 4条 J単位の揺目を

持つ。 内面横方向のハケメ、外而は縦方向のハケメでユピオサエ痕を顕著に留めふ内底部に

も襦目を持つが、底都の遺存が・部分であるため詳細は不明である。復元U径29.8cm、料高l

2.1cm. 復元底径12.9cmである．

褐釉灼器 (431) 水注の把手部分で．宵側から出土した。釉の剥洛が屯しい。

ー~·— 

｀ 
.,,__ 

~ 

/
g
 

l
2-う

f

＇ 

。
~ 19"' 

図106 s0201出土遺物実測図 (1: 3) 
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S 0205 

2区中央部に位置する東西方向の溝で、謂査区内での延長4.lm、幅1.4~1.Sm、深さ0.62~

0.67mで、断面形は逆台形である• S 0208と同一の溝と考えられ. S 0205の西端から S020 

8の束端までで延長37.6mを潤る。遺構の分布はこの溝より南に密である。 2区の酉方にあた

る4区のS0401・S 0402はこのS0205・S 0208とはほ直交する方向に走っており、出土遺

物の時期も概ね一致することから、 Ji1il者は有提的な関遠を持つ可能性がある。遺物は土師沿杯 ・

小皿・鍋n類、瓦諾椀、白磁帆V類・椀II類、龍呆窯系青磁椀1-4類、同安窯系肯磁D11、黄

釉陶舒盤、滑石製石鍋、沿石製品が出土した。

S 0205出土遺物 （図107・108)

瓦器 (432~435) いずれも椀である。432は完形で、諾壁は簿く、内底部に重ね焼きの痕

跡を留める．

宵磁 (436・437) 436は龍泉窯系椀T-4類で、復元口径17.2cmである。437は同安窯系

皿で` 復元口径11.0cmである。

白磁 (438・439) 438は椀¥1類で、内而に櫛描文を持つ。復元n径16.3cmである。 439は

椀llB類で、 底径6.9cmである。

沿石製石鍋 (440) B群の破片で、外面の鍔郡より下位には煤が付濱Lている。

ロニ;(_
~ 
ロー~ ~-!:, 

··~ 匡咤4·-~至
知

←三—名~1
み

440 

。
I畑

図Jrr7 S0205出土遺物実測図 (I: 3) 
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沿石製品 (441)

黄釉淘鉛 (442)

石鍋再加工の滑石製品で、 1面に 2箇所の窪みを穿つ。

内面に鉄絵の互花文を描く盤で、復元口径38.9cm、沿高10.2cm.復元底

径33.6cmである。同一個体の破片 (443-445)がSD207・f>2007・S E214から出土した。

S D206 

2区のrtf靖部に位置する東西方向の溝で、潟査区内での延長4.2m、幅1.4~2.lm、深さ0.52

-0.68mを漏る。遺物は土師料杯・小皿・鍋Da類・鍋ma類・茶釜、瓦若椀・鍋．捏鉢・甕、

青磁椀、滑石製石鍋が出土した。

S 0206出土遺物 （図109)

土師岱 (446-451)

瓦侶 (452-454)

446は鉛 lla類、 447-4501よ鍋ma類、 451は茶釜の鍔部破片である。

452・453は甕と思われ、謂整は452が外ilii格子ク タキ｀内面は剥落のた

め不明、 453が外面ミガキ、口椋祁ヨコナデ、内面は囀落のため不明である。453の復元口径Ii

17.2cmである。 4団は鍋で、外iliiには煤が付哨する．

沿石製石鍋 (455) c-2群の石鍋で、鍔部は僅かに削り出したのみである。

青磁 (456) 椀で、素地は灰白色、釉調はオリープ灰色である。底祥は4.7cmである。底部

｀
 
'" -—• . ,:: 

~ 3 

z) 
:, == 

•• S ;;======:: U• 

('"/'{一・

デ

。
IOat 

図108 SD205・S0207・P2007出土遺物実測図 (J: 3) 
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心2

三
。
図109 SD206出土遺物実濶図 (l: 3) 

は畳付を含め高台内側の一部まで施釉される。内底部に印刻の革花文が施されている。体部以

上が欠損しているため、全体の形懇 ・文様は不明である。

S 0207 

2区の東西水路部と南北水路部が交茎する場所に位霞する胄北方向の溝である。謂査区内で

完結し、全長14.5皿栢l.2~1.3m、深さ0.15~0.56mである。SD205と直交するよう に伸び、

これより西OOは遺構の分布が租であることから、屋敷地内を区圏する溝の可能性がある.s 
K226・SK227・SK229と重複し、これらより古い。 遺物は土師器杯・小Illl.鍋 Jlb類、白

磁椀片、黄釉洵舒盤、束播系須思若捏鉢が出土した。

(2)撼立柱建物

2区では東西水路部を中心に多数の小穴が分布していたが、講査区の範囲が狭いこともあっ

て．確訟できた掘立柱娃物はS82れと S8235の2棟のみであった。

S B234 (図110)

区圏溝SD205の南側で、かつSD207の東側に位置する紐物である。梁行2Jill、桁行3Jillの

南北棟で、梁行柱間l.80~2.20m,桁行柱間2.00~2.40mである。柱穴掘方は径0.3-0.6mのほ

- U4-



ば円形を呈している。主軸はNSで、床面積は26.0nfを複9る。遺物は出土しなかった。

S B235 (図111)

2区の北半郎、 $D203とSK230との間に位置する追物である。東辺の 2llll分以外は調査区

二

~ 芦ニ芦＝＝二L=7.0m 

0 2m 
,, . I 

図l10 8B234実測図 (1: 60) 
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図Ill SB235実測図 (l: 60) 

外にあり．全体の規模等は不明である。柱間はそれぞれ2.00Jl'Iと2.20mである。柱穴掘方は径

0.2~0.3mのほぼ円形を呈している． 主軸は東両棟とみると N82•30'E、m北棟とみるとN7• 

30'Wである。遺物は出土しなかった。

(3}土坑

2区のI杭］北水路郎では 6基の土坑が検出された。

S 1(229 (図112)

S D205の賓に接して位置する。長径1.9201、短径1.6401.深さ1.04mで｀平面形は楕円形で

ある。S0207と負複しており、これより新しい。 規校と形状から井戸の可能性も考え られる

~ 

_j 

言二戸L=7;~
＂》 2m 

図112 SK229・SK230実測図 (I: 40) 
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が．完拙時にも湧水は訟められなかった。ここでは土坑として報告しておく。迫物は土師沿杯・

小皿 ・鉛a類．瓦鈴椀．白磁椀V類．束播系m恵岱捏鉢．沿石製品が出土した。

S K229出土遺物 （図113)

土師器 (457) lif-. 部糸切りの杯で、口径15心 111. ?.iil'li3.0crn. 底径11.0cmの大型品である。

瓦特 (458~461) いずれも椀で、 458は底部糸切りで板状圧痕を持つ。

白磁 (462・463) 462は椀v類の1.1縁部で復元U径17.沈m、463は椀V類のlit;部で復元底

径5.7cmである。

須恵岱 (464) 東播系の捏鉢で、神出窯殺と思われる。

滑石製品 (465・466) 石鍋再/)ll工の滑石製品である。 465は一嬬に 1個所のRを穿つ。

S K230 (図112)

2区の北半部、SB234とSD204の間に位菌する。長径0.86in.短径0.80m.深さ0.52,nで、

平面形は円形である。遺物は土l.i6料椀ないし杯 ・鍋n類の,1ヽn・が出土したのみである。

マ＝下

＂^ 
I 

図113 SK2四出-t:磁物実測図 (I: 3) 
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4. 7区の遺構と遺物

7区は 1区の病畑の南から県道小城・北茂安線まで伸びる細此い調査区である。中世末から

江戸時代の集落緑辺部の遺構群と思われ．掘立柱廷物 l棟、土坑10基、 fR6粂と小穴を検出し

た。砂質の安定した遺構検出面は、 l区の南靖から約20mの位置で湿地状の沼ち込みに変わっ

ており、更にその約30m南から再び安定した面となっている。遺揖の分布は全体に疎らで北半

部には殆ど遺構がなく、南半部に比較的まとまっている。これらのことから 7区の遺構群は I.

2区の遺構詳とは時期も性格も異なるものと考えられる。なお、以下の記述で近世悶磁おの年

代観に関する部分は大橋康：：．氏のご教示によるものである．

(1)掘立往建物

S 8720 (図114)

7区のI何端に位置する建物である。梁行 IJlll (1.60m)、桁行2間

桁行柱間J.34-l.86mである。柱穴掘方は径O.lmのほば円形を里している。主軸liNが <fw 

で、床面積1よ7.36rr/を測る．遺物は出土しなかった。非常に小さな規模の追物で、おそ らく物

(4.60m) の削北棟で、

置か錢小屋の類であろう。
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(2)土坑

S K702 (図116)

$B720実測図 (I: 60) 

2n、
I 

7区宵側に位骰する類似した規楔 ・形態・構造を持つ土坑群の一つである。丙側は囮査区外

で、全体の詳細は不明であるが、長径2.37m、短径 Jm以上、深さ0.54mである・内部に径約

5cmの杭が 2 本並んでいる。 遠物は江戸時代の困磁岱•土特が破片で少量Ill土した。
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図I16 Sl<702・S1<707・S1<715実測図 (I: 40) 

S K702出土遺物 （図118)

困詣 (467~470) いずれも肥riif均器 (I甘津焼）である。 467は鉄釉の亮で．復元口径34.Sc

2m 

m. 0縁邪上面に日跡が認められる。武雄市西川登町甕屈A窯跡群出．げ）ものに類似しており｀

17世紀前半代の製品であろう • 4681:tいわゆる京焼瓜印器のllD.で、内底綿に鉄絵を施している。

高台部は露胎でャ復元底径4.2cm.索地は淡貿色、釉潤l.t にぶい黄色である。 18世紀前半• 46 

9はJ111で、復元底径5.3cmである。紫地は灰白色、釉調は浅黄色で、全面に箱釉される0 17世

紀末から 18世紀•I環• 470はnnか碗で．復元底径4.2cm0索地はにぷい橙色、釉謂は外面白色、

内面灰白色である。 18世紀-~ii菜ーり渫．

磁料 (471・472) いずれも肥1111磁倍（伊万里焼）である。471は行磁染付の椀で、口緑部

は口節。 18世紀,p業一後菓• 4121:t白磁皿で、復元底径4.4cm0高台郊Ii露胎で、内底部は釉

を環状にかさとる、いわゆる蛇の目釉ハギである。17世紀末から18世紀代ッ

瓦路 (473) 火鉢のn樟部で、摩滅が着しい。外面は 3条の突帝とその間に1菖花文の印刻

をもち、内面はハケメである．

S K703 (図117)

S K702の北側に位樅する。両憫が悶査区外で、長径3.3m以上．深さ0.69mである。内部に

径約5cmの杭が3本Iii北に並んでいる。遠物は江戸時代の悶磁諾 ・土器が破片で少鼠，/Ill:し

た。
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図II 7 SK 703・SK705・SK706実潤図 (I: 40) 

S K703出土遺物 （図118)

阻器 (474・475) 474は花地不明の肉器で、復元口径JO.Ocm。内面は口緑部より下位が代

胎である。索地はにぷい橙色、釉閤は控色で口縁部は褐色である。475は肥，iii陶器 （岩津焼）

の瓶で、復元底径9.5cm.外面は刷毛目、内而は露粕である。17世紀後半．

磁格 (476) 肥前磁特 （伊万里焼）の染Hllllで、後元底径6.4cmである。 17世紀後半．
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SK 705・S K 706 (図117)

S K707の南に位置する 2つの土坑で．一連なりの迫情と考えられる。SK705は長径2.38m.

深さ0.62m、SK706は長径1.49m、短径1.08m.深さ0.61mで. 2つのJ.:坑の連結部分にt条約

10cmの 3本の杭がm北に並んでいる。 遺物は江戸時代の淘磁器• 土岱と古代後期_,,,低の土

器 ・阻磁器が破片で少士出土した他、弥生時代中期の広口壺と思われる底祁破片が出土し、近

辺に当該期の道跡の存在が患定されるu
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図ll8 7区出土遠物実i欝図 (I: 3) 
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S K706出土遺物 （図118)

肉器 (477・478) いずれも肥前掏器 （唐津焼）である。 477は灰釉の杭で、復元底径5.0c

mである。16世紀太から17世紀初頭。 478は椀で、後元底径5.6cmである。I7世紀末から 18世

紀前半．

磁器 (479) 肥前磁n (伊万里焼）の行磁瓶・<:.復元底径4.8cmである。内面は露胎。17

世紀後半から18世紀前半。

土製品 (480) 土師舒質の土鈴で｀麿耗が著しい。

瓦閉 (481) 岱積不明の瓦料で、 復冗口径l~.6cmである。 臨耗が著しい．

S K707 (図116)

S K705・S K706の北側に位置し、i!!i側は謂査区外である。長径1.96m以上、短径1.88m、

深さ0.5'¥mで．径約 5cmの杭が中央部とその1匈側の用部にilt3本並んでいる。遺物は江戸時

代の田磁器 ・土器が破片で少玉・1JJ土した。

S K715 (図116)

7区Iii側の遺楕群の中ではやや北寄りに位置する。仕径 lrn以上、短径0.76m、深さ0.l6m

で、東側を SD709に切られる。遺物は中世末ないし近世初頭と恩われる完形の土師臼杯が出

土した。

S K715出土遺物 （図118)

上師岱 (482) 底部糸切りの完形の杯で、口径10.Scrn.器il'li3.2cm.底径5.むrnである．内

底ナデ、板状圧痕は認められない。
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表 土 器供膳具観察表

liiii 植11:1匹1c,竺In叫底径,,,中叫り,1~1 呂 植 fl; :; 口径 怜高 底径 ヘ·~象り）呼苔:
SDJOI 瓦呂絨 174 ” 16,2 s.s 1.2 

セ紬若ヽ Jヽllll I 8 (8.9) I.I (7A) 

゜゚゚
175 

” 
(16,9) 6,7 8.0 

2 8 s., 1.2 7A 

゜゚゚
:f: ti 笞 176 

” (6.•l 2.5 (S.2) 

゜3 8 (8.1) 1.4 (6.2) 

゜゚゚
SE I 2 I 

' 8 (9.?J I.S (8.G) 

゜゚
土馳沼,J、Ill IN 51 00.0) 1.2 (8.2) 

゜゚ ゜土師笞 If 5 8 (13,Z) Z.7 (l0 .. 1) 

゜゚゚
118 51 9,7 1.3 7.7 

゜゚6 8 (12.9) 3.1 (9.1) 

゜゚
179 51 (13,2) 1.2 !10.2) 

゜？ 8 (13.6) 3.4 (9.9) 

゜
土 繕 2.llf.180 51 IG,O 3.• 10,6 

゜゚ ゜8 8 (15,2) 2.6 (I0.9) 

゜
0 

゜
土 閾苔侃 18) 5l !16.2l 6.8 (5.8) ， 8 (16.0) 2.6 (10.2)10 

゜゚
瓦苔伯 183 51 06.$) 5.5 ?,4 

瓦牡蝙 18 9 (16,0) 6.8 (6.J) 

゜
I以 51 06.3l 5.7 7,0 

19 9 (17,Z) 5,7 (6.4) 瓦畠4、Ill185 51 (9.0) Iふ (6.8) 

゜゜
． 

SD LO 2 

I± 鰭臼小• I 叫 12 1 <s.1)12.1 1 

S0025 

量S0104 

SE l 2 2 

竺 三 土ば咎仔 I紗 52 15.7 3.5 I I.• 

゜゚゚瓦 器 械 190 52 16,1 6.3 ー”’
 

゜叫
Sf: I 2 3 

竺
(8.0) 

土闊召小戴 67 

辛
IG (7.0) 

(6.8) 

(7.9) 冒
16.1 6.4 6.9 

絡

゜69 

゜
(9.6)10 

゜゚SD118 

区戸l叫叫(15,0)

SSl55 

10.0 1.7 0
 I
O
 ”̂ 伯

7.7 

54107.6)1 4.7 

I土師Zt,f、Jilli叫叫 (9.3)1』.II (7.Z)I lo回01 J:lili笛,,、1l初 お (9.0) 1.7 (6.4) 

゜St; I 5 6 101 55 (8.8) 1.5 (?.4) 

゜゚I瓦料 幌匝I叫 I I (7.•J I I I I |…咋 紐 お 12,S 3.6 7.5 

゜゚゚SB I> 4 公 お 02.ol3.4 (9.0) 

゜I 
:t:liii召小nn163 ぷ 8.8 1.7 7.2 

゜゚゚
四 55 (lz.5) 3,9 (9.0) 

゜゚゚161 35 (8.8) 1.8 (7.S) 

゜゚
。SE .I 2 8 

I伍 ぷ 8.8 1,7 7,6 

゜゚゚
|瓦岱祝|加Is1l<1ssJI s.61 C66JI I I l」

SE I 4 4 

9.2 I 2.2 I s.1 

SEJ34 

l□ |碑I631 <9.2ll 1.• 1 <1.6! 

SAO 5 0 

I土1111i.,1、Jilll叫叫
SB I 5 7 

巴SE 1 2 0 

I瓦 む椀Iml soi<11.2)l 6.1 I (7.•) 

SE184 

回

目

土駈沿,1ヽ口 211 62 9.8 I.I 7.5 

゜゚゚212 62 9.1 0.9 1.0 

゜゚゚213 62 (9,S) 1.3 6,3 

゜゚ ゜土悶岱杯 214 62 (16.0) 4,3 9,5 

゜゚ ゜
巨巨回
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：師格::1~1;] : ! 『 1鯰高1~9.:,·~1~1~叶~11: 沿:l!:I:! に：,~.~,.11;6吋~~11/.\1)ド叶翡
SE006 SE009 

十鮒的ヽ Iヽ皿 234 68 10.0 0.8 7.9 

゜
I瓦器椀1ml1•!<112>! 6.3 I 6s I 1°1 1°1 

土覧石丸駁If235 “ IS.3 4.1 

゜゜
SEOIO 

SE007 土勧召 杯 2:76 75 14.7 3.4 8.9 

゜土聞岱I)、llll 237 69 (9.3) 1,2 (7.3) 

゜゚゜
土師石椀 277 7S (14.8) 5.7 (6.7) 

238 69 9.2 1.8 7.l 

゜゚゜
加 75 16.1 5.2 6.4 

゜碑 69 (9.0) IA (6.7) 

゜
0 

゜
SEO I 5 

340 69 8.8 ).4 6.7 

゜゚゜
I瓦石叫叫 11114.61s.• I 1.1 I I I I I 

土 傾昏杯 241 69 16.2 3,6 10.0 

゜゚
SK 1 4 I 

土111111丸駐ド 242 69 (16,2) 3,3 

゜
土暉翡小皿 磁

” 
(9.1) l.S 6,9 

゜゚゚ぬ 69 16.5 4,2 

゜ ゜
お3” 

(9,0) 1.4 (6.8) 

゜゚゚土節苔綱 ™ ” 06.S) 6,1 6,8 Z84 ” 
(9.0) 1.4 (7,1) 

゜゚゚瓦器ヽlヽ● 匹 70 (JJ.5) z.o (9.•l 

゜
蕊 乃 (8.8) 1、4 (6,8) 

゜゚゚.149 70 9.1 2.1 8.3 

゜
蕊 ” 

(8.7) 1.5 6.7 

゜゚゚2SO ” 10.Z 1.9 7.8 

゜
勾

” 
(9.0) 1.6 (S.7) 

゜゚゚瓦存婉 251 ” 
17.1 6.4 7.8 288 79 (9.2) 1.3 (7.0) 

゜゚゚盆 10 16.8 6.2 7.6 寧 79 (8.9) l.3 (6.2) 

゜゚゚匹

” 17.1 6.4 7.8 函

” 
(9,2) 1.5 (7.0) 

゜゚゚254 ” 
17.1 6.& 7.7 扮l

” 
(9.0) I.I (6.6) 

゜゚゚蕊 ” 16.6 6.2 7.8 磁

” 
(8.9) l.7 (6.6) 

゜゚゚磁 ” 16.9 6.S 7.7 磁 ” 
(9.3) l.5 (?.2) 

゜゚゚お'l 7(J 17.2 6.3 7.8 蕊 ” 
(9.2) 1.4 (7,2) 

゜蕊 10 16.3 5.6 7.6 

゜
蕊 ” 

(9.2) 1.4 (6.9) 

゜邸

” 
16.'l 6.4 8.0 蕊 ” 

(10.4) 1.5 (8,0) 

゜゚゚拗 70 (16.&) 6.6 7.8 初 乃 (9.0) I.J 

゜硲I 70 16.7 6.5 7.S 土師的杯 蕊 ” 
(IS.I) 3.1 00.ll 

゜゚磁 70 16.2 士鯰召丸尻杯 蕊 ” 
(16.1) 3.5 

゜゚SE I 8 9 JOO ” 16.0 • .0 

゜゚゚瓦召椀 汲

” 
17.2 6.0 7.8 ゴ・.10む椀 301 ” 

U6.S) 6.0 7.1 

SEOOI 瓦召小 lll1 滋

” 
(8.6) l.5 (7.0) 

゜土 lili裕杯 なA

” 
(14.6) 2.3 (11.2) 

゜゚゜
30l ” 

(10.1) 1.7 7.• 
SE003 紐

” 
(11,5) 2.6 

土闘お杯 26? 72 7.0 

゜
瓦苔椀 謡 ” 16.5 5.5 7,9 

瓦岳椀 268 72 (6.0) 露

” 
05.7) 5.8 (7.6) 

SEOOZ 窃

” 16.6 6.6 7.1 

土師岱,,、Jill'l'II n 9.5 1.0 7.2 

゜゜゚
SK O I 8 

瓦呂帆 2'12 n 16,Z 5,8 7,1 

゜
|土鯰畠丸紐 13101s1 I 1s.2 I 3.1 I 1°1 1° 1°1 
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岱 種 n :ぼ口径 怜a底径ヘ● 糸1/)悴忠 l, 穫

” 
沢 ロ 往 岱店 成往 ヘ,~ふり1J 忠

冗岱員 311 ijl !S,7 5,2 6.8 瓦舌綱 Js-1 89 (16.2) 6.1 7.7 

312 81 JS,8 5.6 7.S 蕊 的 (15,8) 5,5 

313 81 CI7.0l 5.0 7.2 3.<;G 89 (16.3) 5.9 

314 81 16.2 :157 的 (16.4) 5.5 

SKJ8S 磁 89 06.6) S.7 

1:llli~,J、 1il 315 鯰 9.2 1.0 6.8 

゜゚゚
359 的 06.6) 5.4 

316 鯰 (9.5) 1.3 (7.7) 

゜゚゚
361) 89 06.4) 6,0 

317 82 (9.3) 1,0 (1.2) 

゜゚
361 89 (15.0) S.3 

318 鯰 (9.0)J.l (6.8) 

゜゚
362 的 (16.7);,; 

319 82 信.6) 1,0 (?.2) 0 363 幻 (17.2)

3?.0 鯰 9,1 1.0 6.9 

゜゚゚
珀 90 (16,0) 

土創岱杯 況：I 認 (17.2)3.4 (12,3) 

゜゚゚
瓦鯰小 釦 蕊 ” 

(IZ,0) 1.7 

寛若椀 322 認 17.0 5.1 6,9 

゜゚
瓦笞,jヽ椀 啜 90 9.8 4.0 u 

323 認 17.3 5.Z 6.8 

゜゚
±鉦咎ヽ J、1l匈 91) (9.1) 1.0 6.7 

゜゚ ゜I 
324 鯰 (IS,!)S.7 (6.3) 

゜
蕊,. — 90 (9.0) 1.0 (7.2〉

゜゚ ゜匹 認 (17,Z) 369 ” 
(8.4) 1.0 (7.0) 

゜゚ ゜326 認 (J'l,0) 370 90 (9.3) 0,8 7.8 

゜3カ az (15.3) 5.3 (6.Z) S0109 

3お ＆ (16.1) S.6 (7,2) 土証-i:;11ヽ閏 31G 91 8,2 1.5 6.7 

゜SK O 1 3 土綿笞杯 371 91 〈12.3)3.6 (8.0) 

゜J: 的石杯 公 以 11.0 2.3 8.J 

゜゚ ゜
378 91 (13.8) 3,0 (10.2) 

゜
_, 

土1111笞小H 331 8'(11.0) SD l I 0 

土紺召沢 3.~ SI (8.3) I土師む1、IIls&:>I 911<10.oJI 1.2 I c1.sJj 回 I I 
333 84 (&.&) 

゜
SO J I 6 

昌HSB棗R紐 訟 (20.?)1.• (9.4) |土“いl叫叫(15.2)1J.s 1 (9.4)1 回0回
只紅JA慧員 335 8t, (9.4) SD I I 9 

SK I 3 3 [瓦器叫叫 921(15.3)163I 6.5 I 

I土咋 1)ヽ量 I叫叫 8,6I 1.z I 6.2_1 Io Io Io I s P 1 7 o 

SK026 士約如、Oil蕊 “ 8.8 1.1 7.2 

゜゚゚I瓦沿 ,)ヽ饂 I叫 871(8s1l 1.6I 6.s I 1° L皿 蕊 ~I 8.9 1 .. 1 7.-1 

゜゚゚SDJ60 397 9-1 8.3 1.3 7,3 

゜゚゚瓦蛤椀 341 89 IS.• 
I . 

6.1 6.8 露 ” 8.4 I.I 7.3 

゜゚゚348 89 (16.1) 6.3 (7.1) SR164 

349 89 16.7 6.1 1.1 土邸沿9卜皿 佃 97 ILi l.5 8.8 

゜゚ ゜350 的 (16,2)5.9 (7,9) 401 97 (IJ.2) LS (9.0) 

゜゚ ゜氾l 89 (16.8) 5.4 (1.6) 砥 'fl (10,4) 1.6 (6.3) 

゜お2 薗 (15.6)S.9 (?.I) 4-03 '17 (9,4) 1.4 (7,5) 

゜353 給 16.3 5.8 1.1 

゜
土僑笞 械 40I 9'1 (7.0) 
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怜 植 :; ;; 口 径 器店 底径へIQ糸VJ惇忠 |笞 種 11:1 :: 1口径1器高1舷；径1へ•QIえ叫り~1::1
置色±IA●員 405 

” 
(8.S} S020J 

縣

” 6.8 1瓦器引叫100106.8)1 I I I I I I 
仰 ， 8.4 SD205 

員色土118量員 姐 f¥I (l•.S) SA (6.6) 瓦笞罰 432 1'11 18.0 6.5 6,0 

<09 ~ (6.7) 433 1117 G,G 

P IO O I 4~ 107 (5.5) 

土闘笞,~JIJI 414 

” 
9.2 I.I 1.2 

゜
4閲 l<:rl 6.5 

゜415 99 (9.0) ,.i (6.6) 。
゜

SK 2 2 9 

416 99 (9.6) l.l (7.4) 

゜゚
土閾器 n457 113 IS.、3.0 11,0 

゜゚゚土閑醤 帆 41? 99 (15.8) S.7 (7.0) 瓦蒻 H 458 113 07.•l 5.7 (7.5) 

゜゚418 99 (15.4) S.8 6,8 469 113 (!S.4) 

419 

” 
(15.7) s.s 6,8 460 113 (17.2) 

“” 99 16,0 461 ll3 (6.8) 

4Zl ” 
17.0 6.2 6.9 
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表 2 1区 遺 構別容器組成表

土 師 硲 懲A色土鑽石
遺揖名

茶釜 そ・不の鱒他l 坑椀 杯・小Jill 鍋 I 鍋 D 鍋日 支農 慣鉢 捏鉢

S 0101 15(3) 92(30) お(8) 3,4 (21) 5(0) I(I) 2(1) I (0) 的(0) 3(0) 

SD 102 4(2) 7(4) I(0) l(I) 7(0) 

SD 103 Z(0) 8(3) 

S 0025 3(O) l(O) 

/ゃ、溝計I 15(3) 98(32) 2S(8) SZ(Z8) 6(0) 2(I) 3(2) I(0) 87(0} 3(0) 

％ 3.4 22.0 5.6 11.6 1.3 0.5 0,1 0.2 19.5 0.7 

SO 104 I(0) 41(7) 29(!3) 38(15) I(0) 3(I} 2(2) 2(0) 32(0) 

SD 112 20( l) 2(0) 17(10) I(0) I(0) 44(0) 

SD 117 7(0) 82(35) 14(0) 

SD I 18 9(2) 5(I) 31(0) I(0) 

ノ~II!!!鼻計n l(O) 77(10) 3J(J3) 14Z(6il 2(0) 4(I) 2(Z} 2(0) 121(0) I(0) 

％ 0.2 13.3 5.3 切.5 〇.4 0.7 0.4 0.4 20.9 0.2 

S D108 7(0) 2(0) 1(0) 

S D109 6(3) 2(0) 

S DllO 6(3) I(I) 9(0) 

S Dill 6( I) 3(I) 6(0) 

S OJJ3 7(3) I(I) 2(2) 2(0) 2(0) 

S D II~ 5(0) 15(2} 8(O) 

S D115 4(I) 6(I) I (0) 

S Dll6 2(0) 3(2) 3(3) 8(0) 

S 0119 4(I) 15(Z) 19(0) 

S D126 2(I) I(I) 

S D160 36(18) 26(3) 30(o) 

SD小計 Z(0) 86(33) 29(4) お(5) 21 (8) 郎(0) 2(0) 
（区會漬橡く）

％ 0.4 18.4 6.2 5.4 4.5 18.4 OA 

SE 120 3(2) 40(11) 6(I) l(0) 

SI!: 121 15(6) 60(況） G(0) 6〈I) 76(0) 6(0) 

SE IZZ 12(S) I(0) 

SE 123 20(6) I(0) 3(I) 

S£124 2(I) 25(13) 2(0) 

SE 127 
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扁B色-1:z;霞 瓦 務 須恵笞 傭讀娩
遺構名

そ・不の他引椀 択 ,J、Jill 償鉢 捏鉢 火鉢 茶釜 甕 l'i鉢・II鉢 甍 償鉢

SD IOI I (O} 62(12) 2(I) 6(3) I(I) l(l) 6(4) 9(I) 1(0) 

SD 102 S(0) 2(I) 

S D103 I(0) 

S 0025 3(0) 2(I) 

小区嗣溝Ilt I(OJ 71 (IZ) 2(I) 6(3) I(I) I(I) 8(5) II(2) I(0) 

％ 0.2 l5.9 0.5 1.3 0.2 o.z J.8 2.5 0.2 

SD  10~ 2(0) 以(5) I (0) 6(1) 2(0) 17(6) U(3} 

S 0112 8(3) I(0) 2(2) 

S 0117 3(0) I (I) I(0) 

SD  118 II (I) J(1) 2(0) I(I) 5(0) 

序,、IJ!i漬litD 2(0) 46(9) 2(I) 8(2) ?.(O) 3(0) ⑳ (9) 16(3) 

％ 0.4 8.0 0.4 I.• 0.4 0.6 3.5 2.8 

S 0108 I(0) 

S D109 2(0) 

SD 110 I(0) I(I) 

S Olli 

SD I 13 3(2) 

S D114 I(0) 4(2) 

50115 2(0) 

SO 116 3( I) I(I) 

SD II~ I(0) 8(I) 2(0) 

S D126 Z(Z) 

S D160 I(0) 163(SI) I(1) Z(0) 

（区S曾O楕小餘atく）S(O) 1割 (87} 3(3) 2(2) 2(0) 3(0) 

％ I.I 39.4 0.6 0.4 0.4 0.6 

SE  120 40(15) 

SE  121 5(0) 44 (24) I(I) 2(I) 2(0) I(0) 

SE 122 18(8) 

$ E: 123 四(II) I(I) 

SE 124 I(I) お(8) 2(2) 

SE 127 4(0) 
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常滑焼 白 磁
遺 溝 名

甕 捏鉢 椀n類 帆IV類 椀V類 椀¥ll領 椀lX類 械れ冷 CftVI類 11IX類 Ill f<湘 そ・不の飽明

S D101 5(I) 3(I) I(0) 2(2) I(0) I(0) 2(0) 

SD 102 3(0) 1(0) 

S D103 

S D025 I(I) I(.I) 

区小祠溝計I 8(I) ~( 2) I(0) 2(2) 2(0) 2(I) 2(0) 

％ 1.8 0.9 0,2 0,5 0,5 0.5 0.5 

$ D 10• 7(I) 3(I) I(I) 3(2) I(0) 4 (3) 

SD 112 2(0) 

SO 117 I(I) I(0) 

SD 118 I(0) l(OJ 

小区國溝計U II(2) 3(I) I(I) 3(2) 2(0) 4(3) 1(0) 

％ 1.9 0.5 0.2 0.5 0.4 0.7 0.2 

S D108 

SD 109 I(I) I(I) 

SD 110 

S Dill 

S 0113 I(0) 

SD 114 

SD 115 

SD 116 

S D119 

SD 126 I(0) 

SD 160 l(l) I(0) I(I) I(l) 

(Ii; s四o,,僚ヽ計〈） 2(2) I(0) 3(I) I(I) 1(1) 

％ 0.4 0.2 0.6 o.z 0.2 

SE 120 

SE 121 2(0) I(0) I (0) 

S 6: 122 I(I〉 I(0) 

SE 123 2(I) 

SE 124 J(0) 

S£127 
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龍泉窯系脊磁 阿安窯系青磁 褐釉凩器 滑石
遺楕名

算1~I4-鎖 そI- 綱SbIe-鯖 9品
合 計

all! 皿 椀 on 壷 その他 鍋

S D101 5(0) I(I) 3(I) 2(0) I(0) 6(I) 3(0) 6(2) 389(96) 

S D102 L(0) 32(8) 

S D103 I(0) l2(3) 

S D025 I(I) ?.(J) H(5) 

小区II溝計I 6(0) I(I) 4(l) 2(0) 1(O) 7(2) 3(0) 8(3) 4ヽ7(112)

％ 1.3 0.2 0.9 0.5 o.z J.6 0.7 1.8 JOO 

S 0104 17(6) 6(5) 33(11) 3(I) I(I) 2(0) 4(3) 297(88) 

SDI 12 I(0) 2(2) IOJ (18) 

S 0117 I(0) I(0) 112(37) 

S D118 I(0) 69(6) 

区,,ヽli!iitlItD 19(6) 6(5) 33(11) 3(l) I(0) I(I) 2(0) 7(5) 579(149) 

％ 3.3 1.0 5.7 0.5 0.2 o.z 0.4 1.2 100 

S 0108 II (0) 

S 0109 2(I} 14 (6) 

SDI ID I(I) 19(6) 

S Dill I(0) I(0) 17(2) 

SD 113 I(1) I(I) 20(10) 

SD 114 33(4) 

S 0115 I (0) I (0) 15(2) 

S DJ IG 20(7) 

SD I 19 49 ( •) 
SD 126 6(4) 

S D160 2い(100)

（S区D輝小計（） 3(Z) I(l) 2(0) 3(l) 467(151) 

％ 0.6 o.i 0.4 0、6 100 

SE 120 !I()(吟）

SE  121 5(2) I(I) 234 (68) 

SE  122 I(I) I (1) お(16)

SE 123 l (O) 50(20) 

$~; 12• 56(お）

SE  127 4 (O) 

- l:J2-



土 師 沿 黒A色土.Ill石
遺構名

支脚 そ・不の明他椀 杯・小un 鍋 I 鍋 U 鍋 m 柑鉢 捏鉢 茶釜 椀

SE 128 6(2) 8(0) 1(0) 10(0) 

SE 131 36(10) S(0) 2(0) I (0) 

SE 13ヽ l(OJ 12(4) 3(l) 22(6) I(I) 2(0) 

SE 135 I(I) 

S El36 

$ E 139 I(0) 

SE 144 31 (12) 47(0) I (0) 

SE 174 2(O) 9(3) M(6) 

SE 184 5(5) 

SE 189 21(14) 22(0) 

SE L90 3(0) 3(0) 2(O) 

SE 192 2(2) Z(0) 

SE 193 5(4) 2(0) 7(I) 

SE 194 

5 E 195 8(0) 7(2) 8(0) 

S El97 6(0) J(0) 

S EOOI 9(2) 15(7) 6(0) 

S E002 2(2) 5(0) 

S E003 )3(2) 6(I) 21 (O} I(0) 

S E006 2(2) 

S Ii 007 33(1S) 40(19) 4(I) JO(0) 5(0) 

S E008 』(0) l(0) 

S E009 9(3) 11 (0) 6(0) 

S EOlO 16(9) 16(II) t(tl ?(0) 3(I) 

S EOll 3(I〉 16(4〉 Z(0) 

$ EOlZ 6(0) I(I) 6(0) I(0) 

S E014 3(0) 

S£015 2(0) J(0) 

S E016 2(0) 2(2) 21(0) I(0) 

S E019 6(2) 幻(6) 14(0) I(0) 

S E1Jヽ計 85(38) 443(174) 32(I) 59(111 認(I?) 12(O) I (I) 2(2) Z52(I) 勾(2)

％ ~-4 28.J 2.0 3,7 3.4 0.8 0.1 0.1 16.0 J.S 
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/11B 色＋． 召饂 瓦 岱 須患召 慎lllJ煉
遺構名

そ・の不明鯰扁 椀 小 Oil 償鉢 は外 火 s~ 茶釜 甕 R鉢・櫨り 甕 這鉢

SE 128 16(5) 2(2) 

S Ii 131 7(0) I(0) 

SE 134 9(4) 3(3) 2(I) 

SE 135 

SE 136 

SE 139 3(!) 

SE 144 9(I) 4(0) 

SE 174 

SE 184 

SE 189 57(23) 2(2) 

SE 190 I(0) 

SE 192 

SE 193 2( I) I (0) 

SE 194 

s e 19s 7(2) 

SE 197 2(0) 

S EOOI 4(0) 4(0) 

S£002 l(0) 9(7) 

S 1,003 26(5) I(0) 

S E006 l(0) 2(OJ 

S E007 2(2) !OS(46) 5(5) 

S£008 

S E009 26(6) 4(0) 

S EOIO G(2〉 Z(0) 
I 

S~:01 I 6( I) 3(0) 

S EO!i I(0) 

S EOL4 

S EOIS 4 ( I) 

$ (::016 

S E019 3(0) 3( I) 

SE小計 J9(S) 448(170) II (II) S(4) 20(3) 9(0) 

％ 1.2 28.4 0.7 0.3 1.3 0.6 
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常滑焼 白 磁
遺構名

そ・不の他唄甕 捏鉢 椀n煩 祝IV類 揖v頬 椀渭頬 MIX頬 綱そ磯 11 ¥II類 lllllX類 鳳碕

SE 128 

SE 131 I(I) 

SE 134 I(0) 

SE 135 

S£136 2(I) 

SE 139 

SE 144 I(I) 

SE 174 2(0) 

SE 184 I(0) 

SE 189 2(2) 

S£190 

SE 192 

SE 193 

SE 194 3(I) I(0) 

S I!: 195 I(0) 
~ 

SE 197 I(O) 

S EOOI 

S E002 

S£003 I(I) 1(I) 1(I) 

S E006 

S E007 JI I) 

S E:008 I(I) 

S E009 

S EOIO I(I) I(O) 

S EOII 

S E012 

S EOl4 

S EOlS 

S E016 

S E019 

S Elf噌t6(I) I(0) 2(2) 11 (7) J(J) J(1) 4(0) 2(J) 3(J) I(0) 

％ 0.4 0.1 O.l 0.7 0、l 0.1 0.3 0.1 0.2 0.1 
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龍泉窯系青磁 同安窯系青l!I 褐柏困器 情 石
遺捐名

1帽~14-鎖 綱~ I- 帽SbIc-頌 嗣その・＂位
合 計

•Ill ロ 椀 G 薫 その他 鱗

SE 128 J(I) 44(10) 

SE 131 1(0) I(I) I(0) I(I) I (0) 58(13) 

S£134 8(S) IC 0) 1(1) I(I) I(I) 68(30) 

SE 135 I( I) 

SE 136 Z( I) 

S (,: 139 I(0) 5( I) 

SE 144 I(I) I(0) 95(15) 

S 1,174 2(I) I(I) 1(I) I(0) 32(12) 

SE 184 6(5) 

s e 1s9 I(0) UI(4ll 

S E190 91 OJ 

S El92 4(2) 

SE 193 17(6) 

SE 194 4( 1) 

SE 195 31(4) 

SE 197 10(0) 

S EOOJ 4(2) 4(2) 3(I) 49(14) 

S E002 I(l) 18(10) 

S£003 12(4) I(J) 4(3) 腿(19)

S E006 l(I) 6(3) 

5 & 007 2(I) 207(90) 

S£008 3( I) 

S EOOO 2(I) I (I) I(0) 60(11) 

$ EOlO ”（お）

S EOI I 30(6) 

S t;:012 15(!) 

S£014 3(0) 

S EOIS 7( J) 

S E016 26(2〉

S EOJ9 47(9) 

S E,Jヽ計 幻(7) I(I) IS(8) 2(I) I(I) 7( •) 8(6) 3(I) 2(I) 13(8) 1578(492) 

％ J.3 0.1 1.0 0.1 0.1 0.4 o.s 0.2 0.1 0.8 100 
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:I: 師 沿 /llA色土召霞

遺構名
仔•I)、J11l 慣鉢 捏鉢 そ・不の明他 椀椀 鍋 I 鍋 n 鍋罰 支脚 茶釜

S K12S 7(5) 3(2} I(O) I(0) 5(0) 

SK 129 57(24) I(I) I(I) 4(0) 7(D) 

SK 130 4(Ol 9(6) l(0) 3(I) I(0) 14(0) I(0) 

SK 133 1( I) 

SK 138 2(0) 

SK 141 8(3) 224(97) 1(0) 3(0) 

S K14Z Z(I) 3(O) 

s K 143 邸(44) 32(2) 125(0) 

SK 145 14(S) 8(I) 

SK 147 9(2) 2(O) 3(I) 3(0) 

S Kl48 I( 1) ~( 3) 

SK 165 ~( J) 

SK 166 2(0) 43(25) I(0) 

SK 167 90(35) 73(5) 3(0) 2(0) 

$ K 168 

S K169 4(2) 7(2} 

SK 172 I(O) I(0) 

SK 116 l(J) 41 l) I(0) 

S KJ?9 I(I) I( I) 2(0) 

S KJ8Z I (l} 3(0) 6(0) 5(0) 

SK 185 68(24) I(0) 2(0) 

SK 187 3( I) 2(0) 

SK 188 2(I) 6( !) 2(0) 

SK 191 Z(Z) 6( I) I(I) I(I) 

SK 199 5( l) I(O) 

S K004 I(0) I (0) I(0) 

S K013 4(I) I( J) I(0) 

S K017 J(J) 

S KOl8 2( I) 

S K026 24(6) 5<1(12) 

S K027 18(4) 8(2} 3(0) 

S K028 I(0) 10( 4) 2(0) J (0) 
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患B色:t. む襲 瓦 岱 須恵笞 傭誼焼
遺構名

そ・不のIll用 柑体・IIヽ椀 椀 小 LLLL 償鉢 捏外 火鉢 茶釜 甍 甕 !11外

SK !ZS Z( l) 

SK 129 6(0) 

SK 130 ll(2) I(0) 

SK 133 

SK 138 I(0) 

SK  141 5(S) 63(以）

SK 1~ 2 I(OJ I(J) 

SK 143 5(2) 53(24) 

S KJ.15 10(6) 

SK147 l(0) 2(1) 

SK 148 S(0) 

SK 165 3(0) 

SK 166 15(6) Z(2) 

SK 167 29(13) 3(I) 

SK 168 J(0) 

S K169 J(I) I(0) 

SK  172 

SK 176 I(J) 

SK 179 I( 1) 

SK 182 
--

SK 185 29(IS) 

SK 187 

SK  188 4 (2) 

SK 191 2( I) J(O) 

SK 199 13(6) 2(0) 

S K004 3(0) I(I) 3(I) 

S K013 3(1) 

S K017 

$ KOIB 8(S) 

S K026 15(:1) 1(1) 2(2) 2(2) 

S K027 5(0) 

S K028 5(3) 3(2) 
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常沿煉 白 磁
遺情名

そ・不の他明甕 捏鉢 柏ll類 柏1V類 航v鎖 椀II知 婉1X類 椀 い 11111'1類 IDIIX類 且その他

SK  125 
--• 

SK 129 

SK  130 I(0) 

SK  133 

SK 138 

SK 141 3(I) 

SK 142 

SK 143 

SK  145 I(0) l(1) 

SK  147 

SK  148 

S K165 

SK  166 I(0) 

SK  IG7 

SK  168 

SK  169 

SK  172 

SK  176 

$ K 179 

SK  182 

SK  185 l(0) I(0) 

SK  187 

SK 188 

SK 191 

SK 199 

S K004 

S K013 

S K017 

SK 018 

$ K026 3(3) 

S K027 

S K028 
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饉泉烹系斉磁 同安黙系斉磁 褐精悶器 滑石
遺構名

R1-l4-煩 帽s.I類- 貧6h1•-鎖 9澁
合 計

IOI 椀 直l 壷 その他 繕

SK 125 19(8) 

SK 129 76(加）

SK 130 46(9) 

SK 133 I(I) 

SK 138 3(0) 

SK 141 I(0) 308(130) 

SK 142 7(2) 

SK 143 2(0) I(0) 286(n> 

SK 145 I(0〉 1(0) 2(0) I(0) 2(0) 41 (13) 

SK 147 5(5) l(I) 3(0) 29(10) 

SK 148 3(I) 3(2) 2(I) 2(0) 20(8) 

S Kl6S 7( I) 

SK 166 2(I) l(J) I(0) 68(35) 

S K167 I(I) I(I) 1(0) 203(56) 

SK 168 I(0) 

SK 169 13(5) 

SK 172 Z(0) 

SK 176 7(3) 

SK 179 5(3) 

SK 182 15(1) 

SK 185 102(39) 

SK  187 5( I) 

SK 188 H(4) 

SK 191 13(6) 

SK 199 21 (7) 

S K004 LO(2) 

S K013 9(3) 

S K011 !( I) 

S KOl8 10(6) 

S K026 I (0) 2(2) 104(31) 

S K027 I(0) 35(6) 

S K028 I(I) 23(LO) 
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土 師 怜 ？色土器煩
遺揖名

そ・不の他舅l楕 杯•I)、 J1Il 鍋 r 鍋 u 鍋 m 支脚 慣鉢 捏鉢 茶釜 椀

S K032 9(3) 4(0) 

S K034 I(I) 4(I) 5(0) I(0) 

S K035 !(OJ 2(0) 

S K036 I(I) 5(2) 

S K037 2(1) 

S K038 

S K039 I( I) I(O) I (0) 

S K042 4(0) 5(2) 2(I) 

S K043 I (0) 

SK044 I (0) 

S K045 I(0) 3(0) 

S K046 I(0) 6(O) 2(0) 

S K047 

SK1Ht 43(18) 713(301) lO(2) 197(27) 7(2) 12(0) I(I) 186(0) 19(3) 

％ 2.1 44.8 0.6 12.4 0.4 0.8 0.1 11.7 1.2 

SB小It 1(0) 13(6) 4(0) 

％ 3.J 40.6 12.5 

SA,Jヽ計 I( I) I(0) 

％ 50.0 50.0 

SP 170 4(4) 

SP 171 3(0) I(O) 

SP小at 7(4) I(0) 

％ 70.0 10.0 

SR 164 加 (0)201(88) 63(0) 41(6) 

％ 7.0 54.2 17.0 II.I 

P 1001 29(17) 9(5) 22(0) 2(2) 

P小計 42(25) 75(32) L20(20) 24 (8) I (0) I(I) I(I) I(0) 36(OJ 8(3) 

％ 11.6 20.8 33.2 6.7 0.3 0.3 0.3 0.3 10.0 2.2 

＾ a 

計 215似） 1714(681) ?I (7) 461(84) boo<1れ） 33(0) 8(4} 9(8) 4(0) 83Z(I) 97(14) 

％ 4.0 31.5 1.3 8.5 5.5 0.6 0.2 0.2 0.1 15.3 1.8 

-141-



聞B色士む製 瓦 r. 須恵岱 傭前焼
遺情名

”周帆 椀 ,1、1i11 情鉢 捏鉢 火鉢 茶遥 甕 ・不 lil>・H 吏 枯鉢

S K032 I (0) 3(O) 

S K034 I(0) 6(Z) I(0) 

S K035 JI OJ 

S K036 

S K037 

S K038 3( 2) 

SK OJ9 I 
S K042 2(0) 

SK 043 I(0) 

S KOぃ

S K045 I( I) 

S K046 2(0) 

S K047 I(I) 

SK1lヽ計 お(9)2⑱ (118) 3(3) 3(3) IZ(7) 8(Z} 

％ 1.6 18.7 0.2 0.2 0.8 0.5 

SB小It 6(J) 3(3) 4(0) 

％ 18.8 9.4 12.S 

SAヽJ渭t

％ 

SP 170 

SP 171 I(O) 

s p,Jヽ3t I(OJ 

％ 10.0 

SR 164 31(8) 6(3) I(I) 

％ 8.4 1.6 0.3 

P JOOJ I (0) I 
p 1)ヽ計 3(0) 35( 8) 3(I) I(0) 

％ 0.8 9.7 0.8 0,3 
トー

合 計 86(22) J(JJ5(紐 ）1707) 4 (2) 28(16) 3(3) Z(0) J(I) 3(0) 邸 (25)47(7) I(0) 

％ l.6 20,1 0,3 0.1 0.5 O.l 0,1 0.1 0,1 1,3 0.9 0.l 
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常滑焼 □ 1111 
遺情名

甕 捏鉢 椀n類 椀IV頬 椀V類 椀＂煩 椀IX類 員や池 II ¥II類 lllX頬 ●そ暉 そ・'1"の'明他

S K032 I(I) 

S K034 

S K03S 

S K036 

S K037 

S K038 

S K039 
--

S K042 

S K0,13 

S KOH 

SK 0,15 

S K046 

S K047 

SK小計 I(0) •I ( I) I(0) 3{ 1) 3(3) I(I) 

％ 0.1 0.3 0.1 0.2 0.2 0.1 

SB小計

％ 

SA小計

％ 

S Pl70 

S P171 I 
s I'小計

％ 

SR 164 I(I) I(0) 

％ 0.3 0.3 

P JOO! l 
P小 計 3(J) 

％ 0.8 

合 計 26(4) •( I) 3(3) 25(15) 6(I) I(I) 3(3) 15(Z) 3(2) 13(9) I(I) 4(0) 

％ 0.5 0.1 0.1 0.5 0.1 0.1 0.J 0.3 0.1 0.2 0.1 0.l 
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紐 泉 窯 系 青磁 同安窯系青紐 褐柚淘沿 憎石
遺情名

霰1-I - 繍s1- 綱Sb1e-類 編その・鯰" 
合 計

4箪 ●鮫 皿 尻 皿 壷 その他 鍋

S K032 18(4) 

S K034 I(OJ 幻(4)

S K035 4(0) 

S K036 6(3) 

SK 037 2( I) 

S K038 3(2) 

S K039 3( I) 

SK 042 13(3〉

S K043 2(0) 

S K044 I(0) 

S K04S 5( 1) 

S K046 II(0) 

S KOH I( I) 

SK1Jヽ計 7(3) I(I) 』I(8) 6(I) 2(0) 2(I) 4(O) 10(3) 1593(519) 

％ 0.4 0.1 0.7 0.4 0.1 0.1 0,3 0.6 100 

SB,Ht I(0) 32(10) 

％ 3.1 100 

SA小計 2(I) 

％ JOO 

SP 170 1(1) 5( S) 

$ P 17 l 5(0) 

SP小計 J(I) 10(S) 

％ 10.0 JOO 

SR 164 371(107) 

％ 100 

P 1001 63(24) 

p ,Jヽ計 2(l) I(O) ~(I) 玲1(102)

％ 0.6 0,3 l.l 100 

合 計 55(17) 10(9〉66(29) 13(4) 2(1) II (6) II (7) 19(3) 5(1) 45(21) 54•0 (16•8) 

％ 1.0 o.z 1.2 0.2 0.1 0.2 0.2 0.4 0.1 0.8 100 
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N. 総括

1. まとめ

本村遺跡は、古墳時代の集裕と平安時代後期から窒町時代の民敷地という :-:つの要素からな

る遺跡である。この他にも江戸時代の遺構・遺物と縄文時代・弥生時代・奈良時代の遺物が若

干検出されたが．遺跡の主体は先述の二柑に限られるといってよい。

古墳時代の遺構は 1区に集中しており ．竪穴住居2棟．井戸 1荼．土坑7基がある。時期的

には，いずれもいわゆる古式:t:師器の段陪のものである。隣接する尾崎利田遺跡でもほぼ同時

期の遺楕群が謂査されており、岡者は本来一つの遺跡であったと考えられる。

古墳時代後期から平安時代前期までの間1ふ遺 物そのものは僅かながらも散見されるものの、

遺構の検出は調査区内では皆黒であり、現時点での所見による限り平安時代後期から営まれる

屋敷地の系翔は古墳時代の集裕からは辿ることができない。

平安時代後期から室町時代の屋敷地は、本村集落と尾崎西分集渚の間に点在する大小の高畑

に還存している。部分的に設定された調査区が多いため詳細は明らかでないが、これらは同時

併存や相互に補完しあうといった複雑な関係をもつ屈敷地の集合体と考えられる。

本村遺跡 1区からは、掘立柱建物19棟、柵列 3列、井戸39基、土坑45基以上、畑の痕跡と思

われる小溝群 2薗所などの屋敷内旅餃の他、屋敷地を区酉する略方形の溝、屋敷に付属するも

のと思われる土坑墓2基、方形周i算1基が検出された。各々の遺構からは在地土料、中国巌掏

磁器、囚産闊器・搬入須恵沿などの遺物が多数出土した。これらは当該期の土岱編年や生産あ

るいは流通を考える上で薫要な資料である。

木村遺跡2区も 1区と同様な屋敷地と考えられるが、調査範囲が狭く 詳細は明らかにできな

かった。遺存状態にも因るのかもしれないが、区i.f胃SD205・S D208はJ区の方形区i!ii界よ

り規模が大きい。

今回の調査成果で特筆されるのは、 J区において展敷地のI:!ば全体を明らかにすることがで

さたことである。 しかしながら、 1区の遺構群は数百年間の営みの残影であって、そのままの

姿では屋敷地の貴観は浮かぴ上がってこない。そこで、先ず出土遺物について時間的な位置付

けを中心に検討を加え．次にその結果に従って広い意味での共時的な遺憎群の抽出を行い、屋

敷地の変遷を復元してみたい。更に、当時の＊村遺跡ー帝を含んで広がっていたものと考えら

れる肥前安B荘に関わる文献史料を取り上げ｀この地域の中世世界を背繋とする屋敷地の歴史

的位置付けを検討して稔括としたい。
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2. 本村遺跡出土遺物の位置付け

木村遺跡から出土した遺物は、その多くが土師料・瓦苦に代表される在地土器、搬入須恵召、

国産陶料、中国産約磁料等の土料・掏磁料である。この他にも滑心製石鍋やその再利用品、鉄

釘等があるが、溢的に日立つのは滑石製石鍋く らいで、姿するに多様な容器類が出J:辺物のほ

とんどと占めていると言える。従って．ここでは容器類のなかでも大多数を占める在地土諾を

主題に据えて．その位置付けを考えていくこと にする。以下． 主とLて1区の出上遺物につい

て検討する。

(I) 土錨器・瓦器の様相

先ず碗．杯・小皿といった供膳只について、 •括資料ないしはそれに準ずると考えられる貨

料を基に 1~8期を股定する。

1期

S R 164出土土捻土師器小皿は全てヘラ切り躍し~-法位は口径が平均10.5cm (9.4~ 11.2 

cm) . 粒窃が平均1.6cm(l.4~1.8cm)、底径が平均7.8crn(6.3~9.0cm)である。やや変汎

が大きいが複数の諾種を含んでいる町能性がある。やや小型のIt¥色土翡B類椀は休部の丸み

が弱く浅い岱形で｀口縁部は僅かに外反しj¥T,台は小さい。

S K013出土土器 土師器杯はヘラ切り雄しで、 口径11.0cmの杯と してはもっとも,1ヽ嬰の段

陪のものである。愚色土沿B類椀は通常の椀に比してかなり大型であるが全体の笞形はSR

164例1こ類似する．

2期

PlOOI出士土器 土閾音Iヽ皿は全てヘラ切り離しで、法量は口径が平均9.3cm(9.0~9.6cm)、

器店が平均I.1cm (I.I~ 1.2cm)、底径が平均7.1cm (6.6~7.4cm)である．土師岱椀は外而

の回転ヘラミガキが特徴的で、体部の九みの強いものの他、口樟部が開く若形のものがある。

高台は丸みの禎い断面四角形で、高さは低いが駁みがあ り径も大さい。

S K018出土土器 土師器丸底杯はヘラ切り誼しで．沿店は低くやや偏平である．瓦笞椀は

体部の丸みの強いものと大きく 開く裕形のものとがある。窃台は低いがJf.みがあ I).P 1001の

土師袢碗に近い。特に3Uは外面の[g".i;ヘラミガキも P1001の.I:師器碗と類似 Lてお り、はほ

同時期と考えられる。

3期

S 0160出土土翡 土師昆lヽ皿はヘラり）り鐙しが多いが、糸切り綬しが少数ある。法・歪lin

径が平均9.0cm(8.4~9.3cm)、笞裔が平均1.0cm(0.8~ 1.0cm)、底往が平均7.2cm(6.7~7. 

8cm)である．瓦諾椀は窃台が発遠しており .SKOI8に比して明らかに而い。ヘラ切り雌し

の痕跡を留めるものがある。
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4期

SE 184出土土器 J.:師器小皿はヘラ切り離しが2点、糸切り鰈しが 1点である。面者を併

せた法元は．口径が平均9.5cm(9. 1~9.8cm) . 岩窃が平均1.1cm(0.9~ 1.3cm} . 底径がギ

均7.0cm(6.3~7.Scm)である。土師径杯はヘラ切り熊Lであるが、 口径16.0cmの大型で．器

形も一紋的な杯とはやや異なる。

S E007出土土器 土師沿小皿Iiヘラ切り焙しと糸切り際しとが滉在する。法羹はLI径が平

均9.1cm(8.8~9.3cm)、器店が平均I.むm (1.2~J.8cm}、底径が平均7.0cm(6.7~7,3cm) 

である。土げ舒杯・丸底杯もへ9切り塁しと糸切り痘しがある。瓦沿椀は規格性が強く、あく

までもこの時期の変差の一つを示していることを念頭に性かなければならないが，S D160よ

り更に窃台が発逹していることは明瞭である。糸切り雌 Lの痕跡を留めるものがある。土師沿

椀も器形は瓦笞椀に類似するが、高台径 ・ 高台高は明らかに小さく、 ~j台の断面形はむしろ古

相を示しているゅ瓦笞小皿もヘラ切り維しと糸切り躾しとがある。

5期

SK 141出土土器 土師沿1/、JIilはほとんど糸切り離しで、ヘラ切り離しが僅かに視じる。法

黛は口径が平均9.1cm(8.7~10.4cm)、店高が平均1.4cm(1.1~1.7cm)、底径が平均6.5cm

(5.7~8.0cm)である。土師粒杯 ，丸底杯は糸切り離しで．杯の注量はやや不確実ながら復元

底径15.1cm、若薪3.1cm、復元底径10.lcmである。瓦器椀は高台席がSE007よりやや小さ い

が、逆に土~iii符椀の高台IJ:SK14 1の方が発達しており、結果的に瓦若椀と類似している彗

6期

SK 185出土土器 土師路J、Jlllは全て糸切り離しである。法品は口径が平均9.1cm(8.6~9.5 

cm) • 路窃が平均1.1cm(J.O~J.3cm) . 底径が平均7.1cm(6.8・-7.7cm)である．土師沿杯

も糸切り隣Lで、復元口径17な ,n、器窃3.4cm、復元底径12.3cmを測り． 一般的なものより大

型であふ瓦特椀は丸みの強い骰形のものと大きく開く器形の 2植がある。ヘラミガキの省略

が特に外面体部下半に顕苓で、糸切り隈しの振跡を留めるものが日tr.つ。高台は苔Lく退化し

ている．

7期

S P170出土土沿 土師沿小皿は全て糸切り誼しである。法黛は口径が平均8.6cm(8.3~8.9 

cm) . 器高が平均l.3an(I.I~ 1.4cm)、底径が平均7.3cm(7.2-7.4an)である。

8期

S B154出土土器 土師料9ト1l11は全て糸切り熊しである。法足は口径がいずれも8.8cm.器

高が平均1.7cm(1.6~ 1.8cm)、Ii.(径が平均7.3cm (7 .2~7.4cm)である．

以上の 1 期から 8期の各段階1:l 、餃も基本紬となるべさ土師苔杯・小lil1の出土傾I•りに遺構毎

の差異があるため、若干の'1~•盲定要素が残るが、概ね大宰J/fXJ期からXI'圃期に並行するものと
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考える。椀形懇l:t瓦料を中心に展開するが、深い器形の組列と浅い岱形の組列とが系譜を違え

て並行する．瓦料椀の仮遷Ii、ヘラ切り隣しから糸切り離しへの変化やヘラミガキの省略化等

に示される製作技術の変化と、高台の退化に最も特徴付けられる形態の変化という 二つの面を

持ら、そういった点から S£009出土の275はSKl85より後出するもので. 7期に比定できる

資料であろう 。瓦沿椀の出現から消滅に至るまでの細かな編年作業は今後の謀題といえる，更

に8期以間についても 、良好な一括資料には乏しいものの、大苺冴fXIX期-xx期並行と考えら

れるものが存任し、これらをそれぞれ9期・ IOJl/lとすると、 1期がJI世紀中葉、 2期がII世紀

後菜から 121り：紀初頭、 3期が12世紀前葉、 4期が12世紀中葉、 5期が12世紀後葉、 6期が13世

紀前葉、 7期がJ3世紀中袋、 8期が13世紀後葉、 9期が14世紀前薫、 10期が14世紀中葉という

年代観が与えられ、本村遺跡 l区の遺構群を.II世紀中葉から14世紀中葉までほぼ連統するも

のとして捉えうる。但し．ここで設定した各時期は．厳術に言えば大宰府編年と細部にわたっ

て l•lーという訳ではなく 、地域的特質の抽出を含め周辺遺跡での検征が必要であろう．

次に鉛についてみてみよう。 I・2期の例は木村遺跡ではないが、 甕から錢への転換期と考

えられる。 3・ 4期には鍋I類が使用されている。 SDJ60出土の375は全形を知り得る貸重な

例である。SE007出土の245は煤の付箔があまり穎労でなく鉢である可能性も残るが、ljlJらか

に小型である点は、 ll類以降の在り方と併せて大1)ヽ2種の沿種として訟磁できる。また.SK 

129出：I:の337は1類と牝行する時期の把手付続である．今のとこ，，佐汀平野では他に見ない形

態である。北九州市長tfA遺跡V叫irJ号溝に類例があり、胎土の特徴も共通することから投

入品の可能性がある• 5・6期には鍋na頭が使用されている。pl030出土の424は全形を知

り得る例で、大型のものである。同じ形態で小型のものもあるが、 本村遺跡の資料で芥げうる

ものはない。7・8期には鍋0b類が使用されている。前橘ではllb類に後出するものとして

fi C類 ・Ud類を改定していたが．泣的に極めて少ないことと.m類の初現が14世紀1消菜1こ湯l

る可能性が強いことから．むしろ I類とlla類を繋ぐものか変界的なものと して、その位置付

けについては一旦撤回し、資科の増加を期待したい． 従って、 9・ 10期に渦m類が比定される

ことになる。 m類のはとんどはma類で、 SDI14出土の389のような小翌品I.:S D116出土の3

91のような大型品とがあるこ とは、 T. IJ類に同じである。鍋illa類は10期以降も存絣する息

の反い形態で、細分が可能であれば時期決定に布効な材料となるであろうが．やや多様に息え

るLI縁部形態という属性も同時期での変差が大さく ．現時点では見通しを得ていない。なお．

鍋の支脚として用いられたと考えている断面ほ丸方形ないし円形の様状こI:製品が少なからず出

土しているが，全形を知り得る資科がないため具体的な使用の形懇等について言及できない．

出土傾向からすると鍋I類 .n類に伴うものが多いようである．周辺這跡では尾崎利11J遺跡を

除きほとんど柑告例がないが｀不明遺物として採りあげられない場合が多いようであり、今後

注意する必要がある。
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土師笞・瓦器のその他の特種としては、捏鉢 ・慣鉢・茶釜・火鉢と甕がある。いずれも出土

且は多くな く、供膳具の編年のどの役附に伴出するのか不明な点が多い。捏U:・ 償鉢について

は小破片で区別がつかない場合が多い。瓦お捏体の全形を知り得る資料としてSK047出土の3

鴻があるが、単独で出土した資料で時間の確定はでさない。ば鉢のIll視は 7期以屁のようで會

鍋 ID類と共伴する傾向が強い。茶釜は小片がSD101・S D104から出土したのみである。火鉢

も1/ヽ片がSD101とSD126から出J:したのみである。S0101出土の22は視入の可能性もある

が、口縁部が直線的に開くもので、浅鉢形であるとすれば出現段J',fのものとして捉えうる。吏

は格子・クタキを持つ小型の形懇で、須恵舒系ないし須恵料模倣のものかと思われる。

(2) 須恵詐•国涯陶器・中国薩陶磁器の様相

須恵苔は東播系の捏鉢・甕と在地系の炎とがある。なかでも東播系の捏鉢は安定した出土量

があり、この時期の潤理具の主体を占めている。13世紀以9和の魚住窯宛の資料が多く．神出窯
●) 

産は少ない。在地系の須恵器甕は、焼成が軟質のものと硬質のものとがある。底部は平底で｀

口緑部は外反し端部は平坦に仕上げる。外面は格子タクキ、内面はハケメないしナデ講整であ
Iヽ

る。産地については特定でさず、最も類似するのは荒尾市悸万丈癌の製品であるが、未発見の

窯を含め、在地系の製品とするに留めておくのが妥当であろう。

国巌附笞は常沿焼の人甕．捏鉢と伯前焼の慣鉢がある。常沿焼大売の口緑部は縁帯部をもつ

" が、発達したN字状よりはやや古相を示し．赤羽氏編年のW期後半に比定できよう 。14世紀前
●) 

半ないしそれよりやや潮る時期が与えられる。 1個体のみ出土した常滑焼捏鉢は、大甕0)底部

と同じ形態・製作技術を示す照高台のもので、管見0)限りでは九州で初例である。時期的にも

大売と並行するものである。備前焼播鉢はSDIOIから 1点のみ出土した。焼成は焼き締まっ

てはいるものの、色謂はやや明るい青灰色を示している。口繰部を欠くため時期の特定は不確

実ではあるが、 SDIOI出土遺物の年代観とも併せて、間壁氏編年のl11期ll炉半に比定しておき
●) 

たい。媒内で確訟でさたものの中では最古段階の備前焼である。

中凶産肉磁器は白磁と汗磁の椀 ・皿七主体として彎若干の渇釉淘器壺 ．捏鉢が加わる。この

他、白磁壺・褐釉掏器天目・褐釉淘群茶入がある。出土黛が比較的安定しているのは区國溝の

s0101とS0104であり、在地土怪編年との紺かな対応は不明であるが、類別の出土傾向を慨

観しておきたい• I期 (II世紀中楽）には掏磁料が伴っていない。 2・3期 (JI世紀末から12

世紀前葉）では白磁椀IV類 ・V類が多く、椀VID類・ 皿VI類・褐釉悶器壺などがある。4-6

期 (12世紀中葉-13世紀前葉）では前段階の肉磁沿に同安窯系行磁椀 ・11ll、龍泉黙系斉磁椀I-

2類 ・I-4類等が加わる。 7・8期 (13世紀中葉-13世紀後菓）には龍泉窯系汗磁椀1-5

類と白磁椀IX類 ・皿IX類が加わる。 9・10期では龍泉窯系背研椀I-5類と白磁IX類の比字が

嵩くなり、龍呆窯系資磁IV類や褐釉陶笞天目 ・茶入等が加わっている。

(3)容器類の組成と使用形態
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木村遺跡で出土した多植多様な容苦類がどのように使い分けられていたのか、定黛的な検討

を拭みた。表21±J区の各這捐出土の容料類稔破片数を、料種毎に集計したものである． （ ） 

内はそのうちの口樟部破片数を示す。本来的には個体数の算出と時期的な区分が必要であろう
9●9 

が、今liilはそういった作業まででさなかった＂但し、総破片数の槃計はどの遺跡においても同

じ荼準で提示できるため、相対的な比較は可能であろうし．童的な保証があれば有意な傾向を

説み取ることができるものと考える。表2を若干補足しておく 。 「須恵器捏鉢 ・襦鉢」 68点は．

産地不明の播鉢 1点を除き東播系の捏鉢である。 「白磁その他 ・不明」は．小破1ヤで椀・ 1lllの

区別や類別の同定ができなかったものであるが、 1点だけ白磁壺が含まれている。 「褐釉悶料

その他Jは、捏鉢3点と天目椀 1点及び茶入 1点である。

図121は容お類の種別組成と形態別組成である。方形区画溝I・ llの合計と 1区の総計を示し

た。時間輻のある資料ではあるが、まとまった量であることと廃棄・遺棄時点での選択性を除

去できることから．ある程度の検討には耐え得るであろう。先ず種別組成をみてみると、土師

器がもっとも多く 7096近くを占めている。次いで多いのは瓦諾で.10-2096である。中国産掬

磁器は区jij沼計では11%と高い割合を示すが. I ii<:3tでは5%である。黒色土粒A類 ・B類は

合わせて 2%以下であるが、小破片がほとんどで、瓦岱椀の破片が含まれている可能性が強く、

次際の割合はこれよりやや低くなるものと思われる。須恵器は 2-5%と安定しているが、備

前焼 ・常滑焼は少量である。滑石製石鍋も量的には多くない．

次に各形態の組成をみてみる。供膳共は土師岩の杯 ・小皿がもっとも多く．椀と合わせて土

師器が50%前後を占める。次いで多いのが瓦器椀で、 30%前後と安定した呈である。白磁椀 ．

ntlは区囲溝計で 5%、J区総計で 2%、青磁椀・皿は区同溝計で19%、1区稔計で 5%である。

黒色土召A類椀と黙色土料B類椀はいずれも 3%1こ潰たない。青磁が白磁より明らかに多いの

は、 1区の主体的な時期が13世紀前後であるためと考えられる。このように一定位の中国蘊磁

沿が使用されているのは、北邪九州の12~14世紀の集蕗遺跡に一般的な傾向である。煮炊具は

90%以上を土師器鉛が占めている。滑石製石鋭は 596と少iil:であるが．耐用年数が長いこ とと

破損後の再加工率の石さを考慮に入れると、 上師器鍋と共に煮炊Hの組戚で安定しf;位讃を占

めていたものと捉えうる。上師岱絹と滑石製石鍋との関係が．供膳具における在地:t・.牲と中国

蘊磁岱との関係のような階層的構造であったのか、あるいは楳能的な分担関係であったのか明

確ではないが、鍔を巡らせる羽釜形の石鍋が多いことは後者の可能性を窺わせる＂関理具は東

播系須恵沿捏鉢が40-50%と多数を占め、瓦岱捏鉢．襦鉢が約3096、土緬若捏鉢．償鉢が15%

前後とこれに次ぎ．褐釉淘船や常滑焼・傭前焼は少量である。 このような状況はt 在地産のば

鉢が大多数を占める15-16世紀の状況と比較するとその差異が明瞭であり ．この地域における

中世前半期の典型的な様相と己える。貯蔵具は．復能的な面から I:面器 ・瓦路ははとんどIllい

られず、在地系の須恵器売を主体として稟揖系須烹器亮・常沿焼甍・褐釉陶器壺が蛹完的に加
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わっている．在地系の須恵笞亮以外では常滑焼の甕がやや多く、これは先述のように在地土料

編年の 8-10期に限られているため．この段陪における比率は更に裔いことになる。その他の

形懇としたものは、在地·I:~の茶釜・火鉢と褐釉陶路の天目 ・茶人で、喫茶具と暖房具である。

いずれも出土点数が位かであり、定量的検討に耐えないが. 9-10期の資科と考えられ．この

段階で 1区屋敷地の主体者が喫茶の風習を受容していた可能性が指摘される。
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3. 本村遺跡 1区屋敷地の構造

(1)建物群の構成

視覚的に 7紛所の分布域にまとめられる建物群が辿った過程を再／青成する。1区の建物群に

は、東西棟から構成される遠物群 (Ib 群 · Dan•Ub 群 ·De 群） 、南北棟から捐成され

る建物群 (Ia群 ・lldf.・ 『f群）、東西棟と南北棟から構成される姪物群 (0d詳）があ

る。姪物の規校は2X3間・ 2X 4 Jlll と IX2flll•2X2 間の大,Jヽ 2 植があり、この大小の規模

の坦いは、ne群に靖的に示されるように、主屈と付属屋との関係であることは容易に推測で

さる。

U e群は2X4間のS8049とJX 2f, りのS8022・S B023との組み合わせから成っており．

この 3棟は主暢方向がほぽ一致することから同時存在と考えられ． 主昼 1棟十付属屋 2棟の類

型として捉えうる。

次に na群であるが、 SB155はSB156・S 8052と並複するが、 SB156とS8052の間に

は茂複関係はない。 従って..:. の3樟の新IB関係として想定できるのは、①S B155→ S 8156 

-S B052、②S8052-S B156-S 8155 (①の池）、③S 8156- •S 8155-S 8052、① S

8052- •S 8155-S 8156 I③の逆）、⑤S 8155→ S 8052-SB 156、⑥S B156→ S B052-

S 8155 (⑤の逆）、⑦S 8155→ S 8156・S B052. @S 8156・S 8052-S B155 (⑦の逆） ．

の8通りが全てである。3棟の主輪方向はSB155がN9• E、SB156がN12'3)'E、SBOS 

2がNl7'Eで` 主軸がある一定方向に傾いていくものと仮定すれば、 ①ない し②の新旧関係

がna群の変遷と して考えられる。

同様に Ub群の新IB関係を主紬方向を手掛かりにみてみると、①S8!52-S8154→ S 815 

3、②S 8153-S B 151-S 8152 (①の逆）、の2通りが考え られる。ここでIIa群の在り方

と照らし合わせてみる と、仮に3時期に区分した建物の主軸方位が11a群と 0b群とで1対 1

の対応閲係を持つという．興味深い事実が解る。つまり0a群SB155とUb群sB152. n a 

群S8156とUb群SB154、lla群SB052とDb群SB153は各々同じ主軸方位をとっている．

群別を越えて対応する 2棟の姪物は、いずれも規模の大きな姪物と規模の小さな廷物との組み

合わせであり、更に 2棟間の距離は全て約20mと良く 一致している。これらのこ とから、見か

け上は 2箇所の廷物群である na群とIlb群は、実際は有機的な関連を持った主屋 1棟十付属

屈 1棟からなる類製の、 3時期に亙る変遷の復合であることが埋解でさる。各追物からの出土

遺物は非常に少ないが、 SB155出土の土師沿,1ヽ皿が6期.S B154出土の土師祐1)ヽ皿が8期．

S 8153に伴うと考えられるSAOSO出土の土師昆lヽ皿が10期にそれぞれ比定され、その他の出

土遺物もこれと矛屈しない。以上の検討から、 na群SBISS (2 X 3間） + JI b群SB152 

(IX 2間）一nb群SB154 (2 X 4問）+ n a詳5B156(I X2間）一Ub群S8153 (2 
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X3間） +Da群$8052 (IX 2間）の変遷を辿ることがでさる。Da群 ・Db群の分析か

ら．這物の主軸方位が北を起点とした場合に西に飯れていくという方向性が想定され、これは

区面清S0160より方形区画消I剛辺 ・方形区國溝D.北辺が西に仮れている こと からも支持さ

れる。

同様に rb詳をみてみると、S8151がSB150より僅かに西に振れている.:.とから、 SB!S

0-SBLSIの変遷が想定できる。 SBISOとS8151との主軸方位の違いは、 見方によ っては殆

ど無視でさる程度の軽微な差であるが、 2棟が大きく蕊複していることから、 fillー場所での建

て替えに近い、短い期問内での時期差を示しているものと考えておく。達物規模はいずれも 2

X3間で．周辺にはこれに付属する達物は存在し ないことから、主屋 1棟のみから成る類型と

Lて捉え られる。

次に Dd群であるが、東酉棟と南北棟の組み合わせから成るが、 2X3間以上の束西棟SB

157とIX2間の南北棟S8021とは主軸方位がほぼ直交 し、その位置関係も L字形である こと

から同時存在の建物と考えてよい。Dd群は主屈であるS8157が東丙棟であることから、 I 

b群 ・lla群 ・Ub群 ・De群といった東西棟の注物群との関係が密接であると考えられ、便

宜上これらをまとめて東西基渭の達物群とし、市北棟の Ia 群• ll c詳.u f詐を南北基濶の

追物群として区別しておく 。

r a詳とn'詳は各々 1棟のみであるのでひとまずおくと Lて,0 c群の構成はどのように

捉えられるだろ うか．主屋と付属屋という観点からする と、SB 158・S B020が主歴、S815 

9・S B040が付属屋の規模であって、2時期に分継できそう である。主輪方位と位置関係から、

SB158とS8040、SB020とSBl59の対応関係が想定できる。2時期の新1日は、東西棟と同

様に北を起点として西に振れていくものと仮定すると、 SB158+ S 8040-S B020+ S Bl59 

という変遷が考えられる。

さてここまで述べてさた各群別の建物の相関関係を図示したのが図122である (ilf群の

S B041のみは他の建物に比 して主軸方向が著しく振れているため除外Lている）。主屈 1棟

＋付属屋 l棟の組み合わせを基本として、主屋 1棟十付属屋 2棟 (De群）や主屈 1棟のみ

(Ta群 ・1b群） といった変辺があるこ とが看取される。これらの組み合わせを 1単位と し

て、 次にこの図を眺めながら単位間の時間的関係を考えていこ う．

先ず東西基渭の建物群についてみると、棟方向から各単位が概ね 3時期に分けられる。これ

は概ね Ua群 ・Db群の3単位に相当するので、先述の年代観から蚊初の段階がS8155+ S 

8152とDe群｀次の段陪がS8154+ S Bl祁と Od群位後の段陪がSB153+ S 8052と1

b詳、という変遷を辿るものと現解しておく。 Dd群のSB157は5-6期と考え られるSEO

08より新しく、高台の退化した瓦舒椀が出土していることから 7-8期に比定され、ここで示

した0a群 ・Db詳との対応関係と矛盾しない。
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次に南北基調の追物群についてみてみよう• 0 C評の2つの単位についてti先述のように時

期差と考えられ、ra群 (SB024)は、棟方向からそのうちの新しい段階に相当するものと

見｛故せる。I{群 (SB如）については不明である。それでは束西碁講の建物群と南北基禎

の建物群との関係はどうであろうか。寛西碁関の姥物群の 3段陪は前節で検討した土器編年で

百えば、各々 6 期前後、 8 期前後、 10期前後に柑当する。主軸方l•Jから南北基闘の建物群の 2

段陪をこれに対応させた場合、古段階は6期前後、新段階は8期前後にあたることになるう。

ところがこのように考えた場合、 I-4期に相当する迂物は、所属不利のSB041を除き存在

しないことになる。少なくとも 2期以降は井戸の存在から 1区周辺での居住は始まっていたも

のと考えられるので．その時期の述物は調査区外にあるか、建物として認定でさなかった,1ヽ穴

群の中に限もれているか、あるいはこの紹釈が間違っているかのいずれかである。そこで.·r•:r 

北基関の建物詳について再度検討してみる。いずれも直接的な他選楕との旗複も出」：遺物もな

いが、 Ta群には井戸Ia 群 (SEt20·SE12 1 • SE122・SE123)が, 0 C群には井戸U

¢群 (SEOIO・S EOII}が近接しており、各々の廷物群に伴う井戸である可能性が強い。.:.

れらの井戸の時期はいずれも 2-4期に比定できることから、消極的な根拠ではあるが、 111北

甚蹟の建物群が束西基鵡の追物群に先行して存在したものと考えたい。

以上をまとめると .1区の紐物の変遷は次のとおりである。第 1段階： SBl58+SB040→ 

第2段偕： S Bo20+ S 8159, S B024→第3段附： SB l55+ S 8152、S8049 + S 8022+ 

S 8023→第4段階 ：S B154+SA051+S B156、SB157+ S A055+ S 8021→第5段階の

I : S Bl53+ S A050+ S B052、S8 150- • 第5段陪の2:S Bl53+SA050+ S 8052、S

8151。

(2)屋敷地の変瀑

前項で検討してきた紐物の変達と前節の土料編年によって厖敷地の推移を追ってみよう。

I期 (II世紀中葉）

この時期の遺携Ii方形周滋SRl64とSKOl3など僅かであり、本格的な屋敷地として利用さ

れる以前の時期である。 SR164は周溝を伴う裳である可能性が強い。平安時代から鎌倉時代

の囚溝墓は、周辺地域では基山町・T・塔山遺跡、大和町佐保遺跡、小郡市津古土取遺跡、同市干

潟遺跡．福岡市叛氏鏡J以遺跡、熊本県城南町上の原近跡等の例がある。これらの多くはSRl6 

4より一回り規模が小さい。SRl64の場合．因溝出土遺物中に惰材と思われる角釘があり、周

渭が浅いことから、盛.I:を持った周沿墓が苦しい削平を受けたものであろうと考える。久留米

市古牢田遺跡sx2011. 陸舷部の存在を除けば規模 ・形態がSR164と類似するものであ I).

ゃはり主体部は検出されていないが、周沿内から副葬品の可能性の強い炊刀干が出土している。

このような例を、小規模な周溝墓に比して店い盛土がなされていたために周溝よ り上位に設け

られた主体部が削平されたものとする想定はあながち問違いではあるまい。 SR164を慕とし
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●) 

て捉えることが妥当であれば、 r期は大規桟な造墓が単独でなされ居住の摂跡がほとんど認め

られない時期とする..:.とができるり

ll期 (II世紀末ー12世紀中染）

居住区としての利）flが始ま った時期である。達物llC群のS8158とS8040の 1単位が屋敷

地の欣初に営まれる。次の段陪では．この 2棟がSB020とSB159へと述な り.S Dl60とS

Dillによって区嗣され屋敷地としての体裁を整えるーガ．区面外の北1111こSBO以が営まれる。

II期の井戸は、 Ja群 (SEl20・S El21・S EJ22・S El23)、SEJ24. 0 a群 (SE184) 

、0e詳 (SE006・S E007)、0g群 (SEl89) • IT i群 (SE002) D j詳 (SE019)、

TI£ 群 (SEOJO・S EOII)、Um群 (SE012・S E015・S E016)、S£192がある。井戸

ll e群に接して土ii埋納遺構PIOOIがあるが、土器の出土状況と居住区として利用される最初

期の時間に比定でさることから地鎮遣構と考えられ、この周辺に確認でさなかった違物が存在

した可能性がある。また畑状遺溝SXOS4はその方向と位償関係から．廷物 flC群に伴う菜圏

の類いとするのが妥当であろう。

m期 (12世紀後葉ー13世紀前葉）

注物群がIii北基調から東酋基謂へと変化する時期である。屋敷地の構成が一変し、建物 ITe 

群と建物Da・ll b群の S8155とS8152の2J肖．位が営まれる。注目すぺきは SB155の位置

で、 SRl64を破壊して達てられている。先述のようにSRl64は単独の墓と考えられ、 U期に

おいても区画溝SD160の外憫に位置し．墓としての意織が残っていたものと想定されるが．

.:.の段階に至って、それが壌され建物が立っていることは、 r-n期までの中体者とm期以焙

の主体者との餅絶を俎定せしめるに充分である。井戸は SE008・SEt95・SE197がある。

また、 SP171は龍以黙系青磁椀 I-J-4j月のいずれかを副葬していた涵で,m期の所産と

しておさたい。皿期の後半段階には方形区画滋I・ Ifが掲削されていた可能性があるが、藉実

なのは次のIV期以砕であるため図示I!しなかった。

W期 (13世紀中葉-13世紀後素）

二つの方形区面沼によって囲まれた松敷地の素観が成立する時期である。方形医酉溝 I/ll土

遺物と方形区國溝n出土遺物の時期紐はほとんど同じであり、図1231こ示す接合資科からも二

つの区画溝がほぼ同時期に機能していたことが推し測れる。方形区圃 0の範囲では、 11a・D 

b群の違物がSBl団と SBl邸に引き継がれ、 Ud群と併せて 2単位が営まれる。井戸は Ic 

群 CS£128・S£131)、0h群 (SEOOI・S£003)、Dk群 (SE009) がある。方形区

l!i Iの内部ではこの時期に比定でさる居住遺構がないが、方形区画西北の約 1/4にあたる範

囲が調査区外であ り、本来的には足敷地としての区面であったことは当然である。また、 方形

区囲Jの束限に土坑墓SP170が営まれているが、明らかに段敷内にあたることと．群を成さ

ず集団姦とは異なる..:.とから、いわゆる屋敷墓の例として挙げることができ.m期の SP171 
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SDI位十S0104

図123 遺構問接合没料分布図

もIOJ様に捉えうるものである．

V期 (14世紀前葉-14枇紀中葉）

屋敷地として営まれる餃後の時期である。0a・ 0 b群の姪物はS8153とS8052に引き継

がれるが、主屋の規模はやや縮小し、方形区画Jlの範囲ではこの 1単位のみとなる。方形区極

1では追物群Ib群 (S8150・s 8151)があり、 1時削に存在するのは 1棟であるが．この

1単位のみで構成されていたのかどうかは不191である。井戸はSEl36.SEJ37. SEl44. 

SEJ34・SEJ74. SEJ93. SE194がある。主た畑状遺情SX05311、その位置と方向から

S B153に伴うものと考える。

仮説を継ぎ合わせて木村遺跡 1区の屈敷地の構造を復元してきたが、紋後にその主体者につ

いて触れておさたい。県内における中世村柑遺跡ははとんどが断片的な蹟査例であり、直接的

に比較し類型化する ことがでさない．周辺地域に目を転ずると、本村遺跡とほぼ同時期の例と

｀ 
Lては．福岡市柏原K遺跡と福岡県粕屋町戸原変16遺跡が裕げられる。在地領主悩の居館と考

えられる柏原K遺跡は二重の f堀」に囲まれた屈敷と内部施設の規模・構造が本村遺跡に比L

て格段に充実している。これに対し、 「荘団経営の実際を担っていた事が想定」されている戸

屎変尾遺跡9よ木村遺跡に比較的近い規撲・情造を有しているが、子細に見ると庇付き廷物の存
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在や繕物数の多さ ．あるいは中国産悶磁諾の比率の窃さ等．本村遺跡よりややJ:.位に比定でさ
9● 

よう。この 2例との対Jtから ．中世H裕遺跡の研究が比較的進んでいる幾内の例あるいは束国

•• 
の荘団村疼の例を呑考として予察8り1こ述べるならば．本村遺 跡 1区は荘間村硝内の有）J農民庖

の歴敷と見倣すのが妥当であろう。 主た．先述のように周辺には同様な展敷地がいくつも遺存

” しており、戸原麦尾遺跡や山口県下右田遺跡にみるような、条里（的）地割に規贔IJされつつ展開
UI 

していった中世村落の一部として位置付 けることができようか。
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広瀬和雄 1988 「ヽt』11t村喜の形成と展開ー畿Iりを中心とした考占学的研究ー」 国質文化」 No.SO

pp. 7 -21 窃質文化研究会

13)須Ill改 1989 「布力農民の駐敷一新田荘・東田遺跡ー」 rよみがえる1l111t,浅間火山灰と中1ltの

哀!ill 平凡社

14) IIJ口県数n委員会.[l;j(道路公団・ 迷餃省山ロユ:111111務所 1980 「f右山逍跡第4次調査微柑 ・紐

括』山U県垣磁文化財調査線告悌53集

15)本村遺胚を含/.tlB佐嘉毬北部の条毘復元線の方位It.蒻境を越えて18神埼都北邸と基輸を一にする．

1 区の.il!物は、時期・不詳の SB~lt除いて、そU)只軸ないし短軸が座楳北から西IJ;l6 • ~18・の範11!11こ

集中しており．概ねこれに合致する。

-163-



4. 本村遺跡をめぐる中世世界 一ー安富荘内村落と しての位置付 け＿ 一

(I) はじめに

木稿は、木村遺跡が有する中世集落（村裕内展敷地）遺跡としての性格の理鮒に供するべく、

当該地域に展開した中世社会の実相について、文献史側からのアプローチを試みたものである。

肥前国内の開交史の招明の上で、行過すぺからざるはずの荘団のflll別分析については、現時

点に至っても ．実証的成果の蓄桔が決して十分ではない状態にある。かつて西岡虎之助氏、西
9● 

垣晴次氏が究明を試みた．一宮河上社と武雄社の社務機構及び社斜支配情造の尖態は、工藤敬

ー氏の再度の追究によって、より一凶明確化した。また、鋭IIJ猛氏、瀬野栢一郎氏は、元寇恩., 
貨の配分地という政治史の視座から神鮒荘等に触れられ、さらに瀬野氏の神綺・只嶋岡荘史科

の径理・編集によって、同国内の代表的壮園に関する基悦史科の確認作業が一［もの完了を見た。

しかし、これら先学の棠籟の積極的な継承は、暫時服部英紐・森本正烹両氏の精力的追究に支

えられるのみで、荘園史研究を主題に裾えた成染の大輻な増加を見るまでには至らなかった．., 
だが近年になってようやく．五味文移氏が水上交通史の視点から神崎荘に触れ、これを受けた

匹

大園ほ二郎氏が佐賀平野の水上流通機能と開発の関係1こついて．歴史地理学的千法を多用した

論説を発表している。

こうした最近になっての研究の再燃の動きと、かつてはそれ程に扱われなかった荘園内部の

流通機構の特性までに踏み込んだ論考の出現の背景には、近年の考古学上の成果の急ll!も少な

からずrr-在する。下中杖遺跡、届的利出迫跡、 名場越後出涵跡等の中世集枯址の検出ぷ(;Iの

増加は、文献史上の空白1:6分を補完し、 これと併行する中世困磁鉛 ・土岱類の分析によって、

文字史料上には現出しにくい物流面の具体的様相が究IJJされ．つつある。そして．本辺粉もその

冥例に相当することは、本報告の前章の如くである。

lt(J) 「JII'!前口河上宮項の発遠とその旭力文化史的g義」 （「荘団史の碩究J下巻 1・19邸）

(2) 「•I逍：社会の形成と神社一肥前国の湯合ー」 （『B;f<:歴史論究J・1963)

(3) 「九州庄園の研究J (19G9) 

(•l 「元寇の役恩貫地の配分について」 （「九州＃古学論牧・1972)

(5) 「鎮西御家人と元寇恩賞地」 < r訊西御家人の研究J・1975)

(6) r肥前炭長嶋荘史料J (1965)、 I肥煎凶神崎荘史科J (1975} 

(7) 「肥前l~f<tl,~fの関桑主体」 （「史学雑誌j訥邸編扮6分）

(8) 「九州中世社会の基関的研究』 (1984) 

(9) 「IJ宋賓らの拠点 ・神崎の荘と博多檜の没J(朝日百科「A;f<lf)I/£史」的）

旧 「佐賀平野の中世におけるMHIと市湯」 （「平成元年J良・佗灯人牛教ff研究学内特別経費による

研究報告苔J・1990)

- 164-



(2) 中世の r泉（和泉）村」と領主層

本村遺跡の位置する現在の佐賀市久保泉町南域は、佐賀・神埼酎郡の郡境部に該当している。

近世期の同域は上和泉村 ・下和泉村に分かれており、 Fミ明鐸村帳Jには前者の小村として出

来宿、草葉が、後者の小村に1!.ff.古村．束三上ヶが記されている。また「IJl治十一年戸口帳」

によって、近代初頭の段附では-~-和泉村が上和泉、揉木．元配分．上徳永、下徳永の各村に、

下和泉村が西尾崎、下和泉村の両村にそれぞれ分かれていたことを知悶。

「本村」の名は、 「佐買懇各町村字小名取謂帳 （明治15年頃成立）りの中に、下和泉村内の

小字名と して現れているが、管見の限りそれ以前の諸史料中には見出し得ない。村内の中核的

集窪としての性格を付帯した名称 (00本村）とも思われるが、同村内には他に「元下和泉」｀

「古村」の小字の存在を前掲取調帳中に見るため、凹断を控えねばなるまい。但し、当該段階

で既に小字名化している耶実から、集疼的繁栄の時期が近世以前に置かれることを、漠,~とな

がらも推渕することが許されようし、今回の発掘調査結米でも．江戸期以降の生活痕の希薄さ

が判明している．

中世期の佐賀市域には、佐伍御傾、巨勢荘、与賀荘、蠣久荘等の荘 ・公領分布が知られてい

るが、この 「本村」を含のた f和呆村一帝l:l、 「泉（和泉）村」と して 「安富荘」なる荘閑内

に位億していたことが、次掲の史料で確認でさる。

（史料①）源蹟田地寄進状

ポ寄追

河上社檀御賣前、肥前國佐泌口内m地査町、井安富和泉村内田地瓦段□.坪付在別紙．

右、志趣者、 1-1:x.下寮平籟土安稔也、俊CJ!rn±flifrlj'{EJifrl{:?,・,源調餞生CJ家携武勇

藝．耀父祖名跡之間．名於揚天下鷹且末、我門繁昌、祈子孫奔命長穏、 禰為預神明佛陀擁

護、 fl}寄附之状如件．
,,. ●●) 

應永三年八月廿ー8 査岐守源調（花押）

., 
（史科②）渋Ill義俊安堵状写

肥前屈佐嘉郎安富庄内泉村惣頷臓事、任代々相績之旨、知行不可布相違之状如件、

＂＂＂ 應水廿五年正月十八u

義俊卸判

綾部兵庫助殿

史料①では、源脳なる人物が家l"I興隆等の祈顧のため．河上社に対して臼領である 「安＇点和.. , ..) 

泉村」の一部を寄進しているわけだが、この調は｀永徳4年2月22日付の松浦党一揆契諾状

（松浦山代家文も66・「佐」 15)に連署する氏族中の「しさ登岐守調」と見て良く ．本来は現

在の長匂限松浦市志佐近辺に拠地を構えていた領主府と考えられる．
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史科②は九州探題渋）II義俊が、現中原町の綾部・寒水一帯に努力を右していた綾郎氏に 「呆

村惣領駆」を安堵したものである。綾部氏は南北朝動乱の過程で.Iii:!'一貫して荘府衝指揮下

に随身した国人層として、その動向が史料上に散見できるが、鎌倉期段陪からも同じ安宮荘内

に私領を有していた形跡が認められるので．次掲の史料に某き酋及しておく 。

"' （史料(j))某下文写

下 肥前國安富庄

可令早藤原幸信領知、小崎村小地頭磁

右

＂ 建治元年九月三日 判

専苔部分のみの写のため杏止文酋も不明であり ．発船主体者の特定が極めて困難となってい

"' る。小地頭職捕任の対象者である薩原幸信だが、同時期にm蹟の認められる綬部氏族中1こ、

”’ 「幸」の通字を持ち藤姓を称する者が多い点や、文苔伝米から考えても同族と見て大過あるま

い。ここで問阻となるのが、 「小崎村」を安臼荘内の村として把えている点である。 1司村は神,. 
崎荘内の郷村と Lて関係史料に現れており、現神1奇町尾崎に比定され、尾的西分．尾崎利1B.

祇問原一帯に及ぶ空間に該当する。つまり、地理上の位悦関係では件の「泉（和Jil)村」と隣

接しているわけで、神崎荘の西限をなす地域と見倣されている。とすれば史料Rは． 一村内に

両荘域が及んでいた状況を示すのか．もしくは安窟荘自体が「散在所領の集合ふ」という性格

を持つことを昭示しているものとも思えるが｀現時点では甲確な解答を持っていない．いずれ

にせよ ．前掲史科② にある綬部氏の泉村針1行に対する、 「任：：代々 相（云后-Jせてとの安堵の

所以は、 鎌倉期から既に同地周辺の支配機構に属していたという経歴に拠るものと見たい。史

釈を受けて．その2R後のBf寸を持つ絞部兵爪助宛の渋JII氏奉行人の連署奉合が出されてい

るが、その中では 「佐嘉郡内本地」との表現によって泉村惣';J[靱安堵の確約が記されている。

「本地」即ち絞部氏相伝の所領という認識が内在 Lていたことに他なるまい．

＂＂ 因みに、 鎌倉末期の 「小崎村 （尾崎撼）」だが、弘安8年に元寇恩代地として河野通有に紅

” “  行われて以紐．紐武2年に新政府によ って伊予1こ替所が給付されるまで、河野氏が同村内での

箱主権を維持Lていたものと見られる。従って、この間の絞部氏族の支配権のあり方にも不透

明な要素が残っている｀

以 ヒのように、函町i前ー中期頃までには、本村周辺を含む和泉村一帝で、松浦氏族．綬部氏

等の1)ヽ領主による分立支配・開発が展閉していたことを知るわけだが、その状懇に至るまでの

経綽を明確化するためにも．次節から安官荘fl)荘支配の性格と変遷について見ていくこととす

るa

li(I) 「角)II日本地名大辞典J41 (1982) 2031{、:wm.,, 字ヽ名の検策に関しては、以下断わらぬ限り
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多くをJoiさに拠ったため、 r角」 ・仄と略し註す。

(2) 註(I)と同。

(3) 「角J・1016頁。

(41河日．神社文書 242(「佐賃県史科集成」古文苔編・ _.'II壱。以下「佐」を数と略す。）

(;}楼邸家文寄写岱 <r佐J21) 

(6J 款部家文弓写1< r佐J21) 

(7)鐸倉期の幕1(f側からの知行充行・諄職禰任には将本家致所下文ャ袖flJ下文が使用されていたわけ

だが、この史料を見る殷り,R頭の文言や宛所の表記の仕方｀署判の位置等の様式 t:の点で若干

'"'.!I 異質な応を覚える。一方で． 「下」と書さ出す様式の関東下知状もあるのだが．これはバ永X年

以縞1こ例を見るとされており （詳しく は、近藤成ー 「文警様式にみる鎌釘硲府権力の転回ー下文

の変質ーJ・「日本古文布学論集J5・ 1986を参煎のこと）｀丈た．当改佼隋の大宰府li'flllか9』

の下文とも相泣している。従って今後．誤な文aゃ袖判芍の脱漏といった可能性を含めて．

再検討を妻する史料ではある．但し、 現玲点ではその記載内容と本文中史料②との閲運性を考え

る上で重要と見位し．敢えて掲げている。

"'"' (8)史料②•> r楼部兵崖助J11. 応水立年JJ月158付 ・民llll少輔某綸行状（綬綿家文宮写％・「佐J21) 

'""' によ って、 「詞；；；」を名乗る1化が分明であ り、 繹倉期にも元J,:3年9月11131寸の武蔦貞経下知状

""" 写（綾綿家文守写s. r佐J21)中に、「絞部又三郎幸佼」の存在が包められる。また、 q水

2年l月228!すの大字府守霞所謬写（綾邸家文密lj'.5・「佐J21)では．綬部庄地頭蒙が「右衛

l"l尉藤原；；；碁」 に安堵されている．

'""' (9) 弘安8年6月ZSBf寸・将11(家絃所下文峯 (UI城淀稲染文吝 .r肥前悽神崎荘史料J所収文苔48)

等．

Oil 「角J・702}'{, 「安畜荘」の項．

OU 粒綿家文抒写34c r佐J21) 

似紅{9)の符“家政所＇ド文案．

"'● " 佃 迅武2年10月4日付 ，太政官符案 （やm文行・ 「肥前H神絡荘史料J所収文富150)

(3) 安富荘の荘域とその特色

.: .: で、安宮荘の広がりと、その中での r泉村」の地理上の位置を罐認しておさたい。現在

散見する同荘関係史料の中で、褐村名が明示されているものは極めて少ない。従って非常に澳

然とした空間の想定にとどまらざるを得ないが、ある程度の荘域の推瀾が可能である。表3は、

その地名及び出典史料の一覧である。

これらの地名の内、現在でも残存 Lている例 (;lJII瀬村「上於副河」は現百士町上,)ヽ団JIii、

「軍」村は現大和町久留問に比定でさる）は良しとして、既1:m滅してしまっ た例の現地名上

での比定作業が必要であ り、 以下に試みておくこ ととする。

まず 「河鳩」だが、戦国期になっての袋翌11年8月20付．龍造寺政家知行宛行状 （木下家

t, ● "' 
文害 l・ 「佐」 28) に「上佐賀郡佐保河蛤之内、定築四~f」 と見え ． 降って江戸M削の慶長18

年 3月13日付の鍋島直茂奇進状写 （実相院文宅53・ 「佐」 I)には.iii! 上神社への寄迎地と L

て「佐嘉邸佐保河嶋川上村」が記されている。その後もi!月期全般を通 じて、 小城藩領として

＂＇ 現＊和町南西部ー帝が 「佐保Ill嶋癌」 と称されていたこと等からも、 「河嶋」は現在の大和町
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表3 安口荘関係地名一覧表

地 名 出 典 史 科 悶 係 文 首

小 崎（村）
娃nm治,元年9月3El付・某下文写（絞部家 「肥前闊安宮庄」「小崎村小地

文苔写7.『佐』 21) 虹費J

加 礼 皇 "文""保2年2 月 !OH付 · i•I上・ぶ免fll坪々 「山rn東郷・.....加礼里十三坪内

領主交名注文案（河上神社文t'l'J中・'f知1) 五段是ハ安宮領飲」

畑 瀬（村）
(13')1 

「肥前困安宮庄IA!畑瀬村」
麿応 2 年 4 月25日付 • 石志定阿籟状案

佑志霞文警•松浦党石ぷ辰桑書案中・ 『佐Z7)

火 桶 詞 上 r肥前困安9ぷ庄内畑瀬村岡！内鳩J

k於U1J河 同 上 r安ぶ庄畑瀬村内上於副河J

河 島 （郷） a)、建"徳""2年12月おH付・源偉III地百 r安富河叫内田地五段J

進状（河上神社文苔お9,r{釦I)

b)、（至"徳""》4年1祖）肥1削棗安ぶ荘河嶋郷坪付 r肥前閲安宮庄IA!河嶋かう 1111

案（行方文苔おO・史料纂菜窄方文店』第二）

畑 依 里 圃 上 「弥次郎丸名分はたよりかり j

村わら具 同 上 r村わらかり-:十一の捻分1i段J

lit (村） ‘Lc-密,1<2年閏7fl25B付．今）I)貞臣安坊 「肥前國安宮庄内田地竺町」召

状（多久家文苔627・'f釦10) 敷氏ヶ所、市之村内」

呆（村）An呆（村） a)、応II水函3年8112111付・源調田地寄 r安宮杓l泉村内田地爪段J

進状""~（河上神社文苫242・'佐』 1)
b),,e; 永25年l月l8A付・渋川雑俊安坊 "巴百i國佐名郡安ぶ庄I'!泉村」

状写（絞部家文苔写33・『佐』 21)

C). 応"ik'ぉ3．、2年II月15日付・民部少輔某 rij師ij國佐嘉郡安な庄l勺泉村惣

施行状写（綾部家文&'lJ.36・r佐』21) 領之事」

千 布（村） 応"'却'1<33年9月6日付 ．常兄家長寄退状 r肥前閲佐嘉郡安宮庄干布村束

東 名 （実相佗文笞一綬編ー22・『佐,15) 名之内J

（註） 「佐J=「佐賀県資科集成J

佐保周辺に該当する地域と見て良いだろう。

「/JO礼里」は、出典史料の内容から山1f1東郷に含まれていたことが分明だが、 d尉）2年II月

19日付の肥前守源某下知状（河上神社文害69・ 「佐」 I)の中で、定楽浄喜なる人物に押釦さ

れたと Lて河上山雑掌が訴えた大師揖料田の内に、 「山田西鐸加礼旦八段参杖」が記されてい

る．従って加礼里は西癌にも所属する地域と見られ．現時点では、涙然と現大和町東山田西部

一帯（戒いは束山田・西山田の中間地域）を考えるにとどまる。

次に「畑瀬村火桶」だが、笠見の隈り、他にこの地名を記載する史料を得ていない。但し、

現窪士町の上小副川北辺にある「日池」近辺を、古くは「ヒオケ」と呼称していたとの現地で
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の証言がある。この地は．蕩敗期には上佐釘代官所の行轄下にあった「日池村」に該当し、明

'" 治初期に小協JJII村の枝村となっている。中世期「火桶」の訛化地名なのか．尚． 「畑瀬」は狂

家文j'):に所収される鍋島直茂所領目録の中で.ii(茂が実陽泰院に与えた閑届料の一つとして現

れており、その「安冨畑瀬Lll」なる名祢から、旧荘名が近世期に遺存していたことを知るもの

である。

次,~、上掲の文1閉史科に現れる荘地名の他に、久保m町徳万の香椎神社．ら居＄名に「安祉荘J

名が刻されている こと を、大園陰二郎氏の御教示により知見し得たので、言及しておきたい。

存椎社には現在2糸の,¥;I届があり．その内現在の境内人口に立つ肥前.91居 （三の，ら居）は、..... , 
慶長11年12月に1111造寺致家が紐納したことを刻すもので． 「扶桑國鎮西肥前國佐＂］蒻安窟荘太

'""' 俣保Jとの銘を11する。天正18年2月298に豊臣秀占が敗家に与えた朱印状（骰造寺家文l'F20

3・「佐J3)によれば、 「肥前國佐嘉祁内、大俣五千威百1・1匹石」がその隠屈分と Lて宛行

われてお り、 政家自身が「};_(太）俣」の地と特に関係を有していた珪由がここに求められる。

また．もう一基の鳥居 （一の-~居）は、 IA参道の入口に位置して建っており、企紺5年12月に

村田政盛他を大檀主として遠立されたものだが、 これにも「肥前殴州佐賀郡安?:i~-E大俣保」と

の銘が刻まれている。

.:. Q)両.Ii!居に共通して見える「＊ （太）俣保JIJ. 未t.!Jt定地の確証を得られない地祈なの

'"● " だが、 永¾,11 10年12月 I~日付の丙持院宛 ・龍造寺陸信判物 （西持院文掛:3・「佐」加）の． 「大

俣之内」の安堵寺領 （行者免とする）の中に「窪m」と 「永里」が含まれていることから、現

在の久保田町北西部の何処かの範囲にあたることは問追いない．

行椎社についても、平安末期に地頸窪田因幡守利常なる人物が創廷したとの所伝を持つが定

"'"'"' かではなく．水IEIO年12月1寸の叡耕寺地寺領渡状（西持院文咎 1・ 「佐J20)に記す西持院

（現久保田町久保mに所在）の寺地の行立の中に． 「昼敷ー所・ニ反分．香椎御免在 レ之」と

あることから、室町末期の段階での同社の存在だけは推定でさる。

これらのこ とから、戟I!!期から江戸前期の間までには、香椎社や西持院Q)f,l祝する久保田町

北域に該当する←・術を指して、安窮荘に属するという認謙が残存していたものと見られる。

以上．現時点で検索し得た北園関係地名の分布を、現況地形図上に求めたものが図129であ

る。この結果では．幾つかの空間に大別でさる地名集中範囲（宮士町中央部、大利町南西部、

佐賀市北深部、久保田町北西部）の存在が理解できるものの、全体として極めて散在的な状態

にある点が明nであり、本村遺跡を含む和泉村は．その 1プロックの束端に位置することを知

り得るのみである。この広がりを単一の空間にくくって考えることが照鹿であるのは勿論であ

り、 一宮、国府の所在する空間ゃ、 三虞屋、蠣久、巨勢等の他の荘園の間隔に荘地が分布して

いる状態を考えるよりない。このような散在状態が安宮荘の最大の特徴であるとすれば、その

要因は、立荘から解体までの過程を追うことで求められるかと思う。
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誌 I) 「角J・3.10&1 (「佐保河島郷J、 「佐保村」の項）

<2> r角」. ~74}1 (「B池村」のIt{)

(3) 年月日未＃（同文eH1 • r佐』17)

(,1) 「久細l町四 (1971)I幻点。 尚、妥岱＇2 年 5 月 2•11'1fが 後白祠除庁 ド文（祠上神社文1•;96 ・ 「佐
I)の中に、神崎北内での損暴を粒Itる項主別の一人として「窪田太郎硲i((Jの名が実見でさる．所

伝の内容と同8.J期に窪田氏が活動していたことを知るtのの、吊滞なる人物との間係は"1'4りである．

(4) 安富荘の消長―—成立期から鎌倉肪—

安1沼［の成立から解体までを通観した先学を、未だ我々は持つに至っていない。 「佐賀市史」

"' 上巻で三好不二雄氏は、成立期の本所・領家を中心と した検討をされたが、同苔0)啓蒙的性格

に拠ってか．細部にわたる論証l;t省いておられる。文¥ff史料を比較的多く引用 し、 北域の推定

と消長の概要をまとめたものとしては． 「角」の 「安i:r荘」の項 (702~3頁）を唯一の記述と

して拳げるにとどまる。

""" 同荘の初見1よ、前掲 （第2節）史料③の矮ifl元年9月3日付の某下文案であるが、その翌々

年に鎌倉慰府1笥注所執半三浦康布が若した r建治＝年記」中に、 こ0)荘団の性格を規定する原

姿な記:拓があるので、次に抜杵して掲ぐ．

（史蜘） 「建治主年ru6月l3日暴

「十三日昭．城務破通使者之間、罷向松谷別荘之虞、披仰云、肥前肥後1!11安富庄地頭琺、

相大守可1浪9拝釘i之由．内々有御気色．只今•I被成進御下文．者．可鐙殷布が杏云 々、

fl児精H文持参山内、被以凶訪左衛門入辺巾入之堤、於1関殿被召御]ii/.伎仰云．祁庄柳

有子細言上虞、 9厨少汰之條、所悦思召也云々'J

ここでは、 国大守J即ち幕府執松北条時楽の立を受けた 「城務」 （＝秋田城介安達泰盛）

が、 三浦ば有に対して奉杏の作成を命じてお り、これ以降に安IJ荘が、諸国に分布する北条得

宗叡に編人されたことがまず押さえられるのである。

.:こで問題となるのが、 「肥前肥後積安窃庄」なる文日の理解である。 かつてん•井遠氏はこ

の得宗領に触れて、 「肥前 ・肥後のいずれかが眩まりかもしれないが．ここでI!両国にかかる.. 
ものとする」との解釈を された＂さ らに笈稚博氏は、肥前のみな らず、筑1i丸肥後に も l•l じ

""●) 

「安t1」を称する荘頷が(j.在する事実を明示された0 即ち、 「吾凄鏡」元暦元年 4月6日条に

記す、源頼朝が平頼盛1こ還付した平家没宜頷の内の「安甜領筑謂」と、託晒文柑の郡内所領田
這9

数注文に見える ．肥後託磨歯郷内の 「安宕荘」であ....このような数箇国に及ぶ分散状態を見

るだけでも．一般の荘領とは異な った出発点に立った荘園であるものと、容易に想像でさるだ

ろう。
●) 

この問題については、駄近の冗氏の成果に依拠しなければならない。つ まり氏は、前述の頓

" "'~ ●●l 
朝返Hの平家没官領,,,に「安宮領Jがある事実に加え、平頼盛が仁安年INIに大字大式載に就任

し、九州における平氏政権の優位性の確立を日的と して、匝接の指揮権を発動すぺく現地に下
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.... 
l••J してい る点などを勘案 し、 「安1:uとは頼Iヽ吝の1反名であって、大宰府管国内に設定された

「1/-f領」 (~ 質的にl.t頼盛私領と同筏であ7,う）であるとの点見を提示された。よた、 In脳

（註1)では、この「安1:i」の地を 「領」・「御領」と称している克味についてよ及され.fuJじ

肥前の「佐嘉御新」紐i例にあげ．佐叫げ,,ト地頑運叩9文案 (~札t2年2月府）の記11iによ

り「領」とは，国1紆）iと領家）jの双jjからの年訂徴収対象となる半不怜の所領という性格を持

つとの規定をした。つまり整理しておくと、かつて筑前・肥前・肥後三節国の国f!K頁として国

＂環進止下にあった地所に、平安末期になって傾盛により設霰された半不翰の私煩が「安窮領

であり、ガ尿'.'2年の平家没落に伴って没臼領として姦府直柑地の一部に吸収された沿位を知る

わけである。そしてその部は、 傾胡との俯人的関係から返還されて池大納目家領として伝肯I

された。

主題である肥前安1:ilf.の湯合、前掲の「建治三年記」の内容を考えると、北条時宗の安窮I.I:

地頭霰「御拝貿i」に対Lてl勺諾の「御気色」を示したのIふその表現から見て執権上位に位屈

する将軍惟庫親モであるに他ならず、従って.:;.q)段階まで関東湖領と して「鎌れ殿」の“領で

あったとの柑描が可能と思われる． となれば、 ii~掲史料③に見た建治元年の絞部兵ii(助の,jヽ仙

村小地頭駄補任の主体者は、謙れ将軍家に既かれるぺさ溢然性が強まるわけだが、前註にも述

べたように文¥1F様式上の再考が不可避であり、結論は保留したい。 本H遺跡の近接地をめぐる

問題であり .!f(要謀題として提起するにとどめおく ぺきであろう。

さて．ここで留惹すぺきは、この肥前安1:r領の全てが窯府進止下にスうイドしたかどうかと

いう点である。筑前の場合の如く、頼盛へ返付されたような積極的証左l.t熊い． しかし、 一部

は王家領荘固として伝領されtふ；とを示す次のような微証が残っている。

（史砂）印 講盆所領注妥

注違

御庄ん一年中課役111t•t・沼9井本支配'"'不動物ぶ

!•I• 略）

Q田御厨

不動之．

元さ雑事

糾熊_::JllJ

砂三面

安窮御領

不動之、

元：：：：躍!Ji

潤饗二1111

御巫三枚大文 ．．ヽIヽ文 ． 

御座一枚り文
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（中略）

紺茫年＋月日注進之、

これは會後白河法皇が院御所六条敗1:述立した持仏堂に始まる長講堂の．寺領荘団とその謀

役 ・夫役を定めたもので． 「安貨御貿i」がその一所に含まれていたことを知る史料である。こ

れには国名が付記されていないのだが、肥後「豊田仰厨」の次に並記されているため、肥後の

'"'" 安宮領として先学の多くは見倣している。と-ろが、座町期に入ってからのIt-水14年3月日付．

立陽門院領目贔（当該期長講裳領の目録）に1:t、 「肥前國巨勢庄」に絞き 「同國安富庄 年賀

米五十石」と明記してある。従って、達久年中以来、肥前の安富荘（領）は長講盆領を、叫ち

鎌含期全般を通じて良室領であった地所を内包していた形跡を持つものと考える。但し、史料

⑤中の註記に 「不』勤」とあるようにややかすれば謀役対揖しがちな荘支配の実情であったこ

とは、想像に難くない。

以上のように、肥＂げ安宮荘（領）の領有変遷は、国術領→大宰府府領（平家領）→関 東御領

（一部は長講堂復として袋町期へ） -・ 北条得宗碩という図式で通観することができると思うが、

ここで前節に見た関係地名分布の状悠を想起すると、その散在的特色の意味とは、国府を中心

に佐賀郡内に分布する国街碩に重複していたことを暗示するもので、 一円地としてのまとまっ

た荘領域を完成していたものではないことが推測される．また、関係地名の一例である「大俣

（太俣）保」について前述したが、荘内にI>!術領系統の「保」が包含されていることの理Blも`

上記の経過によって説明されるべきかと考える。

さて、目下のところ、こうした散在所慎の経営管理の女懇まで把えられる史料は皆無であり、

従って鎌倉期全般を通じて、半不輸の状態のまま国街・幕府の両方からの二元的支配が在地で

展開されていたのか、詳細を知り得ない。しかし、何らかの荘域 ・壮支配の改変があったこと

が．武窓s年の河上宮造営用途支配惣田数注文によって窺える。この注文l:t.iiiJ上社造営のた.. 
めに一国平均の役として、国内荘公鋲に対し111J別銭300文．禎米5升を賦課した際のもので、.. 
既に石井進氏によって大田文の一類型であることが明らかにされており当該期の肥前荘公領

の全容を知る奸個の史料である。非常に長い史料なので、以下に関係部分のみを名さ抜く u
出

（史料⑥）河上宕造営用途支配惣田散注文

注遠

肥前國庄公造 河上宮用途支配惣田勲田所渡Ill事

合

（中略）

ー、 止薗分

（中略）

安富庄 ：：．百四十丁八反 就関東衛教書定了元五B六十七T四反二丈
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（中 略）

右、大略注遺如件

正應五年八月十六日 1:1:1所 （花押）

これによると、かつて560町以上の田数を誇った安宮荘が、硲府の意息によって240町余に規

模縮少されたとなっている。これは如何なる目的から行われた施策なのか。かつてエ薔孜ー氏

は、肥後人吉荘、神蔵荘 (l前者は平家領から閲寛御預へ編入された荘頻で、後者は肥後の 「安

＂ 1:r領」を包含する）の成立について捻じ｀ 幕府の主羽による散在所領の再編、具体的には 「lfl

寄せ」措置は範囲に点在する免田 ・浮免を、定免化して一定地域に集中させるよう探査し、

円不翰領として新たに立券する）によ って立荘したものと緒論づけている．この論に立脚し.. 
て覧氏は、肥前安窃荘の場合でも、同様に「硲府による半If~輸の国領やi'?-免の再紺日寄せ」が

実施されたものと想定し．荘規模の縮少とは、その結果後の状態を示すものと見倣された。妻

するに、 OO街傭と飢家復I(平家側）の二元支配を受ける （＝得分を両者で折半する形態であっ

て、下地を分轄特定するものではない）徴税体系にあった牛不怜の府鉛「安祁鎖」を,:ii.府が

吸収後にその一円地化を目的と して「肩寄せ」を試みた結果を田数注文は記すというのである。

となれば元の560町の荘域とは、国方・幕府 （かつて平家）方に岡属した上米分徴収対象地で

あり、注文成立時の240町歩は、 下地逍止松を獲得した寡府方直格地 （当該段隋l:t得宗領）を

示したものと解釈できる。さら1こ想察が許されるならば｀前述の散在的地名分布の中に．小プ

ロックの空間分Jf.が見られるのは、上記の再編後の状態に関連付けて把えられるのではあるまいか。

以上のような質的変化を遂げた安窃荘が、鎌倉荘府滅亡後にどう いった状懇に至ったのか、

次節に見ていき たい。

註(I) 「fill宝J(l9'/7) 451 ~53TI 

(2) 「群宅類従」 ・武家部

(3) 「九州請凶における北条氏所領の研究j (竹内理三先生還府記令論集閲,OOllilJと武家社会J所収・
1969) 

(4) 「閲東御領考J< r史学雑誌」第93編44}) 

(5) l•J文,,.,10 ・ 年>I R 未詳 （ 「大分!:\史科J 12) 

(6) 「絵• 関東御領名」 （石井造編「rt•l!!:11)人と政治J 所収・ 1988)

,1i aいしくは、石井『8本•tほ国家史の研究」 (1970) ·第Jr,!第2節 「平氏の大宰府把舷J参煎のこと．

(8)恨造寺家文苔 1,1,(r佐 . J) • 「頌家卸方」と 「因方」の年訂徴収の割合を別記しているゅ

(9) ~w文書（『鎌倉遺文J 556) 

囮 八代恒治氏所蔵文行 （「大日ぷ史科J第7編8)

仰 jぼ5年8月20日付 ・「伽目代沙汰人j宛・沙弥某等連署徳行状 （河.l:神社文杏3・「佐JI) 

匹前郎7)書・筍2f,i! 第J節 「邦国大田文の作成」．祁3/1:岱 1節「一IJ!i'均の役と社寺渋営J参照。

囮河上神社文書23(「佐JI) 

M 「九州における王家領荘園の存在形態—肥後日人吉 ・神蔵)Aj荘の成立 を 中心に一」

（蛾辺證夫先生古稀記念編集『九州中世社会の研究J所収・ 1981)

四 前註(4)
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(5) 安富荘の消長ー~北朝～室町中期—

鎌倉幕府滅亡と姓武新政の破粧という不屈政情の述紐によって、全国的規模にまで波及した

南北朝の動乱の中で、九州在地勢力は室町纂府及び九州探題・各OO守設、時としてTtl朝方の下

知9こ随従することにより ．自領の安堵と新恩の船与1こ折るぺ＜奔走する。この過程で安宮荘Ii,

旧得宗舒iであるがため述武政権や室町幕府によって閾所地と して没収されたものと考えられる。

その具体的な現れと思しいのが、在地領主に対する岡荘領の分＂宛行の急 Jりであり、神埼壮t

同様に恩貨給与の対象地として認謙されていたものと見られる。表4は、同荘で行われたその

配分行為の徴証を整理したものである。

まず踏まえるぺさ事実は、相伝祈頷の逍認•安堵の形跡を示す例はほとんど無く、あくまで

も新恩として給付された所領が大半であるという点である。表中④の汗方氏の如く會恩．匹地知

行後は確実に縞子を中心に千係へ伝釘iさせ、新地所へ定箔していく方向性が説み取れる例もあ

る。その内容に触れておくと、荘内配分地を rねしはしこせん」に 2段、 「セいt'~ 」に 3綬、
I p ■ I 

「ふん四郎」に 2段というように分知せ しめ、 「のこるところわそ＇）りやうます四郎ぶしゃ悶

すへし」とするとともに、 「このしやうをはます四郎もちて、をDとともにちさやうさすへしJ

と追記し、惣領の監焙権 （処分権にまで及ぶ権限と見て良いか。要用あれば「をしむへからす」

と文末に記している）の確認を行っている。

次に実見11f能な恩貨受給者のほぼ全月が．松浦党を構成する領主層である事実が特徴的で

あると甘える。表中①の青方高直・高能兄弟の主張に 「不レ撰二内外戚ー、被 ...支三配松ilfiflll

一族 ＿」れたとの文百にある如く、また、②の相知氏他岡族の存状にも、安1~. や／副両荘の

「所務」（得分権、年貢徴収権と同義と把えて良い）は、「被レ定 二於衆中 （＝松浦党l勺）ー 」れた

ものと明記しているように、散在する荘地の分格支配が、松浦氏族に容認されたことが分明と

なっている。従って、史料上に残存していない氏族檎成月の新領獲得が、他にもあったことが

1分推測できる。

また、この後の松浦党の、配分地に対する伝領の意磁の強さを恒間見るのが．次の史料である。

（史科⑦）源栄避状

楠久村之事、長ふるまい亡ピ臼給候閉ょて、多年知行仕て依へとも、別儀をもて御所箆の
, .. 

い紐候間、岱毛すき候ハ、下地より田品屈敷岡捕久鳩i嗣曼以下さツ中候、御知行あるヘ
9●）仕）

＜候、但向後、就公私、御扱箕ちクひ候ハん時Iヽ、 fill時もそれの入状にま クせて知行仕ヘ

＜候、次安冨・河副・神埠之事ハ此方より知行仕候、此後卸異儀ある ましく候、伯楠久付

去状如件。
,., ● •L 

永徳冗年1月四日 源榮 （花押）

楠久亀殿

知行地の一部を去り渡している「源栄」は、成紺4年の松浦克一揆契諾荻によって「や主 しろ
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表 4 安宮荘内恩賞配分例一覧表

年 11 a 悠'.ltl巳受給名名 息穴に分に関する文 甘 文令 名 HI 興

注II血武4年7H ①名方ぶ直 ・品 r安な庄配分,.''llltl:削勾息1't之地． ↑ブm;ill:tl'≪状案(1'ブi文

能 ~-慣内外戚鮫支配松flli~II-訟駄」 苔262・'・肯』2)

紐"エ.. 武5年4月20tJ 四 I知越n他 『抑如卸苓下'!!.—!!i•l•i輝11下安窯 松浦"'原渥双守漣鰐書状（松

jiJ、I)紅々卸沙汰事、被出於素中、向 渾文吝5・『平P松涌安料』）

後•I布沙汰之UT. 岱参ー粽霰,,,繁』

臨 2年4J.J2.5fl ③石志定阿 ””牛定阿成重ltlll伝私傾．成凸恩賞 石志出阿籟状＊（石忠家文

之地H煩之間い肥罰員安区庄内畑瀬H」 そ・『佐』27)

壌..,.>k. 2'1'4/111B ④ nr. 渾 rらん七いの（にやすとミのしやうの 'M'Ji窃rn:攘状稟(WJ;文符

はいふんのら」 274・『行』2>

＂n斑和6年3月20R ⑤ Ill代弘 r八,_ゐ,,ん,Itm!す、 やすとみ、かわ«1負•いの 山ft弘譲状（松浦111ft家文

I志llゃ；ヽヽ．（んこう lH~UてUやうなり， 'Jf58•'W.,IS) 

fltU6年llfl R巾 村 り r肥前国安富庄r'l勲功配分[If地』 中村り巾状（笠i,j中村文書•

'ff!』碑

n和6年II月 ⑦カ凪伯 "''閲安富紀分m地J r,1; 厭等中状案（斉1；文亨

294・'1'i・,2) 

/l和6年1211 R中村近 r肥i削.0..紀富庄1勺紀分地」 中村近申状（胄方文苔・『

11/』・2964)

（註） 「脊J=史料纂集 ［古文笞編l「青方文苔J. 
「佐J=「佐賀県史料集成J、 「南J=「高北朝遺文J

遠江守栄」であると見て良く、宛所の 「楠久亀」 は、同史科中の 「くすく藷亀丸」である と思
UI 

われ、互いに松浦氏族であり拠地も近接しているものと理解 される。上掲史料の内容によれば

山代栄は、 「多年知行」の楠久村を中心とする屋敷地・田畠苓を渡す代わりに、 「安宮・河副・

神埼」の諸所、つまり表,,,⑤の山代弘譲状の文言に照らして明らかなように、恩賞配分地を

「此方より知行仕」るとしている。これは、松浦氏族としての根本知行の一部を終譲してでも、

佐賀平野での利権確保を優先させようという積極的姿勢の現れとも把えられまいか．

いずれにせよ、安宮荘は新顔の領主培による分轄支配を受けるようになり、荘領としてのま

とをりを瀬次失っていったものと考えられ、 14世紀も後半になると 、在地領主憾からの寺社に

対する所領寄進が目だってくる。掛雀 2年の瀕博による河嶋の寄遥HJJ兄とし．姶累）3年に源

藷、窓3年に常兄家位が、各々泉村、 千布村束名の一部を河上社に寄進している。この現象は．

南北両朝抗q,の終息期にl前後する幾許かの政惰安定化が廿素にあったと も考えられるが、荘内

に定箔 した領主層が、得分権のみならず下地逆JI:.権を拿恥するまでに成長した状態を明示する
"●● ,. 

ものと考えられ、安宮荘の事実上の解体を意味しよう。従って．前節に見た応永14年段階での

長講岱領の存在（前掲、立明門院領目録）とても、本所憫の経営能力に実効性を伴うものであっ
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たかどうか甚だ社わしくなる。 H録中の 「年訂米五十石」の徴収にしても．対揖状態のまま

であったのではあるまいか。

この後江戸初頭まで、同荘名を史材•上に求めることは1il米ず，戟同期には龍造寺氏台頭によっ

て、その分同内に吸収されていったのであろうが、 「安富」との遺称すら現れてこないのであ

る。

註I)松濡山代家文苔64(「佐J15) 

tZ)松浦山代家文内的 （「佐J15) 

(3) 111代、械久ともに伊万昆市11;q)娩所に比定でさ、 曲者は山代町から東山代町の（り処か（同町久尿

の飯盛!Ir絨をill代氏類代の本城を見る説1,ある一 ra本城郭大系J17• 氾？貞・「飯盛賊」の以・

19初） ．後者は l•I町内楠久周辺と見て大過ある t い。

(1) u, 代弘ll!.l'、采fl)fl:j代に該当する人物と見餃せるかどうか。 「山代源六図系」 （松浦兌碩究遷合

会 r松浦兌関係諸家系図J第1黒祈収・ 1聞0)、 「孤姓松浦氏系汀」 （煎同行所収）等の後世の

系図傾でIi.栄の柑父として記載されている。

(5) 前掲表3中 「河.tl(鰐）」出典史科．

16) 前掲、第2節中史料①，

(7) 前褐表3中 「千布村」出輿史科。この場合． 「伯仰布遠如件」 との寄 .~文費により．錢密には“

追地の打荘状と見るぺきで、常見氏の上位櫂/J者の笠が前提として作用していることが羅禎9され

る。然りとすれば、千布け東名の実閉の知行者は、その上位者と見るべき必然性が強まるのだが、

""" 現峙点では詳細をたどり得ない。/;;たその上位抒と1よ.Iも永34年3月10日付・千棠胤繁所頑安祐

状 （多久家文書629・「佐J10)の発給1こ応じて，常見家長遅行状 （同年月 日付 ・同文角'621・ 同

1ll輿）が1llされている関係から、干蒙氏であった可能註が最も在いと考えられる。

(6) おわりに

以上、本村遺跡の中世荘園史からの理解の一助 として、この集裕址が属 していた肥前安窪荘

の成立から解体までの通観を中心に行ってみたわけだが、その結果、 ① ・伺荘が佐嘉郡内国術

頷9こ重複する平家領として出売した'•f能性が強いこと 、 ② ・鎌倉期には幕府側の虹轄領と して、

将軍｝涅至は北条得宗の進止下に位置していたこと ．③ ・宵北朝期になると．小鉗土層による荘

内分轄 ・個けI]経営の巡展と平行して．荘園体制が念速に解体していったであろう ことが．大枠

のみながらも確認できたものと思う。

今回の発堀調査の結果では、 12世紀中頃までには居住地区的な屎観が成立 し (D期）．方形

区両溝が敷餃され（＝私有地意織の表示）屋敷地としての体故が整う 13世紀段階 (m-IV期）

を経て、 謙倉期のはぽ全般を通じて建物旅設が継枝的に設営されていった後、14世紀後ま でに

はその機能が停止する状態に至ることが判明した。屋敷地区として函定化した段階からの変遷

は、幕府直領に再編され開癸が進行する上記①一②の移行朗から．荘内細分化が開始される③

段階にかけての時間枠に該当するわけで．特に集窮としての終埒閉が．結米として文裕史料」こ

から把恥できる荘鮒地の細分期にはぽ一致する点は．極めて脈味深い。
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現時点では、この集落の衰退の伍接的事由を明示する手段を持たないが、案ずるに、荘内の

支配区分 ・秩J+の改変により、前段階から各け内に点在していた中核的集済に変動が生じたこ

'" とに-・因を持つものではあるまいか。つまり、旧支配体制を否定・再編する形で、各配分地に

松浦氏族を代表とする新領主忍もしくはその地lo't代等の入荘 • 土者が進行しそれによって．

それまでの開発主体者の屋敷地区が哀退化（新興地区へ荘地経営横能が移行）するという交替.. 
現象が生じていた蓋,.~性を考えたい。当然こうした集落澄移は、政治史上の契横からのみ規定

されるぺき現象ではなく、 鎌介期後半~Iii北朝期の晨村社会に普迅的に見られる下級農民層の

成尺の指1句性、農業経営• 生産技術の変化に平行する散居型小村から集村への動きといった、

社会経済史上の側面を含めて再考を繰り返すべさ間題ではある。例えば、悶辺部の中世槃俗の

様相と本村遺跡とを対Jtした際．同じ 「泉村」内やその因緑に位樅していたと推測できる屈崎

利田遺跡 ・村徳永遺跡・立野遺跡等の．各々の集硲的繁栄のピークとなる時期に檄妙な差異が

認められる点に留窓すべきであろう。liil-村落内等のまとまった小空間内の集落群相万．が持つ、

笈退と新興、中販と再興という転回の意味の追求によって、この遺跡の一層正当な位置づけが

町能となるものと言ってよい。

最後に、この屋敷地区の主体層について言及しておきたい。同時期の地頭領主級の木館の規

佼だが、栃木県足利市の足利氏館（平安末～鎌勾前期？）、滋賀県八日市市の小脇組（佐々木
●' ,. 

氏本館．平安末～錢倉後期） ．埼玉県川越市の河越氏館（平安末～鎌弁中期頃）等を代表とす

る、方2町に及ぶ広大なりt郭1;影館の類例もあるが． 一般的規模と 1、ては'}jI IIT前後が屈準ク

ラスとされている。他地方の例では、新尚限下の平地館跡は0.6~I haの面積が探準との栂告
'" 潤

があり、静岡屈下の場合、小和田哲男氏によれば方形航跡の平均値は約.125mX95mとされ、

また長野県内の東・ 北信地方では、 「中小土豪層の居飴は方lT、601111(J08m)四方に納ま

"' る場合が多く、これは条旦の•坪の区画にも相当する 1 との浅野井l.!l氏の指摘もある。北部）L

州では、これらの串例のような平均的館規役を導出するだけの、瀾査報告例の蓄積が未だ十分

ではない。しかし本村遺跡に関する限り．その消区面範囲のみな らず． 内部の辻物群の規択．

構造、棟数等から兄ても．上級領主層の1足敷地に匹敵するとの評価を与えるには、いささか1t.. 
相すぎる感が否めない。同じ鎌倉期の領主館跡の検出単例である福関県福岡市の柏JJ/.K遺跡を

見るに、 2重の堀によ って形成される約120mX65mの方形区il(中心居館部であろう）内に、

三面廂の曲屈 （約26坪）等の客館的施設を含む 7-8様の建物を配する他、婆造初期段階では

5棟の廷物を布した約30mX20mの小規LLTな力形区画を付属させている等、本村遺跡とは大き

＜柑違した施設内容を示している。

“ また．廷物規担に関しては．伊蘊鄭磁氏の分析が呑考となる。筵＇紺 3年の伊勢 （志摩）国泊

浦 ・江向両村の在家検注名寄帳 （閏醐寺宝緊院文警）に記載する住居規模に注目した氏は、そ

の総数242,憬の内、 12坪以下の家屋が約82%(199棟）に及び. 6坪以下に限定しても牛数に近
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い約47%(113棟）を占める状態にあるこ とを指摘し、中世只民府の居住空間面積に関する一

つの指標を提示した。加えて、名；汎帳登録農民層の中で、本在家ぶ屋107棟の内、 10坪以上の

例が約5796相当の61棟存在する（紋大35坪）のに対し、新在家では逆にIO坪未満の家歴が、総

数135棟の内の実に約85%を占めるJl5-棟に及ぶという ．晨民陪肋間の歴然とした住居格差の存

在を主張した。この例の場合、泊浦村が沿沿部に位龍した漁村的性格をも兼持する点で．平野

部での預例に即結させて評価できない要素もあるのだが、方形区固溝を伴う中世晨村集落の好

” 例である t右m遺跡 （山口県防府市）の濶査報告をお考としてみても、 検出された鎌倉期の廷

物踪56棟の中心的規模が、泊浦村在家の様相に近似する 6坪前後である..:とから、必ずしも大

幅な地域差に制約されるデークではないものと理解したい。そこで本村遺跡の姪物跡を見るに、

総棟数19棟の•I'で 10坪代の例は S B049・155・154の3棟のみで、他は 6坪前後以下に納まり、

上掲のも琢（特に新在家）家座の規模と大差がないことが明らかである。

ここで、 「在家」の実懇について確認しておきたい。在家とは.,4:来的語義では仕保そのも

のを意味するが、中世期の荘団社会においては公事・夫役の賦謀単位として、住居とこれに付

屈する耕地、農民とを一体的に呼称したものと認識されている。そして、その存在形態は多様

であり ．農民吊の下人 ・Iii従や血縁者から自立していった、前出の「脇在家、新在家Jと称さ

れる下級農民府を従属させていた有力在家（「本在家」）が、東国や九州を中心とした辺様の.. .. 
村落に多い単冥が、エ屎敬ー氏、翌田武氏等の先学によって明確化されている。また、在家を

支記する領主層やその一族の居能の周辺に、上級農民層の宅地が点在する形態（「居在家」）.. 
がある．室町後期の類例だが、大分媒人分市の植m市遺跡は、こうした農村内の階殴闘の一様

態を呑取できる具体例であり、或いは、脇在家を内包する在家尺民が、領主的名主までに成長

を遂げた段階での．木館と隷族農民居住区の位登1関係を明示するものとも考えられる。こうし

た例から予察すぺきこととして、本村遺餅や尾崎利田遺跡の場合においても、この集粕に対し

て求心性を波及する関係にある貿l主級館跡、もしくは本在家に相当する上位農民暦の居地が周

辺に所在する場合があり、また他方で、民敷地区の外部にさらに下位に把船されるぺさ階層

の居住地が近接する可能性も、今後、同様に検討を加えておく必要があろう。

以上の贄即地方の半例との対比等から百えることとして、本遺跡の屋敷地の主休者は“地領

主吊にまで置かれるぺさではなく、村裕内のo-J堵名主府に相当する上陪農民か、或いは彼らや

領主屠までを含めた主姿な村洛構成貝の下問に所凩•する下人・所従や小百姓（作人）の居住区

を想定するものである。ただしこれは．広範曲に及ぶ安宮荘内の一地点での事象にすぎないわ

けで、他荘の村落での共通要紫として取りあげるぺさものではないことは勿論である。

今後、佐双平野内での中世磁跡の発掘頑査例は、現峙点での当該時期に対する注目度の為さ

から見る限り、増加の一途を辿るものと予測される。こうした状況下、集硲の消長の行景に先

述のような世界が展開していた点に留意することによって、本村遺跡を含めた佐賀地方の中世
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村落の内容が、より具体（象を伴って明確化されていくものと期するものである。

註 I)中11t期の械館囚辺での集精形成を永く追究している小林健太郎氏は、九州 ・東囚等の辺境地にお

ける地方的中心集脊の特性について｀伝絞的在地頷主層の支配力にl-Jする農民層の自立性の低

さを指摘した上で・ 「政治的中心が経済的中心に先行」すると規定しており．慎主側の勤1°1や

橿力の変質に影響され品い素地が、九州の中駄寮霧1こは前提的に存在 したこ とが考えられる

（同氏「大名領凶成立期における中心稟溶の形成—尾張平Jtの事例研究による検討ーー」 ． 

r史林J48券1号）．

(2) ーカで、旧体制下の荘支配を、知行安堵を得て継薪に成功し、昼敷地区をその後も継持運営して

いった頷．主層が存在する点も看過できない。応永2年閏7月20日付・今/II只臣安培状 （多久家

文曹6t7・「佐 10)によれば、**保壼前守 （於保氏族か？） が安宮荘車村内に有する 「＊

領」として・ 「1B地三町、屋敷訳ヶ所」を安堵されているのが、その一例と考えられる． また、

新規入荘の領主層が、 1B領主層の屋敷地を継承する湯合もありiiると慇われるが、現在のとこ

ろ荘内での実例を知る史料を見ない。

(3) 各遺裕の発屍講査報告書については、本報告臀.D章の引用 ・参考文獣を参照のこと．

(4) r栃木只の中世誠館跡J-(lj浙沐限文化仮費事業団 (1983)お6-257,i

(S) 「8本城郭大系II・京都.illt? ・祁井J(1980) 247~248頁

(6) 吉川宏 「中批城館発掘の一視点J、小泉功 「河越館址の発掘J(ともに斉属忠編「中はU)考古学-

遺跡発掘の新費料」 ・1983に所収）

(1> r新潟県中世城餡跡等分布●査籍告寅J〈新潟県教廿委員会・ 1987)第2-J1_. 新潟の巾世城鉛の

概穀 (S-6頁）

(8) 同氏 r域と城下町」 （教育社歴史新書97·1979) ◄6頁

(9) 「日本城邦大系8-~ 野・ Iii梨J(1980) 122~ 123頁

(IQ 福閲iii埋蔵文化財調査輻告書第157集 「柏原遺跡群mJ I福閃市教育委貝会 ・I偲1)

(IJ) 同氏 r•1•は住居史一討這住屈の成立一J (1958) 129-!53J:I 

⑫ 山口屈捏蔵文化財調査報告第53隻 r下右Ill遺跡- !ti4 *ill!~~l!l·lllltJ (IIJ口県教？委員会・

1980) 

03 「辺境における在豪の成立とその存在形懇I<日本史研究会史料研究部会編 r中世社会の基本構

造」・ 1961)

(1-0 「武士団と村第J(8本歴史叢會I・1963)

四 「植田市遺跡JI (大分県教官委員会 ・I蹄8)、 『植田市遺恥Jn u司，；/・1989)。約65UlX60 

mの方形館址と、 「前m」、 「門m」の類の手作地と考えられる併地跡、そして区函溝を伴わ

ない見物跡の密集区が、相r;:1:近接して検出されている。
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、
並
列
点
を
加
え
、
そ
の
異
体
字
・

俗
字

・
略
字
・
変
体
仮
名
に
つ
い
て
は
、
つ
と
め
て
現
行
の
通
用
字
体
に

改
め
た
。

肥
前
国
安
富
圧

可
令
早
藤
原
幸
信
領
知
、
小
崎
村
小
地
頭
職
邪
、

右
＝ーニ
七
5

建
治
元
年
九
月
三
日

二
、
r
建
治
三
年
日
記
』六
月
十
＿
―
-
日
条
ー

『群
g懸
ぎ
沢
軍
部

（
六
月
）
＋
三
日
翡
、
城
務
被
通
使
者
之
間
、
罷
向
松
谷
別
荘
之
戌
、
被
仰

云、

肥
前
肥
後
國
安
富
庄
地
頭
職
、
相
大
守
可
有
御
拝
領
之
由
、
内
々
有
御

氣
色
、
只
今
可
被
成
進
御
下
文
、
者
、
可
岱
康
有
之
奉
苔
云
々
、

判

肥
前
國
安
富
荘
関
係
史
料
集

碍

斎

篇

所

渡

田

惣

口

数

I

J
 

三
、
河
上
宮
造
営
用
途
支
配
惣
田
数
注
文
ー
心
紐
荘
紅
譴
完

注
進肥

帥
困
庄
公
造
河
上
宮
用
途
支
配
惣
田
敷
田
所
渡
田
事

合

一
、
勅
免
分
四
千
百
九
十
九

T
三
反

安
榮
寺
御
領
五
百
七
十
二
丁
七
反
内

小
倉
庄
五
十
六
丁
八
反

d
活
栖
庄
四
十
五
丁
二
反

幸
津
庄
五
十
T
二

反

同

新

庄

五

十

五

T

米
多
庄
五
十
七

T
三
反

佐

嘉

庄

四

+
-
T
-
l反

蠣
久
庄
六
十
T

石
動
庄
四
十
七

T

藤
織
庄
二
十

T

紳
邊
庄
八
十
T

牛
嶋
庄
六
十

T

院
御
傾
稗
崎
庄
三
十
丁
今
翌
習
を
地
、

注
吝
凩
登
之

巨
勢
庄
六
百
丁

河
上
宮
御
供
田
二
十
七
丁
一
反

••• ．．． 一
、
圧
薗
分••• ,

 
．．
 三

重
屋
庄
二
百
七
十
五

T
五
反

••• 
•••• 河

副
庄

一
千
六
十
七

T
一
反

長
嗚
庄

一
千
五
百
十
七
丁

与
賀
本
庄
百
二
十
丁

- 1-



，．
 

國
分
寺
百
十
丁
三
反
二
丈

•• 

，．
 

,．

，. 

尼
寺
三
十
四
丁
元
が
r
五
T
七
唇
天

．．
 

,．

，．
 ，＇ 

．，
 沢

世
庄
酉
八
十
六

T
八
反
二
丈
元
三
百
二
十
T

••• ．．
 

．．
 

就
関
東
嗚
荘
●
定
了

．．
 

安
富
庄
二
百
四
十
T
八
反

．．．
．．．
 

元
五
百
六
十
七
T
四
反
二
丈

,＇ 
睛
氣
庄
百

T

•• 
,
 

.,
．
 

太
田
庄
―

ー百
五
十
四

T

,．
 ,＇ 

・'
 

三
津
庄
五
十
七

T
七
反

・＇

,＇ 太
町
庄
七
十
八

T
八
反

ぷ
3

田
村
六
十
丁

但
給
＂
い
田

H
述

.,＇ 

•• 
藤
津
庄
六
百
丁

．．．
 ,＇ 綾

部
庄
七
十
T

•• ・＇
．．．
 

三
野
原
庄
四
十

T

,＇ 

,． 奈
良
田
庄
百
二
十
五
丁
七
反

,＇ 

.,
＇ 

妥
父
庄
二
十
七
T
元
—-
T
T内
三
T
千
懇
＂
笛
云
々

•• 
村
田
庄
百
二
十
七

T

,“
 

,＇ 中
沖
隈
庄
百
六
十
T

,
＇ 

元
f
T

,＇’ 杵
島
南
郷
庄
五
百
丁

．．
 ,'
 

成
追
寺
庄
七
卜
九
T

,. 
,＇ 

大
楊
庄
八
十
二
丁

i

反

.,＇ 米
多
庄
三
十
四

T

,
 
．．
 

.,． 松
涌
西
郷
-JC

四
百
十
丁

,
 

••• 
•. 

,＇ 
宇
野
御
厨
庄
三
百

T

伊
佐
早
庄
二
百
五
十
三
丁

•. 

,＇ 彼
杵
庄
四
百
十
二
丁
五
反

千
々
岩
圧

i

―-+T
元
四
土
―-
T五
反
三
丈

髪
白
庄
四
十
丁

山
田
庄
二
百
四
十

T

高
木
布
問
庄
八
十
T

串
山
庄
二
十
丁

赤
自
庄
二
十
三
丁
三
反
三
丈

元
九
百

T

小
城
郡
七
百
丁

松
涌
束
瑯
鏡
御
領
三
百
九
十
八
丁
四
反
三
丈

,
 

•• 幽
部
庄
八
十
六

T
七
反

田
岨
社
十
四

T
五
反

紺
命
院
四
十
三
丁
七
反

平
陸
院
四
十
一
―

-
T七
反

金
立
社
十
丁

•••• 一
品
社
十

一
T
三
反

策
校
起
一十
'
T
i
反

・・
＇春

日
社
二

T
七
反

荒
保
社
十
九
丁
五
反

,
 
．．
 
,
 

久
治
固
一―-
T二
反

木
宮
四

T

ー2-



•. ．．．
 
9

,

 

．
 

．．
 

伊
石
四
十
七
T

•••• ,
 

••• ，＇ 
選
士
二
十
T

．．
 

．．．
 
•••• 

法
浄
寺
五
十
八
丁

．．
 

••• 
,
 

•• ．．
 

大
寺
十
三

T

.,＇ 
．．
 
•.•
• 常

榮
寺
二
十
丁
二
反

．．
 

；・ 

.• 
清
水
寺
八
T

．．．
 

，
 ．
 

．．．．
．
 

0
;】

銭
五
百
九
百
七
十
文

観
世
音
寺
四
丁

，
 ．
 

．．．
 

面
噂
＋
m
T九
反

兜

磁

字

天
山
社
六
十
八
反

“
 

9,' 

▲’ 
，＇ ．，
 

東
民
三
丁
三
反

，＇ 

,＇’ 
.,
 

，＇ 
黒
髪
社
三
T

.' 

，
 ．
 

．
 
，
 

．．
 

岩
屋
七
反

,＇’會’.，

．．
 

錢
貨
五
貰
四
百
文

清
福
寺
十
八
丁

mが
2
?
,
＂

“
 

,.，＇ 

，＇ 
，＇ 

稲
佐
社
十
丁

,＇ 

，＇ 
・'
・‘与

賀
新
庄
六
百
丁

・▲
 '
・ ・・・' 

．．
 

須
古
庄
三
百
十
丁

．．
 

ヽ

會

．．
 ．．
 

・．
 

稲
綺
四
T
五
反

．．．
 

．．
 

＊
 

贔

堀
江
社
六
丁

・:' 

4
・
 

•• `• 
法
雲
院

一
丁
七
反

.；．' 

••• 
武
尾
三
丁
二
反

町
囮
・
-
T七
反

一
、
公
田
分

．．．
 

基
臨
北
郷
百
五
十
七
T
八
反
三
丈

•.. 

＇ 

同
南
墾
二
百
二
十
七
丁
三
反
三
丈

．．．
 

賽
父
東
郷
二
百
三
十
二
T
二
反•'’ 

•• 

,
 

•• 

．．
 

百
二
十
七

T
元
米
久
去
々

同
西
郷
百
九
十
三
丁
六
反
内

',
.. 

．

鱚

’

'

晃
＋
存
六
反

,＇’ 義
得
保
七
十
丁
登
大
神
御
鎖
柑
絲

瓜
生
野
保
七
十
九
丁
四
丈

．．
 

,
 

•• 
,
 

三
根
東
郷
二
百
六
十
六
丁
二
反
一
丈

,
 

•• 
,
 

•• 同
西
瑯
三
百
九
十
三
丁
九
反

矢
俣
保
三
百
三
十
丁

•.•• 
t
'
 

9

,

．
 

城
崎
東
郷
三
十

一
丁
八
反

••• ＇・・
＇

,
 

•• 
同
西
瑯
百
三
丁
四
反
四
丈

,.’ 深
溝
北
瑯
八
十
五

T
一
反
二
丈

•••• 
,．
贔同

南
郷
百
七
丁
五
反

••• 小
津
東
郷
百
三
十
三
丁
二
反

・・＇山
田
東
西
郷
百
六
十
一
丁

一
反
四
丈

,
 

••• 
坊
所
保
百
七
十
四
丁
三
反
二
丈

,
 

•• 
'
 

•.•• 
杵
嶋
北
嬬
二
百
五
十
五
丁

••• 
.•• 

六
箇
里
保
百
二
十

T

,
 

•• 
,
 

祁
木
東
郷
二
百
五
十
四
丁

,
 

•• 
．．
 ,
 
．．
 

同
西
郷
八
十
三

T

,
 

••• 寄
人
六
十
八
丁

一
反
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二
段

灰
太
田
且
十
一
坪

a
Z霙
•
9

八
条
灰
太
里
一
坪

同
窮

luJ人

深
清
附
癌

千

R
耳
＊
六
郎

十
二
坪
五
段

生

三
条
高
市
里
州
五
坪
四
段

.‘
 

池
尻
嬰
二
坪
四
段

山
田
東
得

小
沐
東
瑯

千
月
店
木
六
ほ

t
~
 

未
次
白
石

-
T
 

不
膏

六

段

十

三
条
荒
秘
里
廿
六
坪

不
畜

七
条
曾
禰
里
八
坪
丁

深
溝
南
嬬

合

肥
前
函

河
上
宮
雑
掌
中
、
免
田
坪
々
切
主
交
名
事
、

高
杢
ハ
郎

月
壁
ハ
坪
内
五
段
袖
琴
{
g

高
木
少
納
O
n
阿
闇
梨
跡

城
崎
西
瑯

千
只

注
進

五
段

同
郷
千
只
高
木
六
郎

四
、
河
上
宮
免
田
坪
々
領
主
交
名
注
文
案

ー

げ
遠
江
紅
丑
i

↓炉↑

四
段

山
田
束
癌

五
段

深
溝

iii郷

六
段

十
四
坪

i

段
Jlt
山
坪
不
畜

小
千
Jil
応
＊
三
郎
蹟

（ぶ
｝

未
次
白
石

,＇ 
．．．
 惣

合
一
万
三
千
七

6
十
九
丁
六
反

,
 

•• ．．
 除

二
百
四
十
九
丁
五
反
三
丈

．．．
 ．．．
 ．．
 

定
田

一
万
三
千
四
百
七
＋

T
二
丈

．．．
 ．．
 

亀

根
米
二
千
二
十
石
五
斗
六
合

I
I
J
I
J
I
J
I
J
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
I
 

准
絹
二
千
二
十
貫
五
百
六
文

“
I
J
"
f
l
I
J
I
I
I
J
I
J
I
I
I
J
J
I
 

．．．． ．
． 
．．． 右

、
大
略
注
進
如
件
、

．．．
 

・・・ベ
i-
L
-
n

正
應
五
年
八
月
十
六
日

.，＇ 

，．
 

,
 
... ’
 

田
所
（
花
押
）

一
丁

同
把

四
段

同

郷

同

人

六
段

深
溝
南
寇

-
T
 同

舟
二
坪
四
段

井
邊
里
廿
八
坪

七
条
木
原
里
十
七
坪

井
邊
里
廿
七
坪
五
段

九
条
石
占
旦
廿
七
坪
内

九
条
石
占
里
廿
七
坪
内

千
折
且
六
坪

十
コ
条
牧
田
里
十
一
坪
内
五
段

壬
太
田
里
十

一
坪
内

十
一
条
甲
応
市
里
三
坪

牧
田
里
十
三
坪
内

六
条
況
且
廿
九
坪
五
段

Ill四
坪
二
段
同
継
同
人

廿
五
坪
五
段

千
只
応
木
六
郎

同
廿
八
坪
五
段
山
田
東
郷
営
宮
座
主

小
千
員
石
＊
三
郎
跡

六
段

不
審

-
T
 

同

郷

千

只

件
三
坪
不
審

黛
知
行
巨
勢
大
宮
司

絞
米
四
百
九
十
五
石
一
升
五
合

I
I
I
I
I
I
I
I
f
l
I
I
I
I
l
I
”
I
I
I
f
”
 

准
絹
四
百
九
十
五
貫
十
五
文

I
I
“
”
I
I
I
I
I
J
I
I
I
I
“
I
I
I
I
 

十
四
条
癸
野
依
里
州
六
坪
丁

=-T
八
段
大
楊
黒
十
八
坪
四
段

同
筋
小
成
松

••• 
巳
上
―
―
一
干
五
百
四
十
九

T
六
反
三
丈
内••• 

．．．． 
．．． 除

二
百
六
十
九

T
五
反
三
丈
姐
蔑
Ill
数
所

分々

．．
 

定
田
三
千
＝
音

T
―
反

五
段

同

瑯

千

日

十
三
条
癸
野
依
里

河
崎
里
七
坪

十
一
条
謁
市
里
三
坪

十
三
条
新
井
且
十
四
坪
内

大
揚
見
廿

一
坪
T

五
段

同
瑯

一
丁

五
段

五
段

不
審

今
者
巨
勢
大
宮
司

平
野
三
郎
入
逍

山
田
束
郷
干
員
冨
＊
六
郎

0
-̂

未
次
白
石
臼
匹
門
恣
g
入
還
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大
楊
領

泉
備
四
郎

鯖
岡
尼
跡

政
所
代

家
國
101

古
河
且
＿
二
坪
内
二
段

牧
IB
見
十

一
坪
内
三
段

牧

m里
十
一
坪
内
二
段
、
不
審

河
原
在
家

8
地
四
至
内

今
山
太
郎
入
道
筋
知
行
之

小
城
禰
五
郎
入
氾

志
々
岐
津
留

河
原
孫
兵
衛
尉

安
捻
次
郎

小
祁
東
郷
楕
生
忠
長
日

今
村

西
河
原
宮
崎
神
頷
安
徳
次
郎

下
河
原
安
益
井
得
安

上
河
原
村
千
只

壬
太
Ffl里
十
六
坪
内
三
段

十
一
条
高
市
具
北
里
内
三
段

山

田

東

郷

深
溝
郷

不
審

件

坪

々

高

木
六
郎

千
H

iit五
坪
丁

荻
原
里
廿
七
坪
内
三
段

城
崎
西
瑯

十
四
坪
丁

新
井
里
十

一
坪
内
三
段

山

m束
郷

一
命
婦
田

小
洲
東
窮

荻
原
里
廿
七
坪
内
―
}一段

城
崎
西
窮

同
里
同
坪
五
段
又
南
旦
二
段

山
田
束
筋

朽
井
安
招
房
跡

瀾
豊
益
安
徳
刊
官
代
次
犀

彼
坪
々
不
帝

是
ハ
安
富
領
歎

深
溝
南
郷

十

一
条
窃
市
三
坪
南
里
外
内
五
段
不
冨

牧
田
里
九
坪
内

i

段
二
丈

太

m里
十
坪
六
段
二
丈

小
干
只
同
人
跡

山
田
東
郷

乙
太

m里
十
九
坪
T

乙
佐
布
里
一
坪

小
千

H
高
木
三
郎
跡

判
官
代
次
郎

今
山
太
郎
入
道
路

け
五
坪
内
二
段
、
不
審

中
河
原
土
々
呂
木
入
辺

此
内
大
山
寺
煩
、
宮
崎
神
領
在
之

御
廷
野
六
郎
太
郎
入
道

国
分
三
郎
五
郎
入
迅

廿
四
坪
三
段

州
三
坪
丁

itt坪
三
丈

加
礼
里
十＿
二
坪
内
五
段

与
汀
旦
九
坪
丁

由
比
里
十
一
坪

r

十
八
坪
五
段

高
木
三
郎
跡

段
者
、
札
明
之
時
、
俎
可
令
注
進
之
状
如
件
、

um
-̂

文

保
二
年
二
月
十
日

十
九
坪
二
段
二
丈

十
七
坪
内
二
段

下
久
自
良
里
十

一
坪
内
五
段

右
、
就
営
仕
雑
掌
巾
状
、
去
年
5
依
十
二
月

tta御
牧
害
、
今
年
正
月
十
九
日
使
節

詞
催
促
、
今
月
三
日
國
術
施
行
等
、
到
米
之
問
、
存
知
之
分
、
注
進
之
、
於
不
審
之

裏

城
崎
丙
郷
臼
生
通
政

山
田
東
郷
酋
生
液
益
同

深
洞
洒
嬬
杓
生
恒
持
団

國
尺

8

六
条
粕
見
廿
八
坪
五
段

城

崎

必

郷

千

n

中
村

同
村
東
出
口
Q
地
靡
豆
頷
き
方

平
四
郎
入
迅
子
息

一
闘
孫
女
子

千
・
員

河
崎
星
六
坪
内
五
段

山
田
束
郷
河
上
六
郎

千
員

栗
小
岨

安
憶
伊
勢
房

鯖
岡
尼
跡

宰
府
戸
綿
五
郎
兵
衝
入
道

-5-



ニ`“”
)

B

め
や
す
の
あ
ん
」

目
安 （員

讐
）

「博
多
炎
上
之
時
、
彼
正
文
等
紛
失
之
間
｀
可
被
加
國
判
之
由
、
就
解
状
、

留
守
所
御
外
題
明
白
之
上
者
、
任
先
例
、
在
顧
官
人
等
加
署
之
、

襦
介
藤
原
朝
臣

櫂
介
藤
原
朝
臣

橋
介
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

櫂
介
伴
朝
臣
（
花
押
）

橘
介
藤
原
朝
臣

権
介
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

檬
介
藤
原
朝
臣
（
花
押
）

五
、
青
方
高
直
目
安
状
案

ー

罪
＂
コ

器
芍
,I)r~ 

カ
文
0
』
第
二

る疇
鴫
)

=

忙
●
る
》

肥
前
國
青
方
孫
四
郎
裔
直

・
同
令
弟
弥
三
郎
高
能
申
同
國
安
冨
庄
配
分
事
、

右
、
必
直
・高
能
者
松
浦
佐
志
源
二
郎
仰
子
息
宇
久
五
郎
厚
紐
四
孫
子
也
、
営

庄
則
為
恩
賞
之
地
、

不
撰
内
外
戚
、
被
支
配
松
涌
御

一
族
牧
、

宜
預
分
限
之

～虻
杓
e
g

u
~
•
l

均
分
秋
、
随
而
自
朽
軍
家
御
下
向
瑕
前
、
令
一
烈
、
同
参
営
御

一
族
令
之

以
来
、
磁
5
叫
如
之
時
、
高
直
被
既
、

i4
『
国
は
昭
・
北
野
原
合
殿
之
時
、

i
g

i
m
}
 

店
能
被
疵
、

仁
木
殴
御
上
洛
之
時
、
為
岱
類

一
族
遂
供
奉
之
上
洛
、
閲
河
原
・

u
i.》

宇
治
軍
以
下
毎
度
致
軍
忠
了
、

几
自
英
時
追
伐
之
瑕
初
、
迄
チ
常
時
在
津
之

今
、
合
戟
御
大
事
苺
度
不
奉
離
宮
御
一
族
、
抽
随
逐
忠
節
千
、
一云
支
配
、

云

し一

在
譲
与 七

、
石
志
定
阿
譲
状
案
ー＇
罪
咋
荘

rぎ

二
十
七

去
正
月
廿
六
日
御
書
下
、
謹
拝
見
仕
候
了
、
抑
如
御
壱
下
者
、

一
族
中
所
務

以
下
安
富

・
河
副
條
々
御
沙
汰
事
、
被
定
於
衆
中
、
向
後
可
有
沙
汰
之
由
、

常
参
一
族
被
申
候
、
御
器
量
人
之
御
出
候
、
可
有
御
沙
汰
候
、
御
出
之
人
者
、

可
注
給
御
名
字
候
云
々
、
此
條
自
営
村
者
、
相
知
孫
太
郎
秀
可
参
候
也
、
次

於
御

一
族

一
同
御
沙
汰
者
、
敢
不
可
有
異
儀
俣
、
以
此
旨
、
可
有
御
披
露
候
、

恐
担
謹
百
、

二．
9

弓
｝^

建
武
五
年
四
月
廿
日

鶴
王
丸
代
大
蔵
種
通
（
裏
判
）

源
照
（
裏
判
）

源
安
（
裏
判
）

源
秀
（
裏
判
）

沙
弥
蓮
買
Iii口

（
裏
判
）

嫡
子
源
三
郎
煕
所
｀

肥
前
困
松
浦
西
郷
石
志
土
毛
両
村
地
頭
艤
、

井
豊
後
困
八
坂
下
庄
四

ヶ
名
地
頭
馘
肥
前
國
安
冨
庄
内
畑
瀬
村
、
心
細
困
同
國
河
副
庄
角
町

名
等
田
地
屈
敷
事
、

六
、
松
浦
相
知
蓮
賀
等
連
署
書
状
ー
ー
心
和
5
江
咋

g

見
閲
無
其
必
然
也
、

A
十
預
支
配
、
為
成
向
後
武
汎
、
目
安
如
件
、

＾
ご
i~～
-
F"）

建
武
四
年
七
月

日
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右
所
領
等
者
、
沙
弥
定
阿
或
重
代
相
伝
私
領
、
或
為
恩
賞
之
地
拝
領
之
間
、

相
岡
御
下
文
以
下
代
々
手
継
次
第
證
文
等
、
依
為
嫡
子
、
所
譲
与
干
源
三

郎
熙
寅
也
、
至
干
子
々
孫
々
、
無
他
妨
可
令
領
知
、
於
四
至
境
者
、
本
證

文
等
明
白
也
、

r
彦
四
郎
披
所
石
志
村
内
田
地
屋
敷
、
井
安
富
圧
畑
瀬
村
内
上
於
副
河
所
分

与
也
、
四
至
境
坪
付
披
所
帯
證
文
顕
然
也
、

一
、
女
房
所
石
志
村
内
田
地
薮
五
段
、
年
頁
坪
六
段
、
紅
新
開
七
段
、
柏
木
賦

段
、
紐
源
藤
六
岱
時
居
屋
敷
者
、
依
有
所
存
、
以
売
券
之
状
奉
息
宛
也
、

但
此
外
、
先
月
譲
状
仁
副
売
券
雖
譲
悉
悔
還
畢
、
将
又
、
女
子
井
孫
子
等

仁
雖
有
先
譲
状
苓
、
同
悔
還
之
者
也
、
此
上
者
所
奉
思
宛
干
女
房
、
靱
不

可
成
違
乱
煩
、
相
構
女
房
女
子
等
可
令
扶
持
、
又
女
房

一
期
之
後
者
｀
於

彼
田
地
者
、
女
子
等
外
不
可
有
望
者
也
、

一、
孫
子
字
千
歳
丸
所
河
副
庄
角
町
名
内
屋
敷
登
所
田
地
登
町
誼
与
也
、
但
不

背
惣
領
命
、
可
知
行
之
由
誡
畢
、
如
此
面
々
分
譲
上
者
、
無
不
和
儀
、
庶

子
等
可
令
扶
持
、
然
早
守
此
旨
、
可
令
領
知
状
如
件
、

衝
忠
岱
千
如
四
月
廿
五
日
沙
弥
定
阿
在
判

八
、
青
方
高
直
譲
状
案
|
'咋
“
頭
紅
”
邑

r
胄
力
文
欝
』
第
二

ゆ
つ
り
あ
た
う
を
ぬ
し
や
う
か
と
こ
ろ
、

ら
畜
＂鱒
餃
●
瓢
》

ち
ん
セ
い
の
く
に
や
す
と
ミ
の
し

ね
し
ほ
し
こ
セ
ん
に
に
た
ん
、

ゃ
う
の
は
い
ふ
ん
の
ち
、

ん
、
ふ
ん
四
郎
に
に
た
ん
、
こ
の
う
ち
の
こ
る
と
こ
ろ
わ
そ
う
り
や
う
ま
す

セ
い
わ
う
に
三
た

四
郎
ち
き
や
う
す
へ
し
、
こ
の
し
や
う
を
は
ま
す
四
郎
も
ち
て
、
を
口
と
と

も
に
ち
き
や
う
さ
す
へ
し
、
こ
く
う
し
に
い
る
へ
き
と
き
ハ
を
し
む
へ
か
ら

よ
て
ゆ
つ
り
し
ゃ
う
く
た
ん
の
こ

□

0
、

a,

9
U創
•

一
P今
"
rt
_

か
う
へ
い

二
ね
ん
四
月
十

一
日

ゆ
つ
り
あ
た
ふ
、

ち
ゃ
く
し
ち
ゃ
う
か
め
か
と
こ
ろ
に
、

拿

＂

鵬

彎

“

)

《

山

代

冑

あ
り
、
ひ
せ
ん
の
く
に
う
の
＞
み
く
り
や
の
し
ゃ
う
や
ま
し
ろ

•
あ
を

a》
a

“
K
》

o.久
e

a
本
》

ー

“
』

-＂
這

し
ま
、
な
ら
ひ
に
か
い
ふ
、
た
く
し
ま

・
ふ
な
き
、
五
た
う
の
そ
う
つ
い

”

じ
‘
な
ら
ひ
に
ち

g
ぅ
っ
5
ぃ
し

g
、
ま
つ
う
ら
の

5
ぃ
か
し
し
ぃ
‘

ぶ
，
と
寓
み
・
か
JU

ゎ
5
5ゞ

和
が
し
ゃ
ノ
の
地
、
ち
く
こ
の
く
に
八
か
い
の

"
）

＝

亀

●

●
｝

む
ら
の
ち
と
う
し
き
の
専
、

U

●

代

Ill

仕

仏

右
件
の
と
こ
ろ
／
＼
の
ち
と
う
し
き
ハ
、
ひ
ろ
む
ち
う
た
い
さ
う
て
ん
の
し

．

》

＾

鬱

り
や
う
な
り
、
八
ゐ
ん
の
む
ら
・
や
す
と
み

・
か
わ
そ
い
の
し
や
う
ハ
、
く

9

（●

ヤー

ん
こ
う
の
り
や
う
な
り
、
し
か
る
あ
い
た
、
ち
ゃ
く
し
た
る
に
よ
て
、
ち
ゃ

~
9
麟
-

a

隻
安

•

T

う
か
め
ま
ろ
の
と
こ
ろ
に
、
代
し
の
く
う
け
、
く
わ
ん
と
う
の
あ
ん
と
御
く
た
し

ぇ
｝

（

ぷ

裏

,

.

｝

-

．
）

ふ
ミ
、
な
ら
ひ
に
し
た
い
て
つ
き
ら
を
あ
い
そ
へ
て
、
ゑ
い
た
い
を
か
き
て
、

ゆ
つ
り
あ
た
ふ
る
と
こ
ろ
な
り
、
よ
て
後
日
の
た
め
に
ゆ
つ
り
し
や
う
如
件
、

貞
和
六
年
―
-l
月
廿
日

す、

源
弘
（
花
押
）

九
、
山
代
弘
譲
状
ー
5心
註
牡
荘
紅
応
五

-•
“
“
色

た
か
な
を
（
花
押
影
）
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松
訓
中
村
禰
五
郎
勇
謹
言
上
、

U
鳩
）

欲
早
且
依
傍
例
、
賜
安
堵
営
知
行
地
筑
前
0
恰
土
圧
阪
吉

・
末
弘
両
名
地

~0
-

頭
戟
•
田
8
屋
敷
畷
屋
・

同
庄
友
永
方
光
永
分
目
田
地
・

同
嗣
志
□
社
裳

9
}
 

田
笠
町
四
段
四
四
5
．
肥
前
隈
安
富
庄
配

□

地
田
畠
等
事
、

右
、
所
々
者
、
ハ
重
代
相
承
之
地
、
帯
関
束
御
口
文
御
下
知
以
下
次
第
證
文

a
-

¢

h-

等
、
営
知
行
無
相
口
者
也
、
然
早
被
経
急
速
御
沙
汰
、
賜
安
堵
、

口
致
無
床

二
、
中
村
勇
申
状
ー

印
註
四
紅

二
九四
＿，＇

a"直
さ（花

押
）

＿0
、
中
村
勇
申
状
ー

印
註
四
紅

二
九
戻―10:;,

ー`

松
浦
中
村
禰
五
郎
勇
狸
百
上
、

欲
早
且
依
傍
例
、
預
御
吹
拳
、
賜
安
堵
常
知
行
地
筑
前
國
恰
土
庄
内
恒
舌

田
地
拾
伍
町
井
品
地
屋
敷

・
同
庄
末
弘
名
田
地
捌
町

・
畠
地
屋
敷
濱
野

・

同
友
永
方
光
｀
氷
分
目

・
同
因
志
迂
社
神
宮
司
免
田
登
町
四
段

・
肥
前
國
安

富
庄
内
勲
功
配
分
田
地
等
事
、

右
、
所
々
者
、
食
地
頭
馘
頂
代
相
愕
私
領
也
、
帯
御
下
知
已
下
次
第
證
文
等
、

営
知
行
無
相
違
地
也
、
然
早
被
経
急
速
御
沙
汰
、
賜
安
堵
、

禰
岱
致
向
後
忠

節
、
恐
々
百
上
如
件
、

ニエ
E
O-

貞
和
六
年
十
一
月

El

-．．
 

―
 

「
任
此
状
、
可
令
領
掌
、
若
構
不
寅
者
、

可
虞
罪
科
之
状
如
件
、

貞
和
六
年
十
一
月
廿
三
日

i— 
し一

忠
節
、
恐
々
百
上
如
件
、

貞
和
六
年
十
一
月
日

｛●
●
 

「任
此
状
、

可
令
領
掌
、
若
構
不
賓
者
、

可
虞
箕
科
之
状
如
件、

貞
和
六
年
十
二
月
十
三
日

C
U
N"
そ
》

（花
押
）

ー
ニ
、
青
方
重
等
申
状
案
ー

5
翡

琴
紅
炉
日
111
〕
『
行
方
文
書
こ
第
二

｛鴫
鍼
内
》

r
松
涌
青
方
次
郎
四
郎
申
状
＂
ヰ

が」

0
-

8

 

松
涌
青
方
次
郎
四
郎
頂

・
神
崎
弥
三
郎
義
等
謹
百
上
、

欲
早
依
重
代
相
停
公
験
證
文
等
、

且
任
営
知
行
寅
、
令
拝
領
安
堵
御
下
文
、

備
向
後
亀
鏡
弥
全
知
行
、
肥
前
國
五
触
内
西
浦
目
田

Iii
．
在
家

・
山
野

・

a

、。-

河
海
、
同
閑
安
冨
配
分
田
地

・
在
家
等
地
頭
職

m、

0

鵬

右
、
於
所
領
等
者
、

情
普
代
公
験
手
磁
證
文
等
、
営
知
行
無
相
違
之
地
也
、

切
下
賜
安
堵
御
下
文
、
欲
錨
向
後
亀
鏡
、
仇
甘
上
如
件
、

：^n
こる―

貞
和
六
年
十
一
月
日

｛
蝙

「任
此
状
可
令
領
掌
、
若
構
不
官
者
、
可
虞
蛍
科
之
状
如
件
、

貞
和
六
年
十
二
月
十
――
-
B

2
"
a
g
 

（花
押
影
）
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ぇ碍
吝
字
久
江
殿
寄
渫
状

j

奉
寄
進

肥
前
國
河
上
社

安
富
河
嶋
内
田
地
五
段
事

（
フ
・
l

右
、
志
趣
者
、
為
家
門
安
穏
、
子
孫
繁
唱
、
所
願
成
就
、
国
土
泰
平
、
万
人

豊
榮
也
、
の
寄
進
状
如
件
、

翫

応

年

十
二
月
廿
三
日

一四、

源
博
（
花
押
）

源
傷
田
地
寄
進
状
ー

店
隷
吠
知
蹟
年
か

g
"鳩
冬
-

（
花
押
）

q

阿
北
飼
遺
文
」

二
九
六

nり

一
三
、
中
村
近
申
状
ー
筑
蔚
巾村
文
C

し一

松
浦
中
村
彊
四
郎
源
近
竪
百
上、

8

鳩
】

欲
早
且
依
傍
例
、
依
馳
参
功
、
賜
安
口
御
下
文
、
営
知
行
地
筑
前
嗣
恰
土

庄
恒
廿
名
内
田
地
屋
敷

・
光
岡
名

・
光
吉
名

・
師
四
郎
丸
内
田
地

・
六
郎

丸
名
井
肥
前

0
安
富
庄
内
配
分
地
等
田
畠
荒
野
地
口
ほ
事
、

右
、
所
々
者
、
爵
直
代
相
承
之
地
、
帯
関
東
御
下
文
御
下
知
以
下
次
第
證
文

｛
鼻

｝

～

・
）

等
、
営
知
行

0
相
違
地
也
、
妥
為
忠
勤
最
前
馳
参
候
上
口
、
任
傍
例
、
下
賜

｛
鼻
1

安
堵
御
下
文
、
禰
為
致
口
床
忠
箇
、
恐
々
宮
上
如
件
、

貞
和
六
年
十
二
月

口

＿襴
菖
1「

任
此
状
、
可
令
領
掌
、
若
構
不
宣
者
、
可
虞
瓜
科
之
状
如
件
、

u-0,H
O》

点
和
六
年
十
二
月
十
三
日

楠
久
村
之
事
、
長
ふ
る
ま
ひ

□

口
旦
給
候
に
よ
て
、
多
年
知
行
仕
て
候
へ

と

も
、
別
儀
を
も
て
御
所
望
の
い
は
れ
候
間
、
営
毛
す
き
候
ハ
ヽ
、
下
地
よ
り
田

品
民
敷
同
楠
久
嶋
海
邊
以
下
さ
り
巾
候
、
御
知
行
あ
る
へ
＜
候
、
但
向
後
、

就
公
私
、
御
振
費
ち
か
ひ
候
ハ
ん
時
ハ
、
何
専
も
そ
れ
の
入
状
二
ま
か
せ
て
知

行
仕
へ
く
候
、
次
安
冨
・
河
副
・
神
埼
之
事
ハ
此
方
よ
り
知
行
仕
候
、
此
後
御

異
儀
あ
る
ま
し
く
候
、
切
楠
久
村
去
状
如
件
、

永
徳
元
年
十
月
四

□

源
榮

｛花
押
）

0
年
月
日
を
欠
く
が
、
本
文
中
の
永
徳
四
年
の
年
分
に

注
目
し
、

こ
こ
に
配
列
し
後
考
を
挨
つ。

紀

虹
百＇
二
月
十
九
日

n
L
J
乳
tぶ
し
ゃ
ぅ
さ
が
の
ぅ

n

LJ

た

た

い
や

口
ぅ
ミ
や
う
の
と
っ
ち
ゃ
う
の

n
L
J
あ
な
ま
ち

ー
ち
ゃ
ぅ
の
っ
ほ

且

ふ
□

う
＜
九

□

り
[

□

LJ

ヤ、

三
石
二
斗
二
升

,

'
,
 

同
い
け
の
よ
ミ
や
う
二

E
日

楠
久
亀
殿

一
五、

史
料
纂
集
〔
古
文
言
編
｝
『刊
Ji文
書
』
第
一

日
文
0
三
四
二
号

一
六
、
肥
前
國
安
富
荘
関
係
文
書
案
断
簡

『
佐
双
只
史
料
集
感
十
五

源
栄
避
状
ー

松浦
Ill
代烹^
冥
り
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• 
一
七
、
肥
前
國
安
富
荘
河
嶋
郷
坪
付
案

—
火
料
嘉
災
（古
文
書
紺
｝
『
胃
J
i又
0
』
第
二

団
文
3-――
五
0
号

肥
前
國
安
富
庄
内
河
嶋
か
う
中

合
幸
軒
一年
十

一
月

一
弥
次
郎
丸
名
分
は
た
よ
り
か
り
＋
口

の
給
分
九
段
二
丈
同
里
一
二
丈

村
わ
ら
か
り
三
十

i

の
給
分
五
段
同

い
ま
ミ
そ
ち
の
給
分
二
反
い
し
や
う
四
大

の

i

所
七
反
:
ち
ゃ
う
の
軍
5

二
石
■

■

し
0

'': 

南
大
保
豊
前
守
宗
家
巾
本
領
布
、

肥
前
國
安
冨
庄
内
田
地
三
町
、
屋
敷

祇
ケ
所
｀
車
之
村
内
、

同
國
神
悶
郡
訳
山
内
屋
敷
五
ケ
所
、
廣
野
、
勲
功
打
地

m、
不
可
布
頷
卒
相

違
之
欣
、
如
件
、

一
石

一
斗

9

9

 

今
川
貞
臣
所
領
安
堵
状
ー

"
5託
狂
}
註
5
七

U“" 
一
ち
ゃ
う
と
っ
ち
ゃ
う
の
事

一
胤
分 宜

陽
門
院
御
領
目
録

（
中
略
）

奉

寄

進
一
九
、
源
調
田
地
寄
進
状
｀
ー
匹

冠

鰈

紅

註

示

尚
大
保
豊
前
守
殿

河
上
社
檀
御
行
前
、
肥
前
國
佐
嘉

□

内
田
地
翌
町
、
井
安
富
和
泉
村
内
田

地
頁
段

0
、
坪
付
在
別
紙
、

右
、
志
趣
者
、
為
天
下
泰
平
困
土
安
稔
也
、
妥

□

弱
土
貝
所
敬
白
所
願

者
、
源
隅
賤
生

E□]

家
携
武
勇
藝
、

嶽
父
祖
名
跡
之
間
、
名
於
揚
天
下
萬
里

末
、
我
門
繁
凸
、
祈
子
孫
壽
命
長
穏
、

禰
為
預
神
明
佛
陀
擁
護
、
仇
岱
附
之

状
如
件
、u

-^
さ

應

沓

一年
八
月
廿

一
日

二
0
、

壼
岐
守
源
調
（
花
押
）

宣
陽
門
院
御
領
目
録
ー

麻
炉
心
約
が
ilf八

り
非
常
に
長
文
の
た
め
、
紙
面
の
都
合
上
、
「
庁
分
」

所
領
の
目
録
部
分
を
抜
粋
し
て
収
縁
し
た
。

-＝-
C-

＾^-
応
永
二
年
閲
七
月
廿
五
日

s'川
貞
E
-

左
京
太
夫
（
花
押
）
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山
城
國
下
桂
庄

年
貢
米
六
十
石

同
帳
伏
見
御
領

年

貢

米

三

百

石

宇

治

布

十

段

一●
璽
｝

大
和
國
雨
師
社

勧
修
寺
中
納
言
家

年
貢
緑
育
七
百
雨
蝶

ta富

同
困
慈
光
寺

年
只
油
登
石

同
國
中
村
庄

年
貢
正
月
二
日
御
影
御
菓
子

同
國
平
野
殿

御
灌
頂
之
時
被
成
御
布
施
畢
、

揖
洋
國
志
宜
寺

年
貢
米
二
十
石

同
國
壼
田
庄

日
野
入
逍
一
位
家

三
條
宰
相
中
拷
家

同
國
溝
杭
庄

年
貢
未
定

同
國
生
島
庄

年
貢
二
季
御
供
花
御
布
施
白
布
四
十
段
ゴ
枷
‘

同
國
松
村
庄

年
沢
毎
月
鯛
九
十
喉

伊
勢
國
米
守
納
所

年
沢
米
十
石

年
貢
輯
一
石

尾
張
國
藤
掛
庄

年
買
糸
二
十
雨

駿
河
國
訂
士
庄

年
貢
綿
千
雨

甲
斐
國
波
賀
利
庄

年
貢
未
定

近
江
國
錦
部
保

年
貢
米
八
十
石

加
買
國
能
哭
庄
g
上
、
石
坤

年
貢
碑
紅
細
蒜
臨

同

國

井

家

庄

動

修

寺

中

納

百

家

本
三
十
石、

年
貢
米
五
十
石

能
登
國
上
日
本
庄

年
買
米
三
十
石

同
新
庄年

貢
米
七
十
石

越
中
國
新
保
御
厨

年
貢
綿
＋
雨

丹
波
國
野
口
牧

年
貢
米
四
百
石

但
馬
國
木
前
庄

年
貢
綿
二
百
両

本
三
百
石
雑
事
寄

毘
沙
門
堂
殿

~11贄
）

東
南
院
殿

匹
匹
門

g殿

三
伐
宰
相
中
朽
ぷ

{*
n》

応
倉
入
道
宰
相
家

-11-



同
困
矢
送
庄

年
訂
同

年
頁
米
五
百
石

年
貢
香
三
石

安
翡
函
吉
茂
庄

年
女
米
百
石

紀
伊
國
石
垣
庄

同
國
安
富
庄

年
貴
米
五
十
石

伯
苔
國
裕
積
庄

年
貢
廷
百
枚

同
困
久
永
御
厨

薪
四
千
束

合
（中
略）

岱
甜

＼
 

元
三
雑
事

誓
六
森
琵

＼
 

卸
簾
五
間

殿
上
新
紫
畳
二
枚
侍
所
垂
布
一
段

砂
七
雨

注
進

御
庄
t

一
年
中
課
役
事
製
醤
野

檜
樽
千
寸

昆
沙
門
堂
殿

葉
至
入
道
大
納
君
家

葉
室
入
道
大
納
言
家

播
窮
困
松
井
庄

競

悶

丙

f
lll鱚
赤
屡
江
五
郎

年
貢
弘
紙
四
千
帖

佃
中
國
汽
塔
院
雨
法
花
堂

勘
侍
寺
中
納
百

年
囚
綿
三
百
雨

炭
十
六
籠

阿
波
國
麻
殖
庄

年
頁
紅
花
千
術

丹
波
國
和
久
庄
担
菰
松

年
貢
米
六
十
石

肥
前
困
巨
勢
庄

年
貢
米
二
百
石
紐
心
細
瑛

鐵
万
廷

以
上
三
ヶ
所
雖
不
入
先
々
注
進
目
六
、

多
年
為
御
領
琥
之
間
、
今
度
始

戟
之
、

î
"oヒ）

應
永
十
四
年
三
月

け
文
中
r
安
富
御
領
」
が
、
肥
前

・
肥
後
の
い
ず
れ
の
荘
領
を

示
し
て
い
る
の
か
現
時
点
で
は
不
明
確
と
判
断
し
、
史
料
ニ

0
の
参
芍
史
料
と
し
て
こ
こ
に
配
列
し
、
後
巧
を
挨
つ
。

り
非
常
に
長
文
の
た
め
、
紙
面
の
都
合
上
、
九
州
内
所
預
の
注

文
部
分
の
み
を
抜
粋
し
て
収
録
し
た
。

「
以
建
久
二
年
定
文
注
進
之
」
、

〔
参
考

-
]
長
講
堂
所
領
注
文
ー

註

吐

五

Jig

（
中
略
）

日

前
筑
後
守
益
直

-12 



三
月
御
八
講
砂
五
雨

-'”) 

御
更
衣
畳
四
枚
哲
一
、

口

n料

門
兵
土
三
人
六
条
面
門

――
-g
r
3五
ヶ□

不之、
移
花
十
五
枚

盆匹黙役
元
三
御
簾
四
問
畳
廿

一
枚
位
双
は
、

月
充
兵
士
正
十
一
十
二
各
二
人

＼
 

元
三
新砂

廿

両

侍

所

垂

布

三
段
禁
屯
央
紺
布

＼
 

＼
 

三
月
御
八
講
砂
二
十
両

＼

二
手
料

彼
埠
御
布
施
布
二
十
段

雷
菜
ニ
ヶ
日
紺
月
ーニ
El

西

院

面

二
門

兵
士
十
二
人
油
小
略
面

爪＂＇ 
不
IIJ之．

移
花
四
十
枚

芍
面月各
州
ケ
日

＼
 

三
月
御
八
講
砂
五
雨.-

n料

去
笈
配

御
祠
祭
神
竃
片
具
町
月
分

＼

七
月
七

n料

雑
仕
装
束

一
具

四
更
衣
畳
二
枚
零
四
月
料

＼

八

月

料

月
充
御
殿
油

一
石
九
斗
五
合

、

六

条
面
門

八
月
ilt
ヶ
8

門
兵
士
三
人

峠釦
f
五
枚

鉛
西

恥
祖

＼
 

元
三
雑
耳

ご
頷
二
間

＼
 

砂
五
雨

＼
 

三
月
御
八
講
砂
三
雨

苺

H
廿
六
日

廻
後
菜
一
日

＼

八

月

料

彼
岸
御
布
施
布
二
段

爪

揚

梅

面

門

r兵
士
三
人

移
花
十
枚

｛艶
曇
翼
一

豊
田
御
厨

不
蜀
之
、

元
三
雑
沼

御
簾
二
間

砂
三
雨

ニ鰐
檜
貨
i

安
富
御
領

不
勤
之
、

元
三
雑
事

御
簾
二
閲

（
中
略
）

_＿^ご
紺
久
二
年
＋
月

日
注
進
之
、 公・》

御
座
一
枚

□

文

御
座
三
枚
認
i
-い

小
文

御
座
二
枚

五
月
上
句
ト
ヶ
日

- 13-



言 二
奉
寄
進

甘
國
鎮
守
河
上
大
明
神
寅
殿
仁
、
肥
前
國
佐
嘉
郡
安
冨
庄
干
布
村
東
名
之
内

田
地
品
地
三
町
、
限
末
代
、
彩
省
付
者
也
、
天
下
太
平
営
郡
安
穏
、
伍
仰
寄

常
見
家
長
寄
進
状
ー

a野
心
註
祖
主
丑

太
山
寺
若
狭
守
殿

綾
部
兵
庫
助
殿

二
二
、
民
部
少
輔
某
施
行
状
写
ー

心
5
迂
狂
祖
心

二
十一

綾
部
兵
庫
助
満
幸
申
、
肥
前
國
佐
嘉
郡
安
富
庄
内
泉
村
惣
領
之
事
、
任
去
應

永
廿
五
年
正
月
六
日
安
堵
御
判
之
旨
、
可
沙
汰
付
彼
所
於
涌
幸
之
状
、
依
仰

執
達
如
件
、

應
永
州
二
年
十

一
月
十
五
日

民
部
少
輛
判

義
俊
御
判

渋
川
義
俊
安
堵
状
写
ー
が
バ
荘
託
韮
咤

i

肥
前
栖
佐
嘉
郡
安
富
庄
内
泉
村
惣
領
職
事
、
任
代
i
相
績
之
旨
、
知
行
不
可

有
相
違
之
状
如
件、

應
永
廿
五
年
正
月
十
八
日

一、
十
ふ
ん

一
の
御
め
ん

-、

T
別
二
反
れ
い
そ
ん

ち
ゃ
う
と
く
て
ん
に

＂
五
升
か
ち
し

ち
か
う
に
つ
く
た

一
反
ニ
ー
石
二
斗
お
き
物

ち
つ
き
お
き
物

一
升
さ
う
し
ま
い

二
升
三
合
ひ
め
れ
う

さ
い
の
研

河
上
山
座
主
御
坊

常
見
家
長
（
花
押
）

ニ
四
、
肥
前
國
安
富
荘
常
定
注
文
案

史
料
纂
集
（古
文
曹
Ill)
る
青
力
文
書
』
第
二

月
文
書
三
七
七
号

浦
住
人
r
篤
」
な
る
人
物
の
書
状
案

（『
青
方
文
壱
』
第
ニ
・

三
七
六
号
）
の
紙
背
文
書
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
便
宜
上
こ
こ

に
配
列
し
後
考
を
待
つ。

U

艶
計
舅
餃
●
曼

ひ
セ
ん
の
く
に
や
す
と
ミ
の
し
や
う
の
う
ち
か
わ
し
ま
の
し
や
う
定
の
し

り
年
月
日
を
欠
く
が
、
応
永
年
間
初
頭
に
活
動
の
知
れ
る
有
河

進
之
状
如
件
、

u
"二
さ

應
永
三
十
三
年
九
月
六
日

- 14-



隠
居
地
之
事

、安
冨
畑
瀬
山

、
小
城
波
多
瀬
山

以
上

一、
梅
野
山

一、三
瀬
山

一、合
瀬
山

一、
六
呂
山

一、
糠
櫨
山

一、古
場
山

一、
腹
巻
山

一、
一
番
ケ
瀬
山

＾
マ
｀
)

一、
一
黒
雲
山

a
-

｝
 

山
内
惣
尖
職
之
分

二
五
、
鍋
島
信
昌
屯
所
領
目
録
ー

年
5
5註
集
芭
卜
七

ニ
ま
い
い
と

一
か
け

i

、
自
ミ
や
う
の
な
し
物

丁
別
二
く
し
れ
う

百
文

一、
自
ミ
や
う
の
せ
ち
れ
う
の
事

ミ
や
う
へ
ち
に
か
A

み

一、
古
沿
山

一、
麻
那
古
山

一、
藤
瀬
山

ー
ツ

一、
六
呂
之
内
上
下
門

一、
合
瀬
之
内
落
合
門

l

妻
候
者
江
遺
候
所
、

以
上
よ
硝
花
押
）

肥
前
國
佐
嘉
郡
和
泉
村
之
内
四
百
賦
拾
五
糾
六
斗
地
之
事
、
充
行
畢
、

蹂
紙
、
者
、
早
任
先
例
之
旨
、
可
領
知
之
状
如
件
、

祀
虻
ヤ
六
年
正
月
十
一
日

記
定

（花
押
影
）

本
告
作
左
エ
門
信
景
ヘ

勝
茂
様

肥
前
国
佐
嘉
郡
下
和
泉
村
之
内
、
拾
壱
石
五
斗
、
徳
永
村
之
内
、
六
石
合

而
拾
七
石
五
斗
地
之
事
、
宛
行
学
、
認
閉
‘
者
早
任
先
例
之
旨
、
可
領
知

〔参
考
三
〕
鍋
島
勝
茂
判
物
写
ー
！
印

mmf集
成
』

二
十
五

り
江
戸
期

ぶ
呪
示
村
」

の
初
見
例
と
し
て
、
〔
参
考
・三
〕
と
と

も
に
収
録
。

〔参
考
二
〕
鍋
島
勝
茂
判
物
写
ー

が
心
旺
紅
ゴ

5
,五
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之
状
如
件
、

慶
長
十
六
年
正
月
十
一
日

石
田
平
左
衛
門
と
の
ヘ
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